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１．プロローグ・旅立ち






　──大丈夫だよ、サシャ。誰にでも必ず運命の相手はいるもんだ。そして運命の相手とはお互いの小指同士が赤い絲で結ばれているのさ。




　そう言って愛嬌たっぷりのウインクをしてくれたのは、祖母だった。

　サシャは自分の小指をそっと盗み見る。もちろん、赤い絲なんて見える筈もないのだけれど。

　頭には異国の布を優雅に巻きつけ、ドレスの胸にはお気に入りの蛙のブローチ、指にはブラックオパールの指輪。スズランの香水が定番。お洒落で陽気で毒舌家のお祖ば母あ様。

　両親にとってかなり遅くに生まれたサシャだったから、祖母に至ってはいつ天寿をまっとうしてもおかしくは無い年齢の筈だった。

　それでも泣き虫の孫娘が祖母の元に駆け込むと、笑わせようといつも茶目っ気たっぷりにふるまってくれていた。

〝生きている事を楽しまないなんて、この上ない損だとお思い。いいね、サシャ〟

　それが彼女の口癖。座右の銘でもあり繰り返し植えつけた孫娘への希望。

　ひとと違う体をもって生まれたサシャが、少しでも前向きに生きられるように。勇気を持って人生を楽しめるように。

　両親は溢れるほどの愛情と財産をサシャに与えたが、勇気や知恵、そして夢見を見る楽しさを教えてくれたのは、間違いなく祖母だったとサシャは思う。

　時に辛辣で皮肉屋な祖母は、実の息子であるサシャの父親でさえ頭が上がらない豪傑だった。

　父親だって地位と富と名声を兼ね備えた、貫録のある紳士だった筈なのに。

　そんな祖母が天に召されたのはサシャが十四歳の時だった。

　そしてその時初めて、サシャは色んな意味で祖母に護られていた現実を知った。

　特にそう、結婚相手に関して。

　父親はサシャが幼い頃から娘の結婚相手を秘密裏に探していた。

　サシャと、彼女の財産を守ってくれる聡明で献身的な夫を。

　有り難い話なのだろうとは思う。何故なら子供を成す事はおろか、まともな夫婦生活も送れないと分かり切っている娘を、財産目的以外で娶る男がどこにいるだろう。それこそ時間をかけてじっくり探さねばそうそう見つかるまい。

　父親だって、娘を愛しているからこそ必死で探してくれていたのだ。

　サシャの両親は若くない。

　サシャがこの世に生を受けた時、母は四十二歳、父は既に五十を超えていた。孫がいてもおかしくない歳だったのだ。

　だからこそ、たったひとりの娘を目の中に入れても痛くないほど可愛がってくれた。それは母も同じだった。

　けれどどんなに可愛がってくれたところで、サシャが他のひとと全く違う体であるのは一目瞭然の事実で。もちろん、サシャ自身にとってもそれは厳然たる事実だった。

　こんなサシャが、運命の相手を望むのは間違っているのかもしれない。

　普通の世の中の人々のように、愛し愛される相手と結婚したいと思うのは、贅沢すぎるのかもしれない。

　それでも──。

　サシャがビロードのカーテンに身を隠していた居間リビングで、祖母はしゃんと背を反らして立ちながら、腰に手を当てて父に言ったものだ。

〝バカをお言いで無いよ。サシャは賢い子だ。どんな体をしてようと、ちゃんと自分にふさわしい相手を見つけられる子だよ。それを父親のあんたがしゃしゃりでるなんて…この私が生きている内は絶対に認めないから覚えておおき〟

　それは孫娘を守る言葉だった。自由を守ってくれる楔ともなっていた。

　祖母亡きあとは楔は抜かれ、お見合い三昧の日々が続いた。

　あれから二年。

　お見合いはもうまっぴらだった。正直うんざりである。

　どんなに礼儀正しく立派な紳士でも、どれだけ甘く優しい言葉をかけられても、彼らの目に莫大な財産しか映っていない事は火を見るより明らかだった。もしくはサシャの体に対する好奇心、だろうか。

　正直、彼らの内の誰かと結婚したら、両親亡きあとどんな扱いを受けるかは考えたくもない。

　だから……祖母の想いに応えるためにも、サシャは深く決意する。

（夢を、見よう）

　そしてその夢を叶える為に、一歩踏み出そうと決めたのだ。




　だから…ごめんなさい、お父様、お母様。しばらく旅に出ます。

　探さないでと言っても無理だろうけど、どうか心配なさらないでね。

　夢を叶えられたら…そう、他のひとと変わらない普通の体を手に入れて運命の相手と出会えた時は、きっと報告に戻るから──。





◇






「そこの青年！　そう、そなたじゃ！　ちと人助けをしてみたくはないか？」

「え？」

　足元から不意に聞こえたうら若い娘の声に、クリフは乗っていた馬の手綱を引いて足を止めさせ、ゆっくり辺りを見回す。

　うららかな昼下がり、森の中道をゆくクリフの目に、ひとの姿は見えない。

　空耳だろうか、頭を振りながら先を進もうと馬の手綱を握り直すと、再び同じ声が聞こえた。

「ここじゃ！　どこに目がついておる、馬鹿者！」

　やはり空耳ではないと馬からひらりと飛び降りると、道端の木の根元、小さな菫すみれが咲きそろう中に、どう見ても不可思議な少女が立っていた。

「………ああ？」

　思わずクリフの目が皿のように丸くなる。

　えーと、今は真っ昼間で、俺は夢を見ているわけではないよな？

　……としたら、あれは一体なんだろう。

　人に見える。人には見えるが、どう見ても普通、ではない。別に角が生えていたり目が一つしかない、という訳ではない。寧ろまごうかたなき美少女である。が、普通というには彼女はあまりに小さすぎた。

　小さい。

　どう見ても、人間の赤ん坊より小さい。

　それの背丈はクリフの肘から手首まであるかないかだ。幼女などが抱っこしている、人形サイズといったところだろうか。

　一瞬、精巧なからくり人形だろうかと目を疑った。そういった技巧を凝らした人形もあると聞く。

　しかし精巧というには出来過ぎている。どう見ても柔らかそうな肌。艶を帯びた栗色の巻き毛。小さいからよく分からないが、瞳は榛はしばみ色だろうか。若草色のドレスは一応外出仕様なのか、ブーツの足首から先が覗くスカート丈だったが、フリルやレースが丁寧にあしらわれ高級感が漂っていた。

　人形より人間に近いのはその頭身だった。大抵の人形は多かれ少なかれ頭が大きめに作られているから、頭身が幼児の比率に近い。それに対して目の前の彼女の頭身は、少なくとも十代後半の人間のそれである。

　そして何より人形には感じられない感情の籠もった声と、豊かな表情を持っていた。

　そんなクリフの驚きを封じるように、彼女の小さな唇から淡々と涼やかな声が漏れる。

「人造人間ホムンクルスを見るのは初めてかな？」

「ホムンクルス……！」

　言われて合点がいった。

　滅多にいるものではないが、カーニバルのいかがわしげな見世物などにたまに登場する、魔道士が作ったと言う合成人間の総称である。その手のものは、やはり人並みの大きさだと造成が難しいのか、得てして小さい。

　とは言え見世物用のそれはもっと知能が低く、教えられた簡単な言葉や行為を繰り返すのがせいぜいといったものが殆どの筈だ。目の前の少女のように話したりするとは聞いた事がない。

「まあ、正確には少々違うのだがな。で、どうする？　そなたに異論がなければ同道を頼みたいのだが」

　一般的なホムンクルスのイメージとは裏腹の、どこか尊大ともいえるその言い方に腹が立たなかったのは、あまりに物馴れた話しぶりと彼女の邪気のなさ故かもしれない。まるでそうあるのが当たり前、といった知性と威厳が彼女にはあった。いかにも風変わりなお姫様、といった風情である。

　ふむ、とクリフは思案する。この風変わりな少女と旅を共にするのに、是か非か。

　答えはすぐに出た。

「俺の相棒にも異論がなければね。どうする、グラシー？」

　そう言ってクリフが馬の背を撫でると、旅慣れた牝馬は別にかまわない、と肯定する様に軽く首を振った。グラシーとて見慣れぬ生き物の筈だが、動物の本能的にも忌避すべき存在ではないらしい。

「問題なさそうだ。馬の背は平気？」

「大好きじゃ」

　即答する少女をそっと抱き上げ、馬の背に乗せる。実際慣れているのか、少女の大きさではかなり高く位置する筈の馬の背に、彼女はあっさり飛び移った。

　クリフも鐙あぶみに爪先をつっこむと、愛馬の背にひらりと飛び乗る。

「いやあ、助かった。礼を言うぞ。連れのカラスが農夫に追われてしまっての。どうしたものか困っておった」

　……カラス？　確かにこのサイズならその背には乗れそうだけど、カラスって飼いならせるんだっけ？

　あーでもカラスに乗り慣れてんだとしたら馬の高さに問題はないのは頷ける。クリフは無言のまま思考を一周させて納得した。

「正直に物好きなって言ってくれていいぜ？　とりあえず落ちてるもんは何でも拾えってのが死んだ曾祖父ひいじいさんの遺言でね」

　変わり者で有名だった曾祖父の顔を思い浮かべながらクリフは言った。

「良い曾祖父殿じゃ。なんせそなたの前に三人ほど声をかけたが、皆逃げ出すか気付かぬふりをしおった」

「あー、……だろうな」

　思わず苦笑が漏れる。

　今、彼らが旅しているのは都会の喧騒から遠く離れた、鄙ひなびた田園地方である。都会なら物珍しさに彼女を浚さらおうとする不届き者もいるだろうが、純朴素朴な農民たちにとって、この見慣れぬ小さな娘は奇異過ぎる存在だったろう。妖精の類に化かされたと思う者もいたかもしれない。

「俺も旅暮らしは長い方だけど、こんな連れは初めてだな。俺はクリフ・レティエ。あんたは？」

「おお、挨拶が遅れて失礼した。サシャじゃ。サシャ・ユリティア・コルトーと申す」

　コルトー？　どこかで聞いたような…いや、まさかな。

「とりあえずよろしく。サシャ」

「こちらこそよろしく頼む」

　サシャはクリフの前部分の鞍にちょこんと座ると、振り返ってにっこりとほほ笑んだ。





◇






　その夜は森で野宿になった。

　ちょうど新緑の季節なので、外で寝るにはいい時期だった。

　小川を見つけて馬に水を飲ませ、適当な木に繋ぐ。

　川辺の石を拾って円状に積み、乾いた枝を拾って簡単な竈をこしらえた。

　携帯用の干し肉とハーブで簡単なスープを作り、日持ちのするパンを千切ってサシャと分ける。当然だが、サシャには小指の先ほどの量で充分だった。サシャは荷物の中から指ぬきサイズの木の椀を取り出し、そこによそったスープにパンを浸して食べる。馬は繋がれた場所で新鮮な草を食んでいた。

　段々と夜は更け、遠くで夜の王、フクロウの泣き声がする。空には満天の星が散り始めた。

「え!?　コルトーって、あの薬商都市レダの？　レダのコルトー家と言えばギルド長も務める大貴族だろう!?」

　食後のお茶をポットで沸かしながら、クリフは驚きの声をあげた。

「父を知っておるのか。さすが旅人の耳は聡いのう」

　サシャは感心したように肯く。

「父ーーっ!?　そしたらあんたは本物のお姫様じゃないか！」

　一方クリフは呻き声をあげる。聞き覚えのある名字だとは思っていたが、よもや本家本元とは思わなかった。

　しかしなるほど、それならこの風変わりな存在にも納得がいく。

　薬商都市の異名を持つレダは、古くから医学薬学が盛んで栄えた大都市である。当然薬を商う者は多く、統括するギルドも巨大で、王族とはまた違った意味で国を担う存在となっている。即ち、ギルドの代表格である者は商人でありながら当然貴族でもあり、王族でさえ一目置く存在なのである。

　そのギルド長を輩出しているコルトー家の財産と人脈をもってすれば、これほど知能的に人間に近いホムンクルスを生み出すのは不可能とは言い切れないだろう。そして彼女が生まれついての高貴な気品を持ち合わせている事も。

「わらわの両親は子供に恵まれんでの、どうしても我が子をと望んだ末に両親の種たねと卵らんを使って作り出されたのがわらわじゃ」

「は～～～……」

　クリフは想像以上の話の大きさに、茫然としたまま大きく息を吐いた。

　サシャは大事に育てられながら、表面上病弱を口実にその姿を徹底的に隠された。彼女に会えるのは両親とごくごく身内の親族、そして口の堅さで選ばれた一握りの使用人だけである。文字通り深窓の令嬢、だった。

　特殊な存在である事には違いないのだから、好奇心や探究心からどんな危険な目に遭うか分からない。その財をもって厳重な警護を付けるのは可能だが、それでも用心に越した事はない。

「しかし問題があっての。わらわが年頃になった頃、父はわらわとわらわの財産をまもる婿を探してお見合いをセッティングし始めたのじゃ」

「お見合い？　でもその姿を見せて大丈夫だったのか？」

「その辺はまあ、コルトー家の恐ろしさを解っている者ばかりだったからの。父に言い含められて逆らう勇者はそうおらん。……しかしこれがいかにも財産目当てのものばかりでのう……」

　専用の小さなカップからお茶を飲みながら、サシャはいかにも深い溜息を洩らした。

　コルトーの屋敷の奥の客間に、秘密裏に呼び出された青年たち。

　彼らはいずれもサシャの姿を見るとぎょっとし、それを覆い隠そうと努めて不自然な笑いを浮かべ、やがてサシャを値踏みするような目で見はじめる。

　父に、所用などを装って短時間中座を頼んだのはサシャだった。もちろん近侍は背後に控えていたが、父が不在の方が相手の真意が読めると思ったのだ。そしてそれは正解だった。元々物陰に隠れて使用人や父の商談などをこっそり観察していたサシャは、人を見る目に長けていた。

　なるほどこの小さいのの世話さえすれば、コルトーの財産は丸儲けとばかりに涎を垂らさんとしていたのを、サシャは正確に見て取っていた。父の前で被っていた完璧な仮面が、剥がれていく様は一種感心できるほどだった。

　クリフは同情の相槌を打つ。

「さもありなん、てやつだな。それで家出を？」

「それもある！　だがしかし！」

　サシャはすっくと立ち上がって熱弁をふるい始める。

「わらわとてただ状況を傍観しておったわけではない！　何とか大きくなる方法を探し出したのじゃ！」

　勢いが余ったのか、サシャは辺りをぐるぐる歩き出した。

「おー。すっげえ前向き」

　拳を握って演説するサシャの姿に、クリフは思わずぱちぱちと手を打つ。

　サシャは胸を反らせて立ち止まり、腰に手を当てると、満足そうに鼻を鳴らした。

「ちなみにそなた、なかなか世情に詳しそうじゃ。『倭』という国を知らないか？」

「ワ？　えーと、『倭ワ国コク』の事か？　確か東の最果てにあるとかいうちっちゃい島国の……」

「それじゃ！」

　サシャはくるりとスカートを翻すと、クリフに向かって人差し指をつきつけた。

「とある異国の古書によると、その国は不思議な術の研究に長けているのだそうじゃ。そして『ウチデノコヅチ』なる魔術具があって、それを使って大きくなった小ちいさ人びとがおったらしい」




『中宮の姫、おのこに向かってウチデノコヅチを振りながら大きくならんと願いたれば、おのこ大きくなりて立派な青年となりにける』




　図書室の更に奥、隠し階段の先にあった屋根裏の、埃を被った古書群の中、自分の背より大きな古書を必死に捲りつつ、その一行を見つけた時には胸が震えた。

「……そんだけ？」

　サシャの熱弁に対してクリフは半信半疑である。そもそも伝聞なんて歪曲増大して当然のものだからだ。そもそもその一文が事実である確証はない。しかしそんなクリフに構わずサシャは言った。

「嘘かもしれん。真かもしれん。でもたとえ僅かでも可能性があるならわらわは行く。行って確かめて、諦めるのはそれからでも充分じゃ！」

　そう言い切った強気な瞳に、クリフは思わず痛快になって吹き出す。

「いいなあ、あんたのその破れかぶれな前向きさ」

「無礼者！　馬鹿にしておるだろう」

「めっそうもない、サシャ姫」

　クリフは右腕を胸の前に持っていくと、芝居がかった口調で言った。

「いかがでしょう。私めをお供に召されませぬか？」

「──なんと？」

　今度はサシャの目が丸く見開かれる。

　同道と言っても森を出るまで、あるいは彼と行き先が重なるところまでだと思っていた。

「あんたといると面白そうだ。どうせ俺の旅は行くあても帰る場所もないしな」

「帰る場所も、か？」

「……ああ」

　一瞬翳ったクリフの顔は、サシャが気付く間もなく元に戻る。

「……良いのか？」

　転がり込んだ幸運に、サシャの瞳が不安と期待で大きくなった。

「あんたも俺と一緒の方が何かと便利だろ？　お許し願えますか、サシャ姫？」

　サシャの顔にぱぁーっと笑顔が広がった。さすがに小さいからだでのひとり旅は不安があったのだろう。

「そなたも物好きじゃのう」

「あー、これは血筋かもな。俺の曾爺さんて人がちょっとは名の知れた冒険家でね。俺はその冒険譚を子守唄代わりに育ったから……」

　放蕩と無頼を尽くし、親族の中ではいない者として扱われる存在だった晩年の曾祖父と、何故かクリフは気が合った。まるで歳の近い親友のように、眉を顰める親の目を逃れては様々な秘密や時間を共有していた。

　そんなクリフにとって、困難に立ち向かう冒険はどこか血が騒ぐものだったのだ。

「つくづくよい曾祖父殿じゃ。わらわは助かる」

　鈴を鳴らすような声が夜のしじまに響く。

「曾爺さんもあんたに会えてたら大喜びだったと思うよ」

　事実、きっと子供のように目を輝かせたに違いない。

　旅の連れに恵まれれば、その旅は何倍もよいものになる、とも言ってたような。

　だから──、これもきっと何かの縁なのだ。

　クリフは自分にそう言い聞かせると、これから始まる新たな旅に、密かに胸を躍らせていたのであった。






２．モウル爵とカックン






「……ふうん、それで？　たった一羽のカラスに邪魔されて姫を見失ったと言うのか？」

　地を這うような暗い声は、静かな怒りを沸々と滲ませて、黒い巻き毛の青年から発せられた。

　ヨーナス・ユストゥス・モウル侯爵。薬商都市レダにおいて、それなりに血筋の古さを持つ由緒正しいモウル家の当主である。もっとも貴族ではあるが、薬商ギルドには属していない。先祖代々きっぱりさっぱり悲しいほどに商才がなかったからだ。

　微妙に貫録のある声に反して、その姿はまだ若い。二十代半ばと言ったところか。その外見も決して悪くはない。多少垂れ目で唇が厚めの感はあるものの、切れ長の目も通った鼻梁もまあまあ美形の類には入るだろう。実際、社交界でもそれなりに女性には人気が高い。

　但し、今の時点では社交用の優美な外面仮面は綺麗さっぱり取り外され、その自己中心的な本性が剥き出しになっているが。

「は、閣下。その……なかなか悪賢くすばしこいカラスでして……」

　一方、青年の前に跪く中肉中背の中年男は、首や額にだらだらと冷や汗を流している。男は自分が仕えるこの青年が、血も涙もない冷血漢、というほどではないにしても、そこそこ酷い性格だとよく知っている。貴族には決して珍しくない、傲慢さと我が儘な気質をあわせ持った青年である。自分の思い通りにならなければ、躊躇いなく目下の者に当たり散らすタイプだ。

　何とかしてこの失態を挽回しなければ、自分は屋敷の裏の沼に沈められるだろう。

「しかしすぐに手の者を追いかけさせておりますれば、今しばらく閣下には御猶予を頂きたく……」

「はっ！　無能な部下しかいないのはこの上なく悲劇だな！　これと言うのもあの馬鹿父が身代を食いつぶしてくれたおかげでロクな奴がおらんからだ。いいからさっさとお前も部下に発破をかけて一緒に姫を探して来い！」

「ははあっ！」

　男は床に額を擦りつけんばかりに深く叩こう頭とうすると、その恰好のまま一気に後じさって部屋を出ていく。これ以上この部屋にいたら怒鳴られるばかりでは済まないかもしれない。逃げるが勝ち。注意一秒怪我一生。ヒキガエルの餌になるのは真っ平御免だった。

　疾風のごとく部屋を飛び出ていった部下に、深々と悲壮な溜息を吐きながら青年はさっさと意識を切り替えた。むさい親父の顔は三秒で忘れるに限る。

「アンナ、私は『特別室』にしばらくひきこもる。誰が来ても取り次がぬように」

「畏まりました」

　青年は背後に控えていた侍女にそう告げると、首の後ろで結んだ優雅な巻き毛を手で弄びつつ、彼がこよなく愛する少女たちが待つ私室の続き部屋へと移動した。念入りに選んだ口の堅いメイド以外は絶対に誰も入れない、彼専用の特別室である。

　社交界においてはその外見と血筋の良さで女性人気の高いヨーナスであったが、ずっと特定の恋人は存在しなかった。それは女色に溺れきった父の廃退を見てきたせいかもしれないが、それだけでなく、彼にはこよなく愛する対象があったからである。

「お待たせ。僕の可愛いお姫様達」

　声のトーンが高く柔らかくなった。

　彼は一斉に向けられた(ような気がする）、硝子球の視線に晒されて恍惚の表情になる。

　その部屋に配された棚や肘掛け椅子やソファには、無数の人形たちが並べられていた。いずれも美しい少女の人形である。

「おはよう、みんな今日もとても綺麗だよ」

　彼はうっとりと微笑みながら部屋中の人形たちに話しかけた。

　名工の手によってつくられたそれらは、美しい陶磁器の肌と宝石を使った瞳、絹糸の髪、そして最上級のドレスを身にまとった、どれも最高級のビスクドールたちである。彼女達は長い睫毛に縁取られた夢見るような瞳を彼に向けながら、絹のクッションに身を預けてふんわりと座っていた。

「うふふふふ。もうすぐここに僕の花嫁が来るよ。……そんな悲しそうな顔をするんじゃない。僕の大事な花嫁なんだ。皆、仲良くしておくれ」

　青年はいつでも再生可能な脳内花畑に佇んで至福の笑みを浮かべると、お気に入りの人形をひとつひとつ手にとっては、あらゆる賛辞を尽くしてそのなめらかな頬や手の甲に口付ける。

　そして最後に部屋の中央にある艶やかな欅材の円卓の上に置かれた、やはり小さな花嫁衣装を手に取った。豪奢でありながらミニチュアサイズのそれは、彼が花嫁の為に用意させたいくつもの試作品だった。細かい刺繍を施したもの、煌めくビーズを縫い込んだもの、透かし模様のレースが織り込まれたものなど、小さいながらも手の込んだ逸品である。

　彼が理想の花嫁に出会ったのは一ヶ月ほど前である。それまで、彼は生身の女性に対し、実は全く興味がなかった。せいぜい欲望のはけ口として利用する程度である。

　しかし彼女を一目見た途端、ヨーナスは天にも昇る心地になって、初めて人生を神に感謝した。彼女がいずれ受け継ぐであろう資産を除いたとしても、サシャは紛れもなく彼自身のために生まれた奇蹟だと言えた。

　あの美しい髪。すべらかな肌。そして何と言っても抱き心地のよさそうな小さな小さな肢体。

　あの肌に口付けたい。

　抱き上げて抱き締め、細く柔かそうな体を撫でまわし、すみずみまで愛おしみたい。

　たったひとり、彼のために生まれてきた小さな花嫁。

「君はどんなウエディングドレスが気に入るのかな、サシャ姫」

　彼はドレスに頬ずりしながらうっとりと目を閉じて、白いレースのヴェールに口付けたのだった。





◇






「へえ、そんなに気持ち悪いやつだったんだ、その見合い相手」

　クリフとサシャは、街道にひとけがないのをこれ幸いと、馬上でゆっくり喋りながら旅を進めていた。

　街道沿いの次の村へはもうすぐ着く。その向こうは超えるのに険しい峠だから、今日はその村に宿を取った方がいいだろう。

「気持ち悪いと言うか……見目はそうでもないし、父上の前ではこの上なく好青年だったんだがの。こう、ふたりきりになると視線がねっとりと絡みついて、まるでハエの行方を追うヒキガエルを連想させたな」

　クリフの前の鞍に腰かけながら、サシャは実際にヒキガエルに睨まれたかのように、おぞましそうに身を竦めた。確かにサシャのサイズでヒキガエルと相対すれば、それなりに気持ち悪さは際立つだろう。

「ひっでー」

　クリフはサシャのあまりにもの辛辣な物言いに苦笑する。しかし基本的に明るく前向きで善良なサシャがこう言うのだから、その見合い相手にもどこかいかがわしい雰囲気は充分にあったのだろうと思えた。

　一路東を目指す旅の数日間で実感したが、サシャは確かに世間知らずの部分はあるものの、両親の計らいで相応の教育は受けていたし、知識が豊富で頭の回転もよく機転が利く。自分が人目に触れない方が良い事も充分に心得ていて、かと言ってこそこそする訳でもなく、必要に応じてクリフのマントや荷物の中に逃げ込む術を早々に体得していた。

　それに加えて人を見る目に天性の勘、のようなものが備わっている。目の前にいる相手が善良であるかどうか、信頼できるかどうかを瞬時にかぎ分ける力を持っていた。

　つまりはクリフの人柄もそれなりに見定めて声をかけたらしい。

「とは言え、同年代かと思ったんじゃが、そこは外したのう……」

　さも残念そうにサシャは溜息を吐いた。

「悪かったな、童顔で。これでもとっくに成人しているんだけどね」

　少なからずコンプレックスを刺激された声で、クリフは呻いた。今でこそ成人男性の平均身長をやや上回る上背があるものの、あまりそう見られないのはやはり童顔のせいらしい。子供の頃はずっと年齢平均以下のチビだったから、周囲が必要以上に子供扱いをするのに閉口した。六歳上の兄がまた実年齢以上に大人びた少年だったから、余計である。

　見た目よりずっと成長しているのだと分からせるために、躍起になって勉強や剣の稽古をしていた時期もあった。

（そうは言うがな、それはお前の天性だと思え。他人に警戒心を与えないのは、旅暮らしに充分有難いスキルだぞ？）

　そんな慰めとも取れぬ言葉をくれたのはやはり曾祖父だった。今では彼の言った言葉の意味を痛いほど噛み締めている。

　ふらりと現れた、どこの馬の骨ともわからぬ他人を警戒するのは人の常だ。しかしクリフのどこか人の好よさそうな童顔は、どの街に立ち寄ってもあまり目立つことなくすんなりと住民に受け入れられていた。

　たまたま酒場で隣り合った、初対面の相手の打ち明け話をいつの間にか聞く羽目になる、なんて事もざらにある。

　よくよく見れば全体にバランスが良く、そこそこ整っている彼の風貌は、人好きのする笑顔に相殺されてあまりそれと目立たぬものとなっていた。実った小麦の先のような髪とチョコレート色の目をした、つい世話を焼きたくなる純朴そうな青年、といった風情である。

　旅のマントの下に隠れた、見た目の雰囲気に反する引き締まった体躯の意味を知るのは、せいぜい懐を狙うよからぬ輩ばかりだった。危険が皆無とは言えないひとり旅、それなりに鍛えてはある。

「でも、それまではどうしてたんだ？　いくらあんたが機転がきくって言っても、さすがにひとり旅は難しかったろ？　……サシャ？」

　不意に会話が途切れ、彼女が遠くを見つめている事に気付き、クリフはサシャの視線の先を追った。

　なだらかな丘を越えたあたりからいくつかの民家がぽつぽつ見え始めている。

　そう遠くない場所から鐘の音が鳴り響いていた。村の中心が近いのだろう。

　どこから現れたものか、子供達が一斉に野原で摘んだらしき花束をもって駆けていく。

　サシャが見入っているものを追って、クリフは村はずれに立っていた小さな教会に目を留めた。

　ちょうど中からわらわらと人が出てきたところだ。

　その中央には着飾った若い男女が人々に囲まれて幸せそうに笑っていた。子供達が摘んだ花を淡いクリーム色のドレスを着た娘に我先にと渡そうとしている。彼女の隣に立つ若い男がその花を受け取って、娘の髪に挿していた。娘は嬉しそうにほんのり頬を染めている。

「結婚式、かの」

「ああ、そうみたいだな」

　人々の顔は祝福の色で満ちていた。花嫁花婿に至っては言わずもがなである。

「レダの街でも一度だけ見た。花嫁がとても綺麗で幸せそうだった…」

　サシャはどこか夢見心地で呟く。

　クリフは答えない。答えぬ代わりに脳裏にひとりの美しい花嫁の姿がよぎって消えた。

「知っておるか？　運命さだめの相手とは小指が赤い絲で結ばれておるのだそうじゃ」

　人目に付くのを慮って、クリフの懐に潜り込んだサシャは、彼を見上げながらはにかんだように微笑んだ。祖母が教えてくれたおとぎ話のような言い伝え。けれどサシャにとっては希望を捨てないための秘密の呪文でもある。

「どうせいつか結婚せねばならぬのなら、そんな相手としてみたいものじゃな」

　どこか祈るような口調でサシャは言った。

　しかし運命さだめの相手、という言葉がクリフの胸に小さな棘となって刺さる。

　同時に蘇るのは、古いとも言い切れない過去の記憶だ。

（クリフ、ごめんなさい、私は──）

　しっとりと綻んだ百合のように、清楚で可憐な花嫁姿。一点の曇りもない喜びに満ちた笑顔。誰よりも幸せになって欲しいと願っていた筈なのに、どうして彼女は──。

「この体ではどうにもならんがの」

　取り繕うように笑うサシャの声に、過去の記憶に捕らわれていたクリフはハッと我に返る。あれはもう過去の話。忘れると誓った記憶だ。

「……普通の体でもそううまくはいかないよ」

　過ぎた過去に自嘲を漏らしながらクリフは呟いた。

「クリフ……？」

「この先に宿がある筈だ。今日はそこに泊まろうぜ」

「あ、うむ」

　さり気無く話を逸らしたクリフに、サシャはあえて何も聞かずに肯いた。





◇






「旅籠はたごならあそこだよ。ほら、あの杉の向こうに、三軒並んでる真ん中の……ちょうど屋根にカラスがとまっている──」

　小さな村の中央を走っている街道を、馬から下りて歩きながら、通りすがりの男に宿の場所を訊ねた。野良作業の帰りらしい男は、首にかけた布で汗をぬぐいながら説明してくれる。

　なるほど、幾つかの店や民家が立ち並ぶ中、赤い屋根が三軒並ぶ家の真ん中の屋根に、真っ黒なカラスが一羽とまっている。あれか。

「ああ、ありがとう」

　クリフは男に礼を言って宿に向かった。

　宿と言っても暇な時期らしく、揺り椅子で半分寝こけていた老婆は二階の一番奥の部屋を示す。簡単な夕食を頼んで、クリフは懐にサシャを抱えたまま部屋へと向かった。簡素なベッドと小さなテーブルがあるだけの部屋である。

　しかしサシャのような連れがいる身では、客は少ない方が好都合だった。

　サシャをテーブルに下ろし、荷物を床の隅に置くと、陽がある内に空気を入れ替えようと窓を開ける。

　と、不意に屋根にとまっていたカラスが突然クリフをめがけて飛びこんできた。

「え？　──え？」

　慌てふためくクリフとは反対に、テーブルの上からサシャが嬉しそうな声を上げる。

「カックン！」

「カァーーーっ！！！！」

　カラスは思い切りくちばしを大きく開けて一声を上げる。そして大きく羽ばたきながらサシャのいるテーブルへと舞い降りた。

「無事だったか！　心配したぞ、サシャ！」

「そなたも元気そうで何よりじゃ！」

「は～～～～～～っ!?」

　クリフはあんぐりと口を開けた。

　カラスが喋ってる？

「クリフ、紹介しよう！　わらわの旅の連れ、カックンじゃ！」

　サシャは嬉しそうにカラスの胸に抱きつきながら、クリフに笑顔を向けた。

「えーと、……カックン？　って……カラス？」

　濡れ羽色の全身と鋭いくちばし。どう見ても、それはカラスだった。カラス以外の何物にも見えない。

　そう言えば確かに出会った時『連れのカラスが』とか言っていたような気がするが、クリフの頭の中では鷹匠の鷹や伝書鳩のように、人に使役されるあくまで普通の鳥のイメージだった。

「教授プロフェッサーと呼べ！　本名はカクスレート・ヴァグニムアルじゃ。今は故あってこんな姿じゃが……これでも魔道学士の端くれである！」

　しかしサシャに負けず劣らず偉そうな物言いで、けれどサシャよりは些かたじろぐ態度でカックンこと教授は胸をはる。もっともカラスに胸を張られたところであまり腹は立たない。

「カックンは昔実験に失敗してカラスになってしまったのじゃ」

　サシャもニコニコしながらとんでもない説明を加えた。

　実験？　失敗？　クリフは上手く飲み込めずに目を白黒させている。

「と言うか、サシャ！　この男がそなたに不埒な行いなどしておらぬじゃろうな！」

「何を申す！　クリフは今まで会った中で一番親切で安全で物好きな男じゃぞ！」

「あー、サシャ、それ褒め言葉になってない」

「うむ！　まあサシャがそう言うならその怪しさを見逃すとしよう」

　微妙に会話がかみ合ってない。そしてクリフから見れば喋るカラスの方がよっぽど怪しいのだが。

「このカックンとは幼い頃に屋敷の屋根裏部屋で知り合ったのじゃ。わらわとは古い友であり、師匠でもある。幼い頃から色んな知識を与えてくれたし、こっそり背に乗せて屋敷の外の世界を見せてくれたのもカックンじゃ」

「うむ。しかし出会った頃はなにぶんサシャが幼くてのう、名前も教授プロフェッサーという単語もうまく言えなんだので、仕方なく特別な呼び名を許したのじゃ」

　なるほど、本名をもじっての『カックン』と言う仇名らしい。確かに言い難そうな本名である。

　そして改めて見ると、確かにカラスの背はサシャが乗るのに手ごろな大きさなのであった。

　にしても今度は喋るカラス……。

　クリフは言葉を失う。

　サシャでさえ充分珍しい存在ではあるのだから、喋るカラスくらいいてもおかしくはないのかもしれない。いや、実際に目の前にいるのだからおかしくはないのだ。きっとそれなりの理由やいきさつがあるのだろう。だから落ち着け俺。

「あーー……、初めまして、教授？」

「おお！　本当に珍しく物わかりのいい青年だの！」

「そうであろう！　クリフの柔軟性と順応力は今までわらわが会った人間の中ではピカ一じゃ！」

　和気あいあいと盛り上がるひとりと一羽に、心なしか目眩を覚えたが、クリフは褒められたありったけの柔軟性と順応力を掻き集めて言葉を絞り出した。

「えーと、一応、泊まり客は俺ひとりになってるから、とりあえずもう少し声のトーンを落として話そうか」

　でないとひとりで会話をしているそれこそ怪しい男になってしまう。

「あい分かった」

　異口同音に唱和して、ふたりはにこにこと返事をする。いや、教授の顔の変化はカラスであるからして読み取れないが、その声は機嫌が悪くはなさそうである。

　サシャと共に旅をしてきたカラス。そして元(？)魔道学士。知恵と飛行スキルがあるのだから、心強い旅の仲間ができたとここは喜ぶところであろう。

　そうだ、曾祖父の冒険譚だって、ゴブリンや妖精の類だって登場してた。多少、作り話と疑ってはいたものの。

　肝心なのは理解しがたい存在を己の中で否定しない事。目の前にある事象の本質を見極める事。

　少なくとも見目形はどうであれ、ふたりの心根に悪質なものは感じられない。ならば何も問題はない。

（いよいよ俺の旅も冒険譚じみてきたなー）

　そう心の整理を付けて、クリフは気持ちを落ち着けるべく、食後のアルコールの追加を頼んでくるとふたりに告げて、階下へと降りていった。






３．山越え






　新たな仲間を得て(それがクリフになるのかカックンになるのかはともかく)、旅は些か賑やかなものとなった。

　峠を越え、河を渡り、平原を抜けて人里を通り過ぎる。

　街や村などの人里は、今まで人目を避けほぼ屋敷に引きこもって生活していたサシャにとって刺激の多い場所ではあったが、やはり人目を気にせず姿を晒せる森や野の方が息はしやすい。

「あれは何じゃ!?」

　とは言え目にするものすべてが新鮮な彼女は、初めて目にした物を片っ端から指差してはクリフや教授に訊ねては嬉しそうに記憶に刻みこんでいた。

「あの花は知っておる。図鑑に載っていた花じゃ。しかし思ったより小さいのう」

「あれが羊か？　わらわをみて鳴いたぞ!?」

「なるほど、収穫した小麦はあのように水車小屋で粉にするのじゃな」

　元々知識だけは豊富にあるから飲み込みは早い。それでもひとつひとつを嬉しそうに理解していく様は若木の成長を見るように微笑ましい。

　その姿はクリフの目から見ても、なかなか清々しかった。

　教授は時折、遠く上空を目指しては辺りに目を配り、様々な情報をクリフに提供してくれる。主に行く先々の天気の具合や道の先にある集落の様子、険しい道の危険個所など、鋭い観察眼で情報を落としてくれた。元魔道士の知恵は伊達ではないらしい。

　その慧けい眼がんぶりを思うと、旅慣れたクリフにとっても彼はとても頼もしい連れとなった。

「もし人に聞かれたら、雛の頃に怪我したのを拾って手なずけたとでも言えば良い。できれば元々お前の連れであるようふるまってくれ」

「それは……サシャを追う実家の手の者の目を逸らす為って意味か？　教授が時々辺りを探ってるのも、追手がいないか確認してるんだろ？」

　クリフの推測に、カラスは黒光りする眼をすっと細める。

　基本的に教授は目立たぬよう、つかず離れずクリフたちの後を飛んでいたが、人里ではぐれぬ為にクリフの肩にとまっていて、村人にぎょっとした顔をされる事もあった。

　が、クリフが教授の作り話を説明してよく慣れているのを示すと、彼の警戒されぬ外見も手伝って人に飼われる変わったカラスとして概ね受け入れられていた。怪我したカラスの雛を助けるなんて、いかにもそれっぽい顔をした青年じゃないか、とか何とか。

「本当におぬしは飲み込みが早いのう。一見ぼーっとしてそうで全くそうは見えんのに」

「ぼーっとは余計だよ」

　どうにもこのカラスはクリフに対して口が悪い。そう思うのは気のせいじゃないだろう。

「すまぬのう、クリフ。わらわの為に世話をかける」

「サシャが気にする必要はないよ。教授の口の悪さを仕込んだのがサシャじゃなければの話だけど」

「カックンは初めて会った頃からこんな感じじゃ！」

「だと思ったよ。だからやっぱりサシャは気にする必要ない。ＯＫ？」

　おどけてみせるクリフの台詞に、サシャはふんわりと安堵の笑みを浮かべる。

「クリフは優しいのう」

「それが俺の長所であり欠点なんだ」

「？」

　しかめつらしく答えるクリフに、サシャはきょとんとした顔をする。

　男にとって「優しい人」という言葉は勲章じゃないんだよなあ、という苦笑を胸に浮かべつつ、サシャの役に立っているわけだからとりあえず良しとしておく。

「次はアルカナ山か。さほど高くはない山の筈じゃががそれなりに装備が必要そうじゃな」

　クリフの手にした地図を覗きこんで、教授が鷹揚にコメントする。

「ああ。グラシーは旅慣れた馬だから険しい道にも強いけど、数日の野宿は必至だな。夏場だから陽は長いと思うけど、教授の餌も一応用意しとこうか？」

　基本的に役に立つカラスだが、当然スペックは鳥のそれなので、昏くらくなると動けないのである。

「餌とはなんじゃ！　どうせ用意するなら久しぶりに鴨のローストオレンジソース添えが食べたいのう」

「無茶言うな！」

「黒トリュフと仔牛パイ包みでもよいぞ？」

「却下だ却下！」

　雑食がデフォルトのカラスのくせに、グルメ嗜好もあったものだ。人間だった頃はもしかして金持ちだったのか？

　とは言え要は遠回しの食事の催促だった。教授と呼ばせるくらいだから、当然プライドは高い。素直に頼むとは言えないらしい。

（そうでなくてもどこか敵視されてる気もするけどな）

　胸中でひとりごちながら、クリフは旅の食糧を確認する。元々サシャは少量で事足りるから、用意というほどの量ではないし、今の時期なら罠を仕掛ければ魚や小動物ぐらいは獲れるだろう。

　あとは多少なりとも標高は上がるわけだから、簡易的な防寒具と火の道具、油とアルコール等々。用心の為に身に着けている剣や小刀類もよく研いでおく。いつどこで狼や熊の類と出くわさないとも限らない。

「アルカナ山を越えて海に向かえば……ようやくバディアックの首都、ワイズか」

　感慨深そうにサシャが呟く。

　今の時点で、旅の目的地は大陸の北東に位置する海辺の街ワイズである。

　そこに住む情報屋のロイドと言う男がかなり見識が広く、『倭国』について知っているらしいとの情報をクリフ達は得ていた。

　どれほどの情報かは定かではないが、上手くすれば倭国へ向かう船を紹介して貰えるかもしれない。そうすれば今度は船旅である。不安と期待に胸が膨らんでいた。

「もし船旅になっても……一緒に行ってくれるかえ？」

　一抹の不安を秘めたサシャの問いに、クリフはあっさり肯いた。

「当然だろ？　途中でやめたら冒険の甲斐がない」

　サシャの笑顔がパッと咲く。大きな船ならカックンとふたり、何とか潜り込めぬではないだろうが、やはり不安は大きい。海の上では何があっても逃げ場がない。フォローできる人間がいるかどうかは大きい。

「その代わり、人目に付いちまったらまた人形の振りだぞ？」

　今まで、人前で姿を見せてしまった時は人形の振りをするのが定番になっていた。クリフの姪っ子へのお土産、という名目である。初めはうっかり人目についてしまった事からの仕し儀ぎであったが、その内、外に出ていたい時は大胆にも堂々と人形の振りをするようになってしまった。

「任せろ！　人形のフリなら誰にも負けぬぞ！」

　腰に手を当てて自慢して見せるサシャに、つくづく大胆なお姫さんだと、クリフは苦笑を漏らす。

「儂もカラスの真似なら得意じゃ」

　にやりと笑う口調でカックンが合いの手を入れた。

「はいはい。たいした師弟コンビだよ。な、グラシー？」

　同意を求められた牝馬は、お義理程度にヒヒーンと嘶いなないた。





◇






「……ええ。例のカラスを連れた男ですが、アルカナ山の麓の村、ファンネルで色々買い込んでました。やはり山越えの可能性が高いかと……」

「とすると、向かってるのはバディアックか、あるいはエルダの都か……」

　クリフ達から数里遅れた道の上で、男達はぼそぼそと話しこんでいる。

「しかしその人形は本当に姫様だったのか？」

「間違いありません。あんな小さな人間がいる筈ない、という思い込みで大抵のやつが人形だと言われたら信じてしまうかもしれませんが…私は閣下のお供でコルトー家にも伺ってますし、あんな精巧な人形がある筈ありません」

「ふーむ…」

「些か危険な道にはなりますが、ティエル渓谷を抜けてマルティダ河を渡れば山脈の東側には先回りできるかと」

　リーダー格の男、ホルストは考え込む顔になる。厄介なのはあのカラスだ。同じカラスかどうか今一つ確信は持てないが、今まで姫を捕まえようとする度、あと一歩というところでカラスに邪魔されてきた。

　カラスと一緒にいる男がどう言う素性かは今、調査中である。が、特に強そうでもないしお人よしそうな顔を見る限り、たまたま連れ合いとなった物好きな旅の者と言った感が強い。力か金で脅せば手強い敵にはならぬだろう。

「よかろう。とにかく無理強いして姫様に傷でもつければ我らの命に関わる。ここは万全を期して確実に包囲網を縮めていくのだ」

「ははっ！」





◇






　ぽつりと一滴を感じた直後に、雨は降り始めた。

　山の天気は変わりやすい。雨の匂いとカックン教授の見立てを信じて、早めに避ける場所を探したのは正解だった。大木の枝の間にクリフのマントを通し、その下に乾いた枯れ葉と枝で火を作る。

　完全に雨を避けられるわけではないが、何もなしに冷え込むよりはマシだった。幸い風はない。

「もうすぐで最後の丘陵を越えられたのにのう……」

　残念そうにサシャは呟いた。念願の街を目の前にして立ち止まらなければいけないのだから、心が先走るのは仕方がない。

「それでも今回の山越えは恵まれた方だぜ？　まあ山って言っても丘に近いものだったし、雨も今日まで降らずに済んだしな」

「そうじゃがのう……」

　それでもサシャは悔しそうだ。よほどワイズへと心が飛んでいるのだろう。

「どっちにしろ、これ以上降ったら教授も飛びづらいだろうし」

「儂わしのせいにするでない！」

　屋根代わりのマントの下、低い枝にとまった教授は、不本意そうに申し立てた。とは言え、雨のせいで陽が翳るのが早くなっているのも事実だった。

「旅に焦りは禁物だよ。今日、早く休んだ分、明日の朝、早めに出ればいいだろ？」

　ふたりを(もしくはひとりと一羽を)宥なだめるべく、クリフは殊更明るくそう言ってお湯を沸かす。

「うむ。すまん、つい気がせいてしもうた」

　火の傍にしゃがみこんで悄然とするサシャの頭を、クリフは指先で撫でる。素直さがこの姫の美徳だった。

「そう言えば改めて聞いてはなかったけど…サシャは大きくなったら叶えたい夢とかあるのか？」

　気を逸らすように話題を変えたクリフだったが、サシャの頬がうっすら紅く染まるのを見て狼狽える。

「聞いちゃいけなかったか？」

「いや、こんなに協力してくれているそなたに、隠し事など不義理はせぬ。…が、聞いても笑わぬと約束してくれるか？」

　あまりに気迫に満ちた真剣な面持ちに、要らぬ質問だったかとクリフは慌てた。

「いや、無理に言う必要はないけど……」

　教授は雨のせいで眠いのか、枝にとまったままうつらうつらし始めていた。

　焚き火の日がぱちぱちと爆ぜ、ふたりの頬を朱く照らしている。

　クリフが淹れたお茶が、鋳鉄製のポットの中で良い香りを立てはじめていた。

　雨に閉じ込められた空気が親密さを伴って促したのか、サシャはぽつぽつと語りだす。

「そうじゃな。こんな風にお茶を淹れてみたい」

「お茶？　これ？」

　あまりに想定外の答えに、不思議そうな顔でクリフは聞き返した。

「ああ。お婆様の部屋に遊びに行くと、いつも訊いて下さった。『サシャ、お茶に付き合ってくれるかえ？』。そうして優雅な仕草でポットにかぐわしいお茶を淹れて下さるのじゃ。わらわは……いつか、お祖母様にお茶を淹れて差し上げたかった」

　大好きな祖母。

　遠い過去に想いを馳せながら、サシャはクリフからお茶の入ったカップを受け取る。

　なるほど、彼女の躰では専用の茶器がなければお茶も淹れられまい。お湯を沸かすのも難しそうである。

「でも本当は……」

　サシャはお茶を一口含んで言い淀む。

「ん？」

　サシャは蚊の鳴くような声で言った。

「その……前にも言ったかもしれないが、…花嫁になりたいのじゃ」

　年相応の娘らしく、恥じらいを含んだ声だった。その初々しい表情に、クリフの鼓動が一瞬小さく跳ねる。

「そう言えば一緒に旅を始めた頃の村で──」

　自分の動揺を押し隠し、クリフは記憶を手繰り寄せる。

　そう言えば偶然立ち会った結婚式の、花嫁たちに見惚れてそんな事を呟いていた。

「覚えておったか。クリフは記憶力がいいのう」

　サシャは照れたようにくすりと笑った。

　この願いは父にも母にも、ましてや友であるカックンにも言ってなかった。

「もちろん他にもたくさんやってみたい事はある。料理や裁縫も面白そうだし、父が商う薬学にも触れてみたい。種を植えて花や木を育てたり、誰かに手紙を書いてやりとりしたり……誰かに手伝って貰わずとも本を読んだりドアを開けられるようになってみたい。でも…一番は、魂が繋がっている相手と出会い、その相手の一番大事な存在になりたいのじゃ」

「……」

　サシャの真摯な願いに、クリフは何も言えなくなる。

「それでもわらわは恵まれていた方じゃ。両親が裕福なおかげで生活の苦労は一切なかったし、こんな私専用に可能な限りの道具もしつらえて頂けたのじゃからな」

　確かに彼女が持っていた旅の衣類や食器などの道具は、人形用の小ささでありながら、どれも精巧にできていた。いわゆる人形用に誂えられたものよりよほど手の込んだ、実用に耐えるものばかりである。

　しかし小さな道具を作るのはそれなりに技術を要するからどんなものでも、という訳にはいかないだろう。普通の大きさの本を読もうとすれば、彼女は体全体でページを捲らねばならぬだろうし、立派なお屋敷のドアであればどんなに力を入れてもひとりで開けることは叶うまい。

　ささやかとさえ言える彼女の願いは、彼女の今までの、ひとには言えぬ孤独を秘めていた。

　花嫁になりたい、という願いも、その孤独から生じているのだろう。

　どれだけ親に愛されていたとしても、それだけでは埋められない孤独がある。生まれた時から無償に与えられる愛と、まったくの他人から求められ恋願う感情は全くの別物なのである。

「普通の大きさの体でもそううまくはいかない、とそなたは言ったな。それでも……大きくなれれば叶う可能性はぐっと大きくなる。そうは思わんか？」

「ああ、そうだな」

　否、とはもはや言えない。むしろ、そんないじらしい願いを何とか叶えてやりたい衝動に駆られる。

「もっとも、大きくなったらカックンの背に乗って飛ぶことは叶わなくなる。それはちと残念じゃがの」

　サシャが舌を見せて笑ったので、クリフも遠慮なく笑い声ををあげた。

「確かに。あれは俺も羨ましい」

　人の身ならばなかなか叶わぬ、鳥の視線で飛べるのである。旅と冒険を望むものには耐えがたい魅力だった。

　本気で言ったクリフの言葉に、サシャは満足そうに目を細める。同情されるのは嫌だった。だから、夢に関しては今まで誰にも言えなかったのだ。けれど、クリフにだけは何故か素直に心を開けるのが不思議だった。

「そろそろ明日に備えて休みなよ。俺も火の番をしたらもうすぐ休むから」

「そうさせてもらうかのう」

　サシャは布団代わりの小さなフェルト袋にその身を潜らせた。雨が降っているのに、心も体も温かく、安らいだ気持ちで眠りに堕ちていった。





◇






　火が消えぬよう目を配りながら、サシャが寝息を立てはじめたのを見て、クリフは小さな溜息をつく。

　こんな雨の日なのに、気持ちが凪いでいるのは久しぶりだった。

　雨の音は、彼女を思い出す。

　正確には、彼女との過ちの日々を。

（ユーディレル……）

　彼女の名を思い浮かべるだけで、まだ苦いものがこみ上げる。

　抜けるような白い肌と、流れる真っ直ぐな黒髪。幼い頃から憧れていた、美しい年上の従姉妹。たおやかで、少女の頃から静かな笑みを絶やさぬ人だった。

　彼女が最高に輝いていたのは結婚式の笑顔だ。家同士で定められていた、クリフの兄との結婚式。

　分かり切っていた結婚に、胸はどうしようもなく痛んだが、彼女もずっと兄との結婚を夢見ていたのを知っていたから祝福した。そうするしかないと思ってた。

　しかし彼女と兄の結婚生活は、幸福に満ちた、とは言い難いものだった。兄にとって妻は調度のようにそこにあるべきものでしかなく、仕事の多忙さがふたりの間に隙間を作る。生真面目で有能な兄は、その分仕事一筋で、彼女が望む優しさを理解できなかった。

　少しずつ翳りを帯びる彼女の笑顔に、クリフは何度憤りを覚えたかしれない。

（もっと優しくしてやれよ。一言でいいんだ。元気か、とか変わりはないかとかそんなんで……）

（用事があれば本人が告げるべきだろう。子供でもあるまいし、こちらから聞く必要はあるまい）

（そういう事を言ってるんじゃ…）

（私は忙しいんだ。彼女に優しさが必要だと言うのなら、そう思うお前が与えてやれ）

　兄の言葉が信じられなかった。こんなにも美しいものを手に入れておきながら、どうして大切にしようとしないのだろう。

（ごめんなさい心配かけて。大丈夫よ。私は大丈夫だから──）

　そう言いながら寂しげに微笑んだ彼女を、思わず抱きしめずにはいられなかった。

　兄の愛が得られず、壊れそうな彼女を放っておけなかった。

　同じ屋敷の中に住んでいて、雨の日に忍んできたのは彼女の方だった。

（雨がひどいから、あの人、今日は帰らないって……）

　商談先に泊めてもらうらしい。虚ろな瞳で笑う彼女を、拒否できなかった。

　それでも。雨が降り、いつしか兄が不在の度に体を重ねても、彼女は満たされぬままだった。当たり前だ。本当に求めていたのはクリフではなかったのだから。

（義姉さん、俺は……）

（ごめんなさい、クリフ。私──）

　ベッドの上で繰り返された、彼女の唇が紡ぐ謝罪の言葉。それは睦言からは程遠いものだった。

　やがて、兄が出先で暴漢に襲われる、というささいなきっかけを元に夫婦の仲は急激に変化し、クリフは家を出た。甲斐甲斐しく夫を介護する妻に、兄も少しは考えを改めたらしい。義姉は新しい命を宿し、それはクリフの子では有り得なかった。

　ふたりの距離が縮まるのを感じ、自分がいてはいけないと判断する。それ以上に彼女を忘れたかった。

　兄と義姉がその後どうなったのか、クリフは知らない。彼らが互いに運命の相手であったかどうかも。

（運命の相手か──）

　サシャが望む夢の言葉を、クリフは苦味をもって噛み締める。

　もしそんな運命の糸が小指に絡まっているのだとしたら…自分もいつかは会えるのだろうか。

　会えるとしたらどうやって……？

　目の前で眠るサシャの安らかな寝顔に、なぜか慰められるような心地を覚えて、パチパチと薪が爆ぜる音を聞きながらクリフはずっと彼女の寝顔を眺めていたのだった。






４．情報屋






　山を下ってから街への距離は数日だった。

　あまり標高が高くないとはいえ、裾野がなだらかに広がっている山をいくつか越えると植生も変わり、見慣れぬ美しい風景が広がっていた。温暖湿潤な気候特有の緑濃い樹木や原色に近い花々が道々に溢れ、街道沿いにぽつぽつと見える石造りの民家も山を越える前よりは意匠が異なって異国情緒に溢れている。

　アルカナ山から南東にあるバディアックは、風光明媚な地としても知られており、諸外国の王侯貴族などの別宅も多く点在する土地柄だった。

　さわさわと篠しの突つく雨が降り続けたので、サシャは道中クリフのマントの中へ入ってじっとしていた。

　グラシーは安定した足取りで、クリフが御ぎょした先へと歩いて行く。

　教授は少しずつ先へ飛んでは、大樹を見つけて雨宿りしていた。

　皆、第一の目的地が近づいたので、少し無口になっている。

　そんなふたりと一羽に対して、バディアックの首都でもあり海辺の城下町、ワイズはおおいに賑わっていた。元々港町であり、船も陸路も人の往来が多い。街に入った日は雨も止んでいたので、人々は悪天候で燻っていたものを発散させようと更に陽気になっているようだった。

　クリフは街の入り口の警けい邏ら所で道を尋ねると、まずは宿を見つけて馬を預け、大まかな見当をつけて目的の店を探す。

　その店は、大通りからひとつ中に入った、目立たぬ場所にあった。看板には居酒屋と分かるように酒樽の絵がひとつ。入り口が狭く、奥へと細くのびている店のようだ。

　クリフが入り口の扉を開けると、扉の上部に付けてあったカウベルがカランと大きな音を立てた。

　まだ昼間なのにもかかわらず、窓の少ない店内は薄暗い。

「まだ開店前なんだがな」

　看板と同じ酒樽のような体躯の中年男が、奥にあるカウンターの中からだみ声を上げた。どうやらこの店の主あるじらしい。

「悪いな。ここにロイドって男がいると聞いたんだが」

　クリフは落ち着いた声で訊ねる。マントの中で、クリフの左腕に抱かれたサシャの体が少し硬くなった。

「あの酔っ払い親父に何の用だい？」

　店主は探るような目をクリフに向けた。そう簡単には会えない男なのかもしれない。

「ちょっと訊きたい事があってね。……エーレンフリートの身内って言ったら会わせて貰えるのかな」

　さりげなく出した名前に、店主はクリフの顔をまじまじと見詰める。

「何か……身内だと分かる物はあるのか？」

　どうやら知らぬ名でもないらしい。倭国等、外洋に詳しいという情報屋ロイドとやらはこの店の居候という話だったが、そんな男を住まわせているくらいだからこの店主もそれなりに情報に通じているのだろう。

「一応、ね。でもロイド本人にしか見せる気はないな」

　曾祖父の名前を出したのは奥の手だった。

（だが使う時は相手を選べよ）

　そう念を押される程度には、曾祖父には敵も多かった、らしい。顔の広い冒険家の名前は、クリフにとっても両刃の剣だったわけだ。しかしここは出し惜しみをする場合ではないだろう。

　店主は落ち着いた態度のクリフに度胸を感じたのか、口の端を上げて店の奥を指差す。

「……ＯＫ。あの階段を上って二つ目の部屋にいるよ。生きてるかどうかは分からんがな」

　店主は両手をクリフに向けると、歯を剥いてにやりと笑った。

　クリフも軽く右手を振って笑い返し、二階へと向かう。

　件の部屋の扉は開いていた。

「エーレンフリートの身内だって？　今更そんな奴に逢えるとはなあ。奴はとうにくたばったと思ったが」

　さして広くもない部屋で、カウチに寝そべって酒瓶を傾けていた初老の男は、クリフの姿を見て愉快そうに笑う。どうやら店主とのやりとりを聞いていたらしい。大して大きな声では話していないから、通気口等を使った盗聴の仕掛けでもあるのかもしれない。

　体格的には大して大きくはないが、箒を逆さにしたような逆立った髪と、眼帯で右目を覆った隻眼隻腕の異形の男だった。酒焼けした赤銅色の肌は、それでも過去に乗り越えてきた荒波を語るように筋肉で固く引き締まっている。

「あんたの言う通り、十年ほど前にこの世に別れを告げたよ。ちょうど百歳の蝋燭を吹き消した途端にぽっくりさ」

　事実である。クリフにお守りだと言って形見の品を渡すと、気が済んだように息を引き取った。

「エーレンらしい！　あんな男に来られちゃ、今頃天国も大騒ぎだろうよ。まあネタには事欠かん男だったからな」

　男の哄笑がその部屋に響いた。

「扉を閉めて適当に腰かけな」

　クリフはカウチと卓を挟んで反対側の、古ぼけた木の椅子に腰かけた。サシャもマントの中で、さりげなく彼の膝に腰を下ろす。迂闊に姿を見せるわけにはいかない。

　クリフはできれば自分ひとりで行った方が安全だと言ったのだが、大事な情報を目の前に、宿で大人しく留守番などしていられるサシャではなかった。教授は少し長旅の疲れが出たらしい。宿に残ると言っていた。

「なるほど、身内と言うのは嘘じゃないらしい。孫かなんかか？　奴の面影がある」

　ロイドはひとつしかない目を眇すがめてクリフを眺めた。

「そんなところだ。でも今日来たのはじいさんにはあまり関係ない。あんた、『倭国』を知らないか？」

「『倭国』？」

　ロイドの声が面白そうに、少し弾んだものになった。おもちゃを目の前にした子供の目だ。

「その国にあると言われている魔術具を探している。もし知らなければ『倭国』への行き方でも構わない」

　サシャがクリフのマントの中で、彼の腕をぎゅっと掴んだ。ロイドは穴が開きそうな目でクリフをまじまじと見詰めてくる。

「お前……本当にエーレンの身内か？」

「どう言う意味だ？」

「証になるものがあれば出せってこった」

　口角を上げながら、それでもロイドの目が笑っていないのを見て取って、クリフは首にぶら下げていた鎖を引っ張り出す。その先に、小さな銀細工のアイテムがぶら下がっていた。

「これでどうだ？」

　それは曾祖父が死ぬ間際にクリフに渡したもので、くれぐれも簡単に人に見せるなと言い含められていた代物である。あまり磨きもしないから銀は少々黒ずんでいた。

　宗教アイテムだろうか。変形の十字に組まれたそれは横の円柱がやや太く、縦棒は上下の先が三つ又に分かれていて、いかにも異国染みた装飾が表面に彫られていた。

　ロイドはクリフがぶら下げたそれをまじまじと見やると、「まあいいか」と素っ気なく呟いた。

「エレンの身内にしては情報が甘いようだが……知らなかったのか？　あの国はもうこの世に存在せんぞ？」

「え……！」

「何じゃと!?」

　クリフと同時に声を上げながら、突然、懐からサシャが飛び出してきた。

「サシャ！」

　クリフは思わず怒鳴りつける。が、ロイドの方が一枚上手だった。どうやら情報屋というのは伊達じゃないらしい。

「ほほう、あんたかね。コルトー家の家出中の姫君は」

「そら見ろ、ばれたじゃないか」

　思わず理性のタガが外れた。

「そんな事を申したって……！」

　サシャも動揺が先だってつい言い返してしまう。

　子供のケンカのように言い合うふたりを見て、ロイドは爆笑する。

「なるほど、見事な小さ人だな。この目で見られるとは思わんかったが……倭国探しはこの姫さんのためか」

「失礼を申すな！　探しているのはわらわじゃ！　クリフは御供じゃ！」

　物おじせずきっぱりと言い切るサシャを見て、更にロイドは吹きだした。

「わはは！　噂と違って生きのいい姫君だな！　だがコルトーに頼まれたのか、モウル家の連中が血眼になって探してるぞ。こんなにあっさり姿を現すのは感心せんな」

　サシャの外聞は病弱な深窓の姫君である。しかも体の大きさについては伏せてあるのだから、この男の情報網もかなり確かなものだと言える。

「どうせあんたにばれたんだから、時間の問題だろ」

　クリフはうんざりした顔になった。情報屋は金次第で誰にでも転ぶのが常だ。

「安心しろ。俺からは漏らさんよ。威勢のいい女は結構好みだからな」

　下卑た笑いが更にクリフを脱力させた。正直、この手の裏稼業の男はどこまで信用できたものか不明である。

「それより！　もう存在しないと言うたな？」

　真剣な表情で、サシャはそんなクリフに構わずの彼の膝から酒瓶が並ぶ卓の上に飛び乗りロイドに詰め寄った。

「ああ。あの国は徹底的な鎖国をしていてな。自国で磨かれた独特な魔術体系を決して外に出そうとはしなかった。ある日、溜まりに溜まった魔術エネルギーが暴走して、一夜にして島が丸ごと海に沈んだってぇこった」

　サシャの顔は青ざめ、肩が小さく震えている。

「魔術具は？　俺達が探しているのはそっちなんだ。そういうのは島の外に出ていた可能性は？」

　クリフが後を追うように訊ねた

「ない、だろうな。本当に閉鎖的な島だったから、そうそう人も道具も外に出ている可能性は少ない。諸もろ共とも海に沈んだと思った方がいい」

　ロイドの部屋に重苦しい沈黙が満ちる。

「じゃあ、倭国でなくてもいい。こいつが大きくなれるような方法を何か知らないか？」

　重ねてクリフが訊ねる。この際、有用な情報は全て聞いておかねば。

「おいおい、畑違いだろう。そういうのは魔道士とか科学者の専門分野だ。情報屋には荷が重すぎらあ。確かに倭国の知識と技術ならそれくらいできたかもしれんがな」

　サシャは無言だった。それが彼女の痛いほどの失望を示していた。

「役に立てんかったようだな」

　抑揚のないしわがれた声が言った。

「……いや。また何かあったらよろしく頼む」

　今後の方針はともかく、この男が有数の情報屋なのは間違いない。縁を繋いでおいても無駄にはなるまい。

　クリフは卓上のサシャをそっと抱き上げると、懐に用意してあった金貨の袋を渡す。その膨らみを見てロイドは左の眉を上げた。

「すこし多いようだが」

　相場の倍はある。

「口止め料もこみだ」

　抜かりなくクリフは言った。いずれ漏らされるにせよ、多少の時間稼ぎにはなるだろう。

「ふ……ん。じゃあ、ここからはサービスオプションだ。モウル侯爵が既にこの街に来ているらしい。せいぜいその姫さんが見つからんように気を付けるんだな」

「サンキュ。あんたがそう言うのなら気を付けよう」

　サシャをマントの中に隠し、クリフはロイドの部屋を出ていこうとする。その背中にぶつけるようにロイドの声が響いた。

「独り言のつもりで聞いてくれ。倭国を目指した物好きも皆無ではない。あるいはその筋を探せば──」

　クリフは足を止めてロイドを振り返る。役に立つ情報かは不明だが、厚意は有り難い。恐らく海千山千の情報屋の背を押したのは、クリフ自身がそうだったように、サシャの無謀な勇気だろう。

　そのサシャ自身はずっと押し黙ったままだった。

「ありがとう」

　だから彼女の代わりに礼を言って、クリフはその酒場を後にした。
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　宿に戻ると教授の姿はなかった。

　また、追手がないか様子を見に行っているのかもしれない。

　クリフはサシャをベッドの上に下ろすと心配そうに彼女の様子を窺った。

　そんなクリフを見て、サシャは無理に笑顔を作る。

「そんな顔をするでない。まだ望みが絶たれた訳ではないのじゃ。また他の方法を探せばよい」

　強がっているのがありありと分かる笑顔だった。

　元々屋敷からさえあまり出られなかった彼女が、倭国と言う希望だけでカラスだけを共に旅だったのである。それだけでも同じ年頃の普通の少女にはない勇気を、どれだけ振り絞ったのか計り知れない。

　その望みが絶たれたのだ。辛くない筈がない。

「その……、疲れているだろうが市場で果物か何か買ってきてくれぬか。わらわは少し喉が渇いた」

　彼女が何かをねだるのは初めてだった。一応路銀の足しになるような金の粒や宝石類を持ってはいたが、クリフと出会ってからは道中彼の財布が路銀となっている。

　もっともサシャにかかるお金なんてないに等しいので、クリフはそれを当たり前のようにしていた。そもそもサシャが誰か人間相手に路銀を使う場面は有り得ないのである。

　そんなサシャがこんな頼みごとを口にするのは、暗にひとりになりたいと言う意思表示だと気付かぬクリフではない。

　彼は「わかった」と言ってそのまま宿の部屋から出ていく。

　扉を閉めた途端、小さく、嗚咽を漏らす声が聞こえた。ロイドの部屋にいたあたりから、ずっと我慢していたのだろう。

　クリフは音を立てないように壁に凭れて溜息を吐く。

　これからどうするべきだろう。

　もちろん今まで通り旅を続けることは可能だが、それがサシャにとって最善だろうか。あるいはコルトーの家に届けた方が良いのではないだろうか。

　少なくともサシャの両親はサシャを大事にしている。娘がどうしてもと言えば結婚を無理強いしたりはしないだろう。

　しかしそれも両親が生きている間に限られてしまうかもしれない。

　彼女の両親も決して若くはないらしい。

　それならいい相手を見つけて──。

（ダメだ、そんなの！）

　不意に湧きあがった自分の中の衝動に驚く。サシャの隣に並ぶ若い男を想像しただけで、激しい拒否感が生まれた。

　サシャは美しい少女だ。たとえ体は小さくとも、勇気も知恵も充分にある。そして純粋な優しさと孤独を知っている。

　守りたい。そしてずっと彼女と一緒にいたい。

　そんな想いがクリフの中にいつの間にか深く満ちていた。

　彼は意を決して、あるものを探しに市場へと向かった。
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　ベッドに突っ伏してひとしきり泣いた後、サシャは深い虚脱感に襲われる。

　クリフにはああ言ったものの、これからどうすればよいのだろう。家に帰りたくはなかった。自分はまだ何も成し遂げていない。とは言え、今後の当ては全くと言って良いほどなかった。

　けれど──。

　これ以上、クリフに迷惑はかけられないだろう。

　旅のお供、という名目を自ら買って出てくれたクリフは、とても有り難い存在だった。教授と目的地まで何とか旅する覚悟はしていたものの、実際、クリフがいなかったらこのワイズまで来られたかどうか。

　好奇心旺盛でお人好しで旅慣れたクリフ。

　彼との旅は楽しかった。彼はサシャの知らない世界をたくさん知っていて、サシャ自身をあるがままに受け入れてくれた貴重な人間だった。彼と別れると思うとものすごく寂しい。けれどサシャの旅がいつ終わるかは分からないのだ。いつかはサシャが重荷になるかもしれない。もっとひとりで自由に動きたいと思う時だってあるだろう。

　それに……今は行く当ても帰る場所もないと言っていたが、いつか彼に相応しい誰かと出会うかもしれない。彼と同じような大きさの、自分には決してできない、お茶を淹れたり料理や裁縫ができる女性と。

　そうなった時、彼を困らせたくはなかった。申し訳なさそうに別れを告げられるのが怖かった。それなら今の内に自分から離れた方がいい。

　そう思うのに、何故かまた目頭が熱くなった。

「ふ……っ」

　ベッドの上で蹲る。

　ギーッと少し軋んだ音を立てて、部屋の扉が開いたのはその時だった。

「……クリフ？」
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　市場は賑わっている。

　果物屋には瑞々しい果物がたくさん並んでいて、クリフはいくつか味見をさせて貰ってから、見慣れたオレンジと見慣れぬピンクのマンゴーを買った。

　この果実の甘さが少しでも彼女の慰めになるとよいのだが。

　そのほかに夕食用のパンや惣菜を少し多めに買い、最後に布地が並ぶ界隈を回った。目当てのものはほどなく見つかる。店番をしていた少女から目的の品を購い、クリフは宿に戻った。

　途中で教授を見つけて同行する。教授はクリフの肩に止まって、潜めた声を出した。

「やや、これは美味そうなペストリーとプレッツェルじゃのう」

「宿に着くまで待てよ。あんたの分もあるから」

「揚げた魚の匂いもするぞ」

「だから宿まで待てってば。……それより聞かないのか？」

　肩に止まった漆黒のカラスに、クリフはさりげなく水を向ける。

「情報屋に会ったんだったか」

「ああ」

「年越し祭りにキャンディステッキが当たった子供のような顔ではないな」

　平静を装っているものの、どこか落胆がにじみ出ているらしい。まだまだ修行が足りないと、クリフは自嘲の笑みを浮かべる。そんな彼の態度をどう思ったのか、教授は更に声を低くした。

「一度……家に帰した方がよいかもしれんな」

「でもそうしたらサシャは……！」

「コルトーは娘を本当に愛しておる。溺愛しておるといってもいいくらいじゃ。泣いて嫌がれば無理に結婚させたりはせんじゃろう」

　クリフは答えられなかった。教授の言葉はそのままそっくりクリフの推測でもある。しかし……。

　路地をいくつか曲がって宿の前に着く。

　教授は入り口から入るわけにはいかないので、クリフの肩から飛び立って部屋の窓へと向かう。

　クリフが重い足取りで部屋に入ると、そこにサシャの気配がない。

「サシャ……？」

　窓から教授を迎え入れ、きょろきょろと室内を探す。さして広い部屋ではない。

「クリフ！」

　教授の呼び声に、クリフは床に落ちていた小さな紙片を見つける。

「これ……」

　拾い上げると、その紙には虫眼鏡が必要になりそうな小さな字で、書き置きが残されていた。

『故ゆえあって故く郷にに帰ります。道行きは心配しないでください。今までありがとう。サシャ』

　クリフと教授は顔を見合わせる。故？　どういう事だ？

　今回の結果が彼女の心に失望をもたらしたにしても、行動が急すぎるだろう。元々思い立ったら即実行のきらいはあったし、顔を合わせづらくて、とも考えられるが、一緒に旅だった教授にまで無断でというのはサシャらしくない。多少強引で尊大な態度をとっても、基本的には誠実な少女だった。

「とりあえず探してくる！」

　買ってきた荷物を部屋にあったテーブルに放り投げ、クリフは宿を飛び出した。教授もそのつもりらしく、窓から上空へと飛んでいく。

（あのバカ、どこに行った？）

　焦る気持ちを募らせながら、クリフはきょろきょろと辺りに目を配る。

　そんな彼の前に、ひとりの少年が小走りで駆けてきた。

「あの、クリフさんですよね？」

　まだ十をいくつか超えたばかりの、砂色の髪をした可愛い少年である。ざっくりとした麻のシャツに短いズボンといった軽装は、いかにもその辺にいる街住まいのたたずまいだったが、どこか品が良く、変声期もまだらしい高めの声を聴けば女の子にも見えそうな容貌だった。

「あ？　君は？」

「初めまして。ロイドの使いで来ました。エルと呼んでください。あなたを案内するよう言われてます」

「案内？　悪いが今それどころじゃないんだ」

　気が急いているクリフに、少年は落ち着いた声で言った。

「探しものはそこにいるから、と」

　探し物？　さっきの今で魔術具を見つけたわけではあるまい。何故なら少年は探し物が「ある」ではなく「いる」と言ったのだ。即ち──。

「サシャの居所を知ってるのか？」

　少年はにっこり笑ってクリフの腕を取った。

「馬をお持ちですよね」

「ああ。遠いのか？」

　サシャがどんな手段を用いたとしても、宿を去ってからさほど時間は経ってない筈だが。

「歩いても行けるけど、城壁の外になります。今からなら馬の方が便利だと思います」

　あと一時間もすれば陽が傾き始める。

　教授に知らせる暇はなかった。彼もサシャを探しているのだから、うまくすれば途中で落ち合えるだろう。

「分かった。連れてってくれ」






５．別宅にて






「長い旅生活でお疲れもございましょう。湯浴みや着替えなどすべて準備は整えてございます。どうぞご遠慮なく何なりとお申し付けください」

　アンナと名乗った侍女の、一分の隙もない物腰の柔らかな丁寧な扱いに、サシャは溜息が出そうになるのを必死で飲みこんだ。侍女と言ってもかなり若く見える。まだ二十代だろう。しかし眼鏡をかけ、細身の体を濃紺のドレスで包んだその押し出しは、威厳を醸し出していて充分上級女官だと伺えた。自分の主の意向を尊重し、あくまで客ゲストに不快な思いをさせる事無く、思う通りの方向へ誘導できる頭スキルがある、と言う事だ。

　レダの屋敷にも、サシャの我が儘や芝居を察知して抜かりなく動ける侍女や侍従が何人かいたので良く分かる。

「それより……連れのものと連絡が取りたい。突然いなくなっては心配している筈じゃ」

　サシャは低めの声で申し出た。

　一応簡単な書き置きは残してきたが、あれでクリフ達が納得するとは思えない。しかし詳しく書くには状況が複雑で時間もなかった。後で改めて使いをやるからと、半ば強引に連れてこられたのだ。

「その件に尽きましては、ヨーナス様が抜かりなく整えてるとの由にございます。御心配には及びません。尚ヨーナス様が、姫に御異存がなければ正餐をご一緒していただきたいと仰っていますので、その準備も万端に整えてございますが」

　呑みこむ溜息の塊が大きくなった。

　遠回しの拒否と強要。やはり逃げるべきだったかと歯ぎしりしたくなる。

　宿にひとりでいた時、人目を忍ぶように部屋に現れたのは、折り目正しいモウル侯爵の家臣だった。中肉中背の中年男である。

　いつもなら素早く身を隠すところが、一歩遅れたのはやはり色々と動転していたからかもしれない。

　男は部屋のドアを静かに閉めると、真っ直ぐサシャに向かって、膝を床について深く低頭の形をとった。

「モウル侯爵の使いで参りました。モウル家が家臣、アルザードと申します。サシャ姫にはぜひともお渡ししたいものがあり、郊外にある別荘にて主あるじがお待ち申しております。どうか御同道を願います」

　男からすれば人形サイズのサシャである。無理矢理抱いて連れていこうと思えば簡単にできたのだ。それをせず、礼節に則った姿に、サシャはつい逃げそびれてしまった。

「渡したいものとは？」

「御母堂君から火急の手紙を預かっていると」

「母上から？　何故モウル侯爵に？」

　いくら見合いをしたからと言っても、元々親しい間柄ではない筈だ。

「御母堂君はサシャ姫の不在から心労で床に伏せっているとか。見かねて姫様の探索にあたった閣下に、御母堂君も心を打たれたのでしょう、姫を見つけ出したら直々にお渡しするように、と手紙をお預かりしたそうです」

　有り得ない話ではない。むしろその財も人脈もありながら、コルトー家自体が静観している方が異様とも言える。

「……手紙の内容は？」

「そこまでは僭越ながら」

　当然だろう。

「急ぎ、なのじゃな？」

　サシャは念を押す。

「お疑いのようでしたら、これをお見せせよと」

　男は懐からコルトー家の家紋の入ったペンダントを出した。

　真ん中にルビーを埋め込んだそれは、コルトー家のものとしてはさほど高価ではないが、確かに母の持ち物である。

　母の不調はサシャの動揺に更に追い打ちをかけた。

　覚悟はしていたつもりだった。母は優しくも繊細な性質で、いつもサシャの健康と安全を心配する、線の細いひとだった。サシャがくしゃみひとつしただけでベッドに入れられた事も多々ある。

　だから今回のサシャの家出は母にとって精神的ショックが大きいだろうと予測はしていた。

　が、実際に倒れたと聞くと矢も楯もたまらなくなる。

　クリフか教授の帰りを待ってから、とも思ったのだが、事情を話せばまた自分が泣いてしまいそうな気がした。そんな脆くなった自分を、誰よりクリフには見せたくないと思ってしまう。

　だから簡単な書き置きをおいてアルザードについて来てしまったのは、やはり判断が鈍ってしまっていたと後悔する元となっていた。

　果たしてモウル家の別荘に着いても侯爵にはすぐに逢えず、通された客間で、こうして家令兼侍女と名乗る女と問答する羽目になっている。

「母からの急ぎの手紙を預かってると言わなかったか。だからわらわは大人しくついてきたのだが」

「その件も正餐の際にヨーナス様に直接お尋ねください」

　そよぐ柳に話しかけるようなその手ごたえのなさに、サシャは諦める。とにかく侯爵に会うしかないだろう。

「正餐に伺う。準備を手伝って貰おうか」

「心得ました」
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　古くからモウル家の家令頭を務める家系の末裔、アンナ・ベリーシュートが、その小さな姫君を初めて目の当たりにして、驚かなかったと言えば嘘になる。

（本当に……生きている人形そのものだった）

　白磁の肌と艶やかな髪。精巧に作られた美しい顔立ちと、宝石を埋め込んだような瞳。そして容易く抱き上げられそうなその大きさ。予め聞いてはいたものの、想像以上で幻想的な美しさである。

　姫君然とした威厳が、一層サシャを神秘的な存在に見せていた。サシャと対面した時、アンナは立場上平静を装っていたが、眼前の少女とはまた違った意味の溜息を呑みこんでいた。

　本国レダの、モウル家の屋敷ではアンナの父が実際に家令頭を務めており、体の弱かったヨーナスの母の代わりにアンナの母が乳母だった経緯もあって、ふたりは乳兄妹として育っていた。

　だから当然彼の趣味も知っている。

　口外無用の彼の趣味の部屋の、管理責任者はアンナでもあった。

　毎日部屋の空気を入れ替え、人形たちの埃を払い、陽光による変色を避けながら常にヨーナスがくつろげる状態を維持するのは、彼女の大事な役目である。だからこそ、ヨーナスが人形たちを溺愛するようにこの小さな姫君に執着する理由は痛いほど分かるつもりだ。

　なるほど、あの姫君なら主君にとっては理想の妻となるだろう。

　もっとも彼女にモウル家の跡継ぎは望めないだろうが。

（けれどそれでヨーナス様がお幸せになれるのならば……）

　アンナは胸の裡うちにひっそりと生ずる痛みに気付かぬふりをする。

　いくら普通の家臣より近しい間柄であったとしても、男女としてどうこうなどと大それたことは考えていない。彼にとって、自分はどこまでも忠実な召使い兼、妹みたいなものだと言う事実もよく分かっている。どちらにしろ主君と家臣では結ばれる筈もない。

　昔からヨーナスは家族愛には恵まれぬ少年だった。父である前侯爵は女にょ色しょく家かで家庭を顧みる意思は全くなかったし、母親もそんな父親に愛想を尽かして、嫡子を産めば自分の役割は終わったとばかりにまだ幼い息子をおいて屋敷を出ていってしまっていた。

　まだ身分の違いを理解しきれぬ幼い頃、アンナはヨーナスをひとりにさせない為にずっと後をついて回っていたものだった。ヨーナスもそんなアンナをうるさそうに扱うふりをしながら、何かと相手をしてくれていた。

　寂しい少年だったのだ。

　それを不憫だと思うのは家臣として不遜な行為だろう。ヨーナスがどれだけプライドの高い人間であるかも理解している。

　そんな彼が、母親が気まぐれに集め、残していった美しい人形たちに、どんな風に傾倒していったかは定かではないが。

　幸い、あの姫君の実家はレダ有数の資産家でもある。決して釣り合わぬ間柄ではない。

　何より、彼の孤独を埋めてくれるなら。

　その為なら、自分はどんな事でもできると、アンナはそう信じていた。
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「ここか？」

　バディアックの城下町を出て、王侯貴族たちの別荘地である地所の一角に辿りついたクリフは、自らをエルと名乗った少年に確認をとる。

「はい。数日前までは管理人しかいなかったのが、急に慌ただしく使用人たちが現れて一足遅れでモウル侯爵も到着しました。そしてクリフさんが市場をうろついている間に宿のあなたの部屋に入った奴らも、何やら大きなかごを抱えて、先程馬車で到着しています」

　そこを目撃してたんなら俺が宿に戻るまで足止めしておいてほしかった、とクリフは思ったがさすがに言えない。恐らくは見張りだけをロイドに頼まれていたのだろうこの少年に、そこまで望むのはお門違いだろう。

　召し使いが先に入ったのは、主君が滞在するのにふさわしい準備をするためだ。かなりプライベートな別荘らしくさほど大きくはないが、それでも充分凝った意匠なのは見て取れる。恐らくは吹き抜けだろう中央にあるエントランスから左右に両翼が伸び、いくつもの部屋の窓が並んでいた。一部塔になった部分は四階建てくらいだろうか。

「どうします？」

　エルはクリフを見上げて言った。

「ん～～……」

　クリフは思案顔になる。この屋敷の主が、サシャの話していたヒキガエルだとしたら、正面から行って彼女と素直に会わせてくれるだろうか。そもそも書き置きがあるくらいだから、無理やり連れ去られたとは限らない。むしろ、自分の意志で着いていった可能性もある。

　また雨になるのか、少し日暮れが早い。今から教授と繋ぎをとるのは難しいだろう。

　さすがにロイドやこの少年も、連れにカラスがいるのは知っているかもしれないが、喋る元魔道士だとは知るまい。……たぶん。

「屋敷の中に何人くらいいるかは分かるのか？」

「そう多くはない筈です。下働きは管理人が手配した地元の人間だけみたいで、それが三、四人。侍女のような若い女性がひとり。あと護衛らしい男達が五人、てとこですね」

「そう多くはないな」

　大勢で移動しようとすれば手間も時間もその人数分だけかかる。侯爵のバディアック入りはあくまでサシャ捜索目的のおしのび、なのだろう。

　もし話し合いの余地がなく実力行使になったとしても、下働きや侍女は戦力外とすると、厄介なのは護衛たちくらいだ。

「とりあえず、正面から行ってみるか」
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　自分ですると言ったものの聞いて貰えず、アンナと名乗った侍女に湯浴みを手伝われた。

　サシャの為に用意されたらしい部屋ゲストルームの続き部屋には、磨かれた大きな樫のテーブルが置かれ、その上に急ぎあつらえたらしい浴槽やリネン類、鏡台やスツール、衣装箱まで一通り整然と並べられている。広い部屋のテーブルの上に小さな調度類が乗った様は、どこか子供部屋のようでもあった。

　あまり人目につかないようにと言う配慮か、サシャの前に現れるのはアンナだけだった。

　丁寧に洗われた髪を清潔なリネンで拭われ、その上で美しく結い上げられる。アンナはまるでサシャのサイズに慣れているかのように、器用に世話をしてくれる。

　しかし用意されていた衣装箱の中のドレスを見て、サシャは絶句する。サシャのからだにぴったり合いそうに見えるそのドレスは、レースやフリルがふんだんに使われ過ぎていた。

　サシャとてレダに帰れば豪勢なドレスは持ち合わせていたが、なんというか、そのドレスは文字通り人形が着るもののように実用性に欠けて見える。身に着けたらサシャはフリルに埋もれそうである。

（さりとて用意して頂いた物にケチを付ける訳にいかん、か……？）

　サシャの額に冷や汗がたらりと流れた。

　あまり親しくしたくはないとは言え貴族の正餐に招かれているのだ。当然、旅の姿でとはいかないだろう。寧ろ、用意されたものを身に着けないのは、この場合失礼に当たるかもしれない。好きで招かれた訳ではないとはいえ、母からの手紙を預かって貰っている以上、そうそう我が儘も言えなかった。

「お気に召さなければ他にも用意がありますが」

　アンナは抑揚のない声でそう言うと、傍らにあった布張りの衣装箱から何着かのドレスを出して、サシャの前に広げて見せる。どれもこれも最高級の布地に、やはり贅を凝らしたレースや美しいビーズ、器用に造られたコサージュやリボンがふんだんに縫い付けられていた。布地自体にもピンクや黄色、薄いブルーといった淡い色を基調に、細かい花柄やベリーをあしらった蔦模様等が散っている。

「………」

　サシャはローブを身にまとったまま、うんざりしそうになるのをぐっとこらえる。本来活発なサシャの好みは、もっとシンプルで動きやすいものだ。もっともドレスなんて多かれ少なかれ動きを制限するものだが。それにしたって、侯爵が用意してくれたドレスは、サイズこそサシャにぴったり合っていそうなものの、正直幼い少女向けのデザインではと思わぬでもない。

「この…青いの、で」

　辛うじて比較的装飾の少なめなドレスを選んで着付けて貰った。鏡を前に、似合わなくもないのが少し悲しい。

　愛らしいドレスに埋もれて消沈していると、サシャの部屋の扉がノックされた。

　扉の前に立てた衝立を回って、アンナは扉を細く開ける。

「クリフと名乗る男が…」

　小声だったのにもかかわらず、サシャの耳は敏感にその使用人の言葉をキャッチした。

「クリフが来ておるのか!?」

　アンナはぎょっとした顔をすると、慌てて扉をしめてサシャの前に戻ってくる。

「あの、姫様……」

「クリフ、と聞こえた。友人の名じゃ。ここに来ているのか？」

「いえ、あの…はい」

　アンナにとっても予想外の出来事だったらしい。声に動揺が滲んでいる。

「あの、ヨーナス様にどうするか聞いて参ります」

「あ、うん…」

　勿論、ここはモウル家の屋敷なので、招かれざる客は断る権利がある。けれど……。

「でも、わらわの友人なのじゃ。通してはいただけぬかの」

「それは……」

「よいではないか」

　不意に扉をあけて、ヨーナスその人が現れた。

「姫が世話になっていた方なのだろう？　もちろん歓待させていただきましょう」

　額にかかった黒い巻き毛を優雅にかきあげて、ヨーナスは快諾した。

「でも、旦那様」

「よい、アンナ。どうせならその…クリフと言ったかな？　彼も正餐に招かせて頂こう。少し早いが……かまうまい？」

「……わかりました。ではそのように」

　アンナは要領を得ない顔をしながらも、主の命ならばと慌てて出ていった。

「ご無沙汰しております、サシャ姫。本国と違い供に連れてきた者も最小限なのでご不便をおかけしてないとよいのですが」

　にっこりほほ笑む顔は上品そのもので、サシャは今までの自分の彼に対する印象が誤認識だったかと疑いたくなる。お見合いで会った時は、彼の笑顔の裏に不穏なものを感じて背筋に薄ら寒さを感じていたのだが。

「姫は御友人に早くお会いしたいのでしたね。そうしましたら失礼して──」

　ヨーナスはふりふりひらひらのドレスを着たサシャをさっと抱き上げた。

「きゃっ」

　慌てて飛び降りようとするが、彼の力強い腕がそれを許さなかった。

「申し訳ありません。誇り高い淑女レディには御不快かもしれませんが……なにぶん食堂は階下にございますので。他のものに運ばせますのも些かご無礼でしょうし」

　そう言われてしまえばサシャは黙るしかない。さすがに階段を自力で降りるのを待たせるわけにもいかないし、相手からしたら見苦しい光景になるだろう。

　けれど、彼に抱かれていると微妙な不快さがサシャを包み込む。

（クリフは全然平気だったのに……）

　妙な胸の痛みがサシャの気持ちを暗くした。とは言え、もう一度逢えるのは有り難い。

　ゆったりとした足取りでヨーナスが階下へと続く階段を下りていく。と、エントランスの方から聞き慣れた声がした。

「いえ、あの俺はサシャにさえ会えれば──」

「ええ、ですからこちらの……」

　話している相手は先程のアンナのようだ。同時に足音も近付いてくる。

「何か揉めているようですね」

　ヨーナスは階段を下り切ってエントランスの方へと向かった。

　あんなにクリフと会いたかったはずなのに、侯爵に抱かれている姿を見られたくなくて思わず隠れようとヨーナスの腕に抱きつく格好になる。

　それが失敗だと気付いたのは、やってきたクリフと目が合ってしまった時だった。

　ヨーナスの腕の中にいるサシャを見て、クリフの足が急に止まり、顔が一瞬険しくなる。

「きゃっ」

　クリフが急に立ち止まったせいで、後ろから来ていたアンナが彼の背中にぶつかって転んだ。クリフは慌てて助け起こす。

「ごめん、急に立ち止まったりして」

「いえ、こちらこそ大変失礼しました」

　転んだ際に眼鏡が飛んでしまったらしく、クリフが差し出した手にアンナは素直に掴まった。

　その光景をみて、サシャの胸中にもやっとした不快感が広がる。アンナの白くほっそりした手は、当然だがクリフの手に収まるちょうどいい大きさだった。自分は彼の指先を掴むのも難しいのに。

　落ちた眼鏡を拾ってアンナに渡したあと、クリフは改めてサシャとヨーナスに向かい合った。

「急な訪問をお詫びします。が、彼女と話させて頂きたい」

　高位貴族が眼前にいるにも関わらず、クリフの声は落ち着いたものだった。

　ヨーナスも余裕の笑みで答える。

「姫の御友人だそうですね。せっかくだから晩餐をご一緒にと侍女に言付けをしたのですが」

「ええ。でも食事は結構です。俺はサシャと話ができれば──」

　そう言ってヨーナスに抱かれたサシャを見ると、何故か彼女は不機嫌そうな顔でクリフと反対側を見ていた。

「家レダに帰るのか？」

「そう書いた筈じゃが」

　なぜかクリフの顔が見られない。どこか棘のあるサシャの言葉に、クリフも愉快とは言えない気分になっていた。そんなふたりの険悪な空気を読んで、ヨーナスが割って入る。

「こんな廊下で立ち話もなんですから、書斎にでも。アンナ、何か飲み物を」

「はい」

　足音も立てずにアンナが立ち去る。

　気まずい空気に反論する言葉も思いつかず、促されるまま三人は書斎へと移動した。
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　サシャにとにかく会いさえすれば、とクリフは思っていた。本気で家に帰るつもりにしても納得のいく答えが欲しかったし、何よりこれっきりで別れてしまいたくはなかった。

　飲み物を乗せたトレイを運んできたアンナに、ヨーナスが扉を開けに行った際、クリフは小声でそっと囁く。

「何だよ、そのドレス」

　似合ってはいなくはない。が、袖や襟元の大量のフリルも、膨らんだスカートに縫い付けられたいくつもの薔薇のコサージュも、サシャらしいものではないと思う。もっともクリフは旅装のサシャしか見ていないし、上流階級の女性のドレスの流行なんて詳しい筈もないから、本来は大金持ちの娘であるサシャが普段どんな格好をしていたかなんて知らないのだが。

「な、これは……っ！」

　自分の恰好を思い出し、サシャは恥ずかしさのあまり頭に血が上ってしまう。

「仕方ないであろう、その……っ」

　けれど用意してくれた本人の前で、趣味が悪いとはとても言えない。

「あいつだろ？　前に言ってたヒキガエルって。家に帰って奴と結婚するのか？」

　決して本人に聞こえないように、小声で訊ねた。正直、思ったより感じはいい。どこの馬の骨とも分からぬクリフにも、丁寧に対応してくれている。

「それは……」

　答えられずにサシャは口を噤んでしまう。さっきの、クリフとアンナの繋がれた手が脳裏にこびりついて離れない。もちろん会ったばかりの彼らの間を邪推する訳ではないが、同じ大きさをした彼らのあまりにも自然な触れ合いに、サシャの頭は混乱していた。

　自分は決してあんな風にクリフと触れ合ったりできないのだ。

「お話はお済みですか？」

　あくまで物腰柔らかにヨーナスは訊ねる。

　クリフはサシャをじっと見つめた。卓上に置かれたサシャは、クリフから目を逸らしたままだ。

「とりあえず、無理にこいつを連れてきたわけではないようでホッとしました」

　クリフはヨーナスに面と向かってかまをかける。感じのいい男ではあるが、まだどこか得体のしれぬところがある、と思う。わざと怒らせれば本性がわかるかもしれないと思った。

「そんな風に思われていたとは心外ですね。もちろん姫の居所を探しましたし、突き止めてからはお迎えに伺いましたが、あくまで任意を尊重したつもりです」

　けれどヨーナスの返事は穏やかなものだった。

　そうなのか？　とクリフが投げた視線を感じたのか、サシャは小さく肯いた。

「……夢は、諦めるのか？」

　静かなクリフの声が、サシャの胸に刺さる。自分は…諦めるのだろうか。いや、ここに来たのは母の手紙を見せて貰うだけで……。しかしそれをクリフに説明するのも口が重くなってしまった。なぜかクリフの顔を見るだけでもやもやするのに。

「クリフには……関係ない」

　だからささくれた気持ちでそう答えてしまった。クリフの、言いようのない怒りが空気を通して伝わってくる。今まで散々世話になっておいて、用が無くなればお払い箱、といっているようなものだ。彼の怒りは当然だろう。なんでこんな言い方をしてしまうのか、サシャは自己嫌悪で死にたくなる。こんな自分は初めてだった。どう取り扱っていいか分からない。

「口を挟むようで恐縮ですが……もし姫になさりたいことがあれば、このヨーナスもお力になります。旅に出たければお連れしますし、欲しいものがあれば全身全霊でお探しします。だから今はご実家に……」

　母が臥せっている事実を、この時サシャは失念していた。頭の中はクリフでいっぱいだったからだ。そんな自分に驚き、母の悲しそうな顔を思い浮かべて、サシャは更に落ち込んだ。

「侯爵と……帰る」

　だから、そう言うのが精一杯だった。下を向いていたから、クリフが傷付いた顔をしたのにはまったく気付いていない。

「そういうわけなので……君、クリフ君と言ったか」

「あ、ええ」

　ヨーナスはトレイに置かれていた小さな包みを差し出す。革の袋は中でちゃりんと金属質の音を立てた。

「これは……？　手切れ金ですか？」

　クリフの頬に皮肉な笑みが浮かぶ。侯爵としては自分の妻となるかもしれぬ少女に、今後一切近付いてほしくないのだろう。

「誤解しないように。今まで姫の安全と便宜を図ってくれた謝礼だと思って貰いたい」

　受け取るのに有無を言わせぬ口調で、ヨーナスは革袋を差し出す。しかしクリフにも意地がある。

「申し訳ありませんが、受け取れません。が、貴方やサシャに関しては一切口外しないと約束します」

　クリフが今まで共に旅してきた少女は、コルトー家の極秘中の秘事である。サシャに限っては決して容認しないだろうが、ともすれば口を塞がれてもおかしくない。大人しく消されるつもりは毛頭ないが、それに対しての諸々の覚悟はできていた。

「君は……見かけと違って察しのいい男だな」

　ヨーナスは真意を読ませぬ瞳でクリフをまじまじと見詰める。こやつ、只の風来坊ではないのかもしれない。

「では、君の善意に期待しよう」

　ヨーナスはそう言って、クリフを扉の外へ促す。もう帰れと言う意味だろう。

　実際、サシャを迎えに来たのは、彼女の不在が本人の意思に反していると思ったからだ。とにかく会って、サシャの本心を確かめねば納得できなかった。

　しかしあっけなく本人に会えたかと思えば、彼女自身の意志で帰国を決め、侯爵を頼っていると言う。完全にクリフは用済み扱いだった。あまりいい印象のなかった侯爵も、決してサシャやクリフの意志を無視する事無く扱ってくれている。

　浚われた姫を救う勢いでやってきたのに、肩透かしもいいところである。

「じゃあ、サシャ……」

　何と別れの言葉を言えば良いか分からない。もっと言うべき事がある気もするが、サシャは完全に拒否体制だ。何が彼女をこんなに頑なにしているのか、クリフには分からなかった。

　立ち去ろうとするクリフに、初めてサシャは顔を上げる。

「あ、あの……！」

　消え入りそうな声が、クリフを引き留める。彼は無言で彼女の方を振り向いた。

　小さな、すがるような目がクリフを見ている。そっと探り合うような視線が絡み合った。

　しかし言えたのはたった一言だった。

「その……今まで、ありがとう」

　泣きそうになるのを堪える為に、サシャは再び俯いてしまう。

　クリフはせめてもの優しい声で「どういたしまして」と言った。

　そんなふたりを見ている、ずっと紳士然としていたヨーナスの目の中で、嫉妬の焔がちろりと立ち上っていたのを、この時ふたりは知る由もなかった。
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　初めにアンナが言った通り、正餐の準備は完璧だった。

　よく磨かれたダイニングテーブルの上の、ホストであるヨーナスの席からほどよく距離を取った卓上に、サシャが座れる大きさのテーブルと椅子が用意してある。小さいながらもそれらは猫足に彫模様まで施され、貴族の娘が座るにふさわしい高級感を備えている。

　そしてその小さな卓の上に並べられた食器類も、コンパクトながら美しい幾何学模様や金箔に縁取られていた。当然、サシャ専用に用意された物だろう。

　給仕はサシャの姿をみだりに他の者に見せまいとしてか、すべてアンナがひとりで行っていた。スープ皿のコンソメは黄金色に輝き、子羊のローストや白身魚のソテーはどれも美しく、小さく切られて盛りつけられている。

　けれど、食事は殆ど喉を通らなかった。

「お口にあいませんでしたか？」

　ヨーナスが心配そうな声で訊ねるが、サシャは首を横に振るだけで精一杯だ。味はおろか、目の前に何が並んでいるのかもよく分からなかった。

　何で、クリフにあんな態度をとってしまったんだろう。

　彼はサシャの事が心配で来てくれたのだ。

　それに──。

　食欲のないサシャを慮って、目の前に美しく切られたフルーツサラダが置かれたのを見て、クリフに果物を頼んだのを忘れていた事に気付く。頼んでおいて、自分はいなくなってしまったのだ。

　自分勝手な行動を詫びたいが、もうクリフとはどうすれば会えるのか分からない。彼は今、あの宿だろうか。それともサシャの態度に腹を立てて、さっさと旅立ってしまっただろうか。

　まだ街に着いたばかりだから今晩くらいは宿泊するだろうが、明日の朝にはもういないかもしれない。けれど馬車で連れて来られたサシャには、自力で宿に向かうのも至難の業だった。

　侯爵に頼めば馬車を出してくれるのかもしれないが、そこまで頼むのは気が引ける。

（カックンに会えたら、クリフの事を教えてくれるだろうか）

　教授ならサシャの実家であるレダの屋敷も知っているからまた会いに来てくれるだろうし、クリフとも連絡方法など決めあってるかもしれない。──いや、希望的観測が過ぎるだろうか？　あまりあのふたりが仲良く喋っているのは見た事がないけれど。

　でも三人での旅は楽しかった。旅の合間に三人でした食事も楽しかった。

　目の前の御馳走のように決して豪華ではないかもしれないが、パンやスープを分け合って、わいわい喋りながらの食事は、決して豪華ではないが、直接かぶりつく事が殆どという野蛮さも手伝って何を食べても美味しかった気がする。

（クリフに会いたい……）

　自分から別れを切り出しておいて何を勝手な、と重々自覚しているが、ひとりになった今、サシャはクリフに逢いたくて仕方なかった。彼の笑顔を見、軽口を聞いていたかった。あまり深く考えた事はなかったが、移動の際などにクリフの腕に抱かれている時の安心感は、いつの間にかサシャの中に沁みついていたものだ。

　侯爵に抱かれた際、その事実に初めて気付き、サシャは何故か軽いショックを受けていた。

「せめて……お茶だけでも召し上がってください。もしくは果実水か…よいワインもございますが」

　これだけ気を使って貰っているのだから、何とか食べねばと思うのだが、食欲は依然として湧いてこない。何とか一皿を一口ずつ口に運ぶのがやっとだ。

　小さなワイングラスに映った生気のない自分の顔を見て、サシャは亡霊のようだとぼんやりと思った。

　実際、自分は亡霊みたいなものなのではないだろうか。誰にも見られず、誰にもその存在を認められない。

　サシャの存在を認めてくれるのは、家族と僅かな限られた者達だけだ。たぶん、一生──。

（しっかりおし、サシャ）

　不意に今は亡き祖母の声が耳の奥で響いた。

（何を弱気になっておるのじゃ、わらわは！　そうじゃ、しっかりせねば）

「すまぬ。どれも素晴らしい味だったと厨房の者に伝えてほしい」

　何とか作り笑いを絞り出して、サシャは注がれていた赤ワインを口にする。ヨーナスの唇の端が上がった。

「少し変わった味じゃのう。この国の特産であろうか」

「ええ。この地方独特の果実を使っていまして、癖があるけれど病み付きになるんですよ」

「せっかく晩餐を供して頂いたのに、非礼な態度で申し訳なかった。しかしそろそろ母からの手紙を……」

　言いかけて、くらりと目眩がする。あまり食べぬ空腹に、ワインを飲んだのがいけなかっただろうか。

　しかしコルトーではワインくらい飲み慣れていた。こんな風におかしな回り方をするのは初めてだ。

「おや……旅のお疲れがでたのでしょうか。もうお休みになったほうがよさそうですね」

　ヨーナスの声が遠くに聞こえてくる。目の前にいる筈なのに、どこかおかしい。

　ちょっと待て、母の手紙を──。そう言いたかったのに声が出ない。意識が遠のいて、サシャは卓の上に突っ伏してしまった。

「寝室に、お連れしましょう」

　怪しい笑みを湛えたヨーナスの礼儀正しいその声は、もうサシャに届いてはいない。

「貴女が悪いのですよ、姫。ちょっと目を離した隙に、あんな男と情を交わしたりする貴女が」

　ヨーナスは隠していた執着心と嫉妬を剥きだしにして、力を失くしたサシャの体をそっと抱きかかえたのだった。
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「遅かったのう。サシャは？」

　宿の部屋では、些か焦燥を帯びた声の教授がクリフを出迎えていた。陽はとうに暮れており、暗闇に弱い教授はもう動きが取れなかったのだろう。

「郊外の…ヒキガエルの別荘だ。そいつに送って貰って故郷に帰るってさ」

　そう呼ぶのは失礼かもしれないが、本人に聞こえないのをいい事に、やけっぱちな声で言い捨てる。

「なんじゃと!?　本人がそう言ったのか!?」

　一方、教授は興奮した声を出す。

「そうだよ。本人がそう言った！　だから俺達はもう用無しってこった」

　たまたま旅の途中で知り合っただけの自分と、旧知の仲である教授との関係を一緒にしていいかはわからないが。

「しかし……サシャはその男を嫌っていたのではなかったのか？」

「俺だってそう思ってたさ。だけど…」

　想像していたよりまともそうな男だった。若干身のこなしに気障すぎるきらいはあるが。クリフのような風来坊など鼻にかけぬ高慢ちきな野郎だと思っていたのだが、サシャの連れだと言うだけで丁寧に扱われたのは、正直意外だった。

　何より彼の腕にしがみ付くようにしていたサシャの姿を見て、カーッと頭に血が上ってしまったのだ。

　なんでそんな男に抱きついてるんだよ！

　咄嗟に思ったのはそれだった。

　しかもサシャはサシャで終始素っ気ない態度だった。まともにクリフの顔を見ようともしていない。その時、初めてクリフの中にあった自信が揺らぎだす。

　確かにあまり長い付き合いとは言えないが、寝食を共にしていた旅の間、サシャとクリフはそれなりに信頼を深め親愛を抱いていたと思っていた。少なくともクリフはサシャの事が好きだった。

　初めは無邪気な妹のように。

　そしてやがて、どこか健気な守るべき対象として。

　サシャとてクリフを頼りにしてくれていた筈だ。他愛ないおしゃべりや、時折心配そうに見上げる彼女の顔は、全面的にクリフを信用していてくれる故のものだったと思っていた。

　けれど、しょせんは世間知らずの我儘な少女に繰り回されていただけだったのだろうか。当人がいなくなった途端、こうと信じていた印象が揺らぎはじめた。

　そもそも当てにしていた情報の糸が消え去った途端、好きではないと言っていた筈の見合い相手と、故郷に帰ろうとしている。

　もちろん彼女の両親だって心配しているだろうし、また旅に出るとしても一度くらいは顔を出した方がいいのかもしれないが。

「おかしいな」

　珍しく教授がシリアスな声を出す。

「何が？」

「そもそもなんでヒキガエルはこの宿を知っておったんじゃ？」

「そりゃ、サシャの事を探してたからだろ。サシャの実家にも頼まれたって言ってたぜ？」

「そんな筈はない」

「あ？　何で言い切れるんだ？」

　あまりにもきっぱりとした教授の言い方に、クリフのは怪訝な声を出す。

「サシャの実家は、サシャがここにいる事を知っておるからな。と言うか、その行動の逐一が報告されておる」

「……あ？」

　教授の言葉の意味が理解できず、クリフの目が丸くなった。

「なんじゃ、気付いておらんかったのか。儂がコルトーの目付け役じゃ」

「………ええ!?」

「サシャには特に知らせておらなんだが……サシャの両親とは元々懇意でな」

「え、ちょ、ちょっと待てよ！」

　いや、元魔道士とか言ってたけど。逐一報告ってどうやって！

「たまに次の街に先に飛んで行ったりしておったろう。そう言う時に、暇そうなやつを見つけたらちょちょいと催眠術などを使って適当に手紙を書かせ、郵便を出させたり鳩の足にくくりつけたり……まあ、儂ほどの魔道師なら方法はいくらでもあるもんじゃ」

「そんな芸当、器用すぎるだろう！」

　そんな万能なカラスなら今までこんな苦労をしなくても……いや、今ツッコむべきはそこじゃない。

「じゃあ……あの侯爵が言ってた、サシャの両親に頼まれたってーのは」

「嘘じゃな。コルトーにそんな必要はない。もしサシャに家に帰る必要性があれば、儂がそのように説得する事になっておるし、人手が必要ならいつでも手配できる手筈じゃ」

　急に侯爵の笑顔が怪しく感じられ始めた。正直、クリフはあの時冷静さを欠いていた。しかし一つの嘘がばれた時点で、侯爵への懐疑芯が膨らむ。穏やかで上品なあの顔の裏で、一体何を企んでいるのか。

「サシャが……危ない？」

「かもしれん」

　カラスは大きく首を縦に振った。

「確かめに行く。場所は分かってるし、一度邸内には入ったから屋敷の構造は大体わかってる」

　屋敷や敷地内の間取り。鍵のタイプ。護衛のいそうな部屋の場所。客間は二階だろう。あの様式ならバルコニーから忍び込めるかもしれない。サシャの安全を確かめて、それから──。

「それなら僕も行きます」

　戸口でエルの声がした。先程宿の入り口で別れたと思っていたが、部屋の入り口で様子を窺っていたらしい。

「お前、ロイドの……」

「もし姫君を連れて帰るなら、場所が知られているこの宿に戻るのは危険でしょう。僕ならいい隠れ家を教えられます」

　少年は賢そうな瞳をきらめかせてクリフを見上げる。

「それは……ロイドの命令か？」

「っていうか、あの時点で帰るのってなんか中途半端だったし…ロイドの命令だと受けとってもらっても構いませんが、僕、結構便利なんで無駄ではないと思いますよ？」

　エルはいかにも不敵な笑みを浮かべる。

「……わかった。その隠れ家とやらの場所を教えてくれ。それからエルはそこのカラスを連れて先にその場所に行っててくれ」

　夜では教授は思うように動けない。しかし場合によって彼の力を借りる必要があるかもしれない。

「わかりました」

　少年はにっこり笑って要領よく隠れ家の場所を説明し始めた。
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　クリフが再び侯爵邸に着いた時は、陽もとっぷり暮れていた。

　どこかでホウとフクロウの鳴く声がする。

　外から見る屋敷はしんと静まり返っていた。客が来訪を告げるには遅い時間だから、先ほどのような正面からの訪問は却って怪しまれるだろう。

　とは言え侯爵がサシャにとって危険かもしれないと分かった今、できればこっそり彼女を説得して連れ出すのがベストである。

　幸い当面の外敵であるクリフの辞去があったばかりで、恐らく屋敷内の警戒は緩んでいる筈だ。

「僕がうまく行って使用人口の方から扉を開けさせて注意を惹き付けます。その間にクリフさんは屋敷の中に忍び込んで下さい」

「わかった」

　貴族の屋敷、と言っても別荘ではあるから、大体の作りはパターンがある。一度邸内にも入っているしさほど大きな屋敷でもないから、おおよそ客間の見当はつく。

　それでも普段は飾りのように腰にぶら下げている剣の柄をぎゅっと握った。

　しばらく剣技など必要のない旅だったが、護衛たちが出てくるようなら使う羽目になるかもしれない。あまり腕がなまっていないのいいのだが。鞘から出し、軽く二、三度振ってからまた納める。

　それを見たエルがピューと口笛を吹いた。

「それって騎士の型ですよね。正式に習ってた？」

「それが分かるお前の方が変だよ」

　エルはにんまり笑って答えない。剣の型など、只の街の子供なら見ても解らぬのが普通だろう。やはりただの子供、ではないらしい。

「じゃあ行きましょうか」

「ああ、頼む」

　クリフを暗がりに残してエルは通用口へ向かう。

「すみません、近所の者ですが、うちの馬が一頭逃げ出しちゃいまして……」

　出てきた護衛らしき男をエルが外に連れ出した隙に、クリフはこっそり邸内に忍び込んだ。中でくつろいでいたもうひとりの男が、突然現れたクリフに目を丸くする。

　油断していたのをいい事に、声を出される前に首筋に手刀を叩きこんで気を失わせた。

「悪いな。しばらく大人しくしててくれ」

　倒れた男を物陰に隠し、クリフは客室があると思われる右翼の階上へと向かった。
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　体が熱い。

　高熱ではない。しかし感じた事のない微熱が皮膚の裏側を這いまわっているようでサシャは辛かった。

　実際、肌の上を何かが撫でている。

「姫……わたしの花嫁……」

　興奮で掠れた声は、どこか聞き覚えのある物だったが、朦朧とした頭では答えがぼやけてよく分からなかった。

　布を使いすぎているドレスの、襟元が外されていく。幾分呼吸が楽になって、サシャは大きく息を吐いた。

　それでもまだ熱い。

　なによりねっとりとした視線が体中をはいずり回るのが不快だった。

　鉛のように重たい目蓋を何とかして開ける。

　目の前には艶やかな黒い巻き毛と、その向こうに欲望をみなぎらせたモウル侯爵の顔があった。

「ヨーナス、どの…？」

「お気づきになられましたか。いや、貴女の大きさだとどれほどの量で効くのか難しくて…多少多すぎたかもしれませんがこれも貴女を愛するが故だと…」

　うっとりとした瞳を向けられて、サシャの背筋に怖気が走った。

　なに？　くすり？

　夕食に供されたあのワイン、だろうか。確かに癖がある味で……。

「なにを、するつもりじゃ……」

　動かぬ口で詰問する。

「わかりませんか？」

「分からぬから聞いておる」

　分かるのは、目の前にいる男がよからぬ邪心を抱えている事だけだ。

「さすが汚れなき我が花嫁。わたしは……貴女に一目で恋に落ちました。その美しさと大きさ。これほど理想の花嫁が世に存在するとは思ってもいなかった。だから、他の男に盗られるくらいなら、この場で貴女をわたしのものにさせて頂きます」

「バカな……！　そんなことできる筈が…」

「ええ、もちろん通常の男女の営みとはいかないでしょう。いいのですよ。わたしに思う存分貴女を愛させて下されば」

　なにを言っているのだ、このおとこは。サシャには全く理解不能である。しかし何か薬を盛られたのは分かる。これでも薬商都市の有数の家の娘なのだ。体の自由が利かなくなるだけではない、何か皮膚感度を上げるような……。

「媚薬、のたぐいか」

　サシャはヨーナスを睨み付けた。男女の営みもその官能感覚もまだ未知のものではあるが、一応かけらほどの知識はあった。

　ヨーナスは答えずに妖しく笑っている。

「何、つらい思いはさせません。むしろ貴女を気持ち良くさせて差し上げたいのです」

「やめろ！　嫌じゃ！」

　脱がされそうになるドレスを必死で掴んだ。今ばかりは多すぎる布が有難い。

　しかし彼が用意したドレスだけあって、その作りをよく心得ているのだろう。ヨーナスの手入れの行き届いた白い指は、確実にサシャのドレスを解いていった。

「やだ、クリフ……！」

　思わず漏れた名に、ヨーナスの額に縦筋が浮かぶ。

「まだ、貴女は自分が誰のものか分かっていないらしい」

　恐怖さえ感じる低い声をあげて、ヨーナスはサシャを覗きこんだ。

　しかしどうしてもヨーナスに対する嫌悪感は拭えない。この男に触られるのは嫌だ。その一心で、サシャは近付いてきたヨーナスの指先に思い切り噛みついた。

「ぎゃっ！」

　小さな口の小さな歯は、それでもそれなりの攻撃力があったらしい。元々人間の指先には痛覚が密集しているのも幸いした。サシャの口の中に血の味が広がり、サシャの意識が幾分取り戻される。

「わ、わらわは、そなたのものではない！」

　それだけ叫ぶと、はだけたドレスを脱ぎ捨ててサシャはベッドを飛び降りる。しかしどちらに逃げればいいのか分からない。

「逃がすはずがないでしょう……」

　殺気を帯びた侯爵に睨まれ、サシャは息を呑みこんだ。

　その侯爵の背後で、黒い影が蠢く。

（え……？）

　ガツッと鈍い音がしたかと思うと、侯爵はそのまま床へ倒れ込んだ。

「……んのっ、変態野郎が…っ」

「クリフ！」

　見ると剣の柄を逆に握りこんだクリフが鬼の形相でサシャの目の前に立っている。

「念のため、もう一発」

　クリフは後頭部を抱えて呻いているヨーナスの襟首を掴んで引きずり起こすと、そのみぞおちにしたたかに拳を叩きこんだ。

　う、という呻き声を上げて、ヨーナスの体が再び床に崩れ落ちる。

　軽く蹴飛ばしてヨーナスの意識がないのを確かめると、改めてクリフはサシャに向き直った。

「大丈夫か!?　何もされてない!?」

「あ、ああ……」

　下着姿のサシャをクリフはすかさず抱き上げると、良かったと安堵の溜息を漏らす。よもやサシャに手を出そうとするとは思ってもみなかったので、その姿を見た時には思わず頭に血が上った。なるほど、そういう嗜好の持ち主だったわけか。

　しかしここで安心している暇はない。階下がなにやらざわついている。不審者の侵入に、他の護衛たちが気付いたのかもしれない。

「逃げるぞ、いいな？」

　クリフのそれは問いかけでなく確認だった。

　サシャは何も言わずにクリフの胸にしがみ付く。

「ちゃんと掴まってろ。舌も噛まないように気を付けて」

　クリフはそれだけ言うと、彼女を片手に抱いたままバルコニーに出る。ここは二階だった。ただでさえ朦朧としているサシャの目には奈落を覗くような高さである。

　けれど自分を抱いている腕がクリフのものだと思うだけで、恐怖心は全く消え去っている。たとえどんなところにいても、この腕の中が、サシャにとって一番安全な場所だった。

　腰に巻き付けてきた荒縄を外すと、バルコニーの手すりに縛りつけてそのまま飛び降りた。そのまま器用にバルコニーの支柱を足で蹴って滑り降りていく。初めからそのつもりだったから、クリフの手には皮手袋が嵌めてあった。

「曲者！　待て！」

　同時に寝室のドアが開き、アンナと三人の護衛たちがなだれ込んでくる。

「ヨーナス様！」

　倒れている侯爵を見つけたらしく、アンナの悲鳴のような声が聞こえた。しかし躊躇っている暇はない。

　クリフは皮手袋を付けた手でするすると縄を滑り降りると、前庭を走って逃げだした。茂みを越えればグラシーに乗ったエルが待っている。

　右手に強くサシャを抱いたまま、クリフは鐙に足をかけて片腕で器用に馬の背に飛び乗ると、そのまま腹を蹴ってモウル邸を飛び出していた。

（クリフが、来てくれた……）

　曖昧模糊な意識のまま、グラシーを駆る彼の腕の中で、サシャは今までにない安堵に包まれている。

　怖かった。侯爵に何をされるのか具体的には分からなかったが、それでも生理的嫌悪感だけは激しく募っていた。あんな男に触れられたくなかったし、それ以上の事など考えたくもない。

　しかし今はクリフの腕の中にいる。旅の中で慣れてしまった彼の匂いと温もりが、サシャをたとえようもなく安心させてくれる。

　あんな別れ方をしたのに。

　下着姿のまま彼のマントの中に抱かれていたが、嫌悪感は全くなかった。

　改めて、ここが自分の居場所だという気がして、サシャはこれ以上ない安らぎに包まれたまま、するりと意識を手放していった。
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「本当にいいのかよ、こんなとこ……」

　エルがクリフに案内したのは、モウル家別荘とそう遠くない場所にある、やはり瀟洒なお屋敷だった。敷地を囲む石塀の、華やかな飾りに見える忍び返しは多少物々しい気がするものの、バルコニーが多い建物は開放的なイメージがある。とは言え。

「大丈夫です。僕、ここの管理人とは仲がいいんで、持ち主にばれなきゃ問題ありません」

「その持ち主が問題だと思うんだが……」

　クリフの顔に得も言われぬ、もうこれが事実なら笑うしかないという笑顔がはりつく。

　入り口である門に描かれているのはこの国の王家紋章だった。つまりはこの国の王の別宅、なのでは……。

「ええ。だからそうそうあの侯爵にはばれないでしょうし、もし万が一ばれたとしてもおいそれとは踏み込めません」

　しかしエルは全く戸惑う様子も見せずにっこり笑って見せた。

　確かにこんな近くに隠れているとは、彼も思ってもみるまいが。けれど当の王様の方にばれたら打ち首になりかねないんではないだろうか。

「その辺は御安心下さい。うまくやりますから」

　何故かエルは自信満々でそう言って、グラシーを馬屋へ繋ぐと堂々と屋敷の中へ入っていく。邸内にひと気はなく、いたのは管理人らしき老人だけだった。

「奥の客間に手洗いの水や飲み物は用意してございます。簡単な食べ物も置いておきました。他に何か御所望のものがあれば、呼び鈴で呼んでなんなりと仰って下さい」

　管理人の丁寧な扱いに、クリフは多少の混乱を覚えたが、今は渡りに船と思っておく。

「いや、充分だ。ありがとう。悪いがしばらく下がっていてくれ」

　一応サシャを極力人目に触れさせたくない。そう考えてクリフは老人を下がらせる。エルにもサシャの姿は見せていない。ロイドが言った『探し物』を、クリフが懐に隠している事は薄々察しているだろうが、それが何かを追求しないだけの分別はある少年のようだった。

　ロイドの使いである、このエルというやたら愛想のいい少年を、クリフは完全に信用したわけではない。少なくともただの使いっ走りではないだろう。年齢に似合わずかなり世間慣れしているのも確かだ。子供にしては少し機転が利きすぎている。

　が、街の少年のような恰好をしながらどこか育ちのよさそうなその顔立ちを見ていると、何となく正体が分からなくもない。実際エルの言う通り、まだこの国に不案内な自分たちにとって、この屋敷が安全地帯であるのは確実だった。

　また来ます。そう言って少年が早々に立ち去ってくれたことに、クリフは安堵の息を吐く。

「サシャ、大丈夫か……？」

　懐から彼女を取り出すと、サシャは頬を上気させて浅い息を繰り返しながら瞳を閉じていた。眉間には微かに皺を寄せていて、苦しそうでもある。

　そしてその体はほんのりと熱い。

　クリフは静かに部屋のベッドに彼女を横たえさせ、その名を呼んだ。

「サシャ、サシャ！　俺が分かるか？」

「うん…だいじょ、ぶじゃ……」

　答える声はかすれていた。

「何か、飲まされたようじゃの」

　こちらも人目を忍んでずっと沈黙していた教授が、背後で固い声を出す。

「何かって？」

「……恐らくは痺れ薬、の類ではあろうが」

　ヨーナスとて薬商ではないとは言えレダの男である。地元の人脈を使えばどんな薬だろうと、用意するのは朝飯前だろう。

「微熱と発汗、呼吸の乱れに下着姿とくれば、これはもう、なあ？」

　教授はうんざりしたように溜息をついた。サシャの自由を奪うだけが目的でない事は明白だった。

　大きさはどうあれ年頃の娘である。

　とは言え、そもそも年頃の娘であっても見た感じはいたいけな子供の印象を与えかねない少女なのである。そんな彼女にいかがわしい欲望を抱いたとなると、あの侯爵もやはり普通の男とは言い難い、かもしれない。

「あんのーーー！　変態野郎！！！」

　実際、ベッドの上に屈みこんでいる侯爵を見た時は、何をしているのか一瞬わからなかった。

　人の性的嗜好はある程度自由だとは思ってはいるが、それはもちろん相手の同意を得ている場合に限られる。ホムンクルスであるサシャは正確には人間とは言えないのかもしれないし、人形のように見えるかもしれないが、ちゃんと感情や意志を持った一個人なのである。

　一見まともそうに見えても、サシャの心証は間違っていなかったわけだ。あと一歩遅ければ何をされたか、考えると腸が煮えくり返る。

　しかしそれより問題はサシャである。

「解毒剤とかないのか？　もしくはあんたの魔法っぽい力で何とかするとか！」

「魔法っぽいとはなんじゃ！」

　プライドに触ったらしく、教授は翼をばっさばっさと振り立てて怒りをあらわにする。

「そもそも解毒剤なんぞ、あったとしても簡単にサシャには使えんわ！」

「なんでだよ！」

「考えてもみろ。あの大きさじゃぞ？　薬なんて量を間違えば毒と変わらん。実際に飲まされた薬が分かっていない以上、一歩間違えれば却ってリスクの方が高過ぎるわ」

　解毒剤は元々体内に入った異物の種類が分かっていてこその相殺、あるいは中和作用なのである。その異物内容に関して多少の予測がついたとしても、使われた量が分からない以上一歩間違えれば逆効果ともなり得る。しかも体の大きさが普通と違うサシャに至っては、僅差の量で致命傷ともなりかねない。

「だけど……っ」

「コルトーの家でもサシャへの投薬が必要な時は慎重に慎重を期していた。幼い頃からの摂取量を常に記録検討して、安全値を割り出しながら使っておったんじゃ。しかし今回はあの侯爵もそこまで考えていまい。明らかに多すぎる量を呑まされているとしたら……さらに服用を重ねるなど下手したら命とりじゃ」

　クリフは呆然としてしまう。

　今まで怪我や病気のひとつもせず旅をしてきたし、普段から元気いっぱいのサシャがデフォルトだったから、彼女がそんなリスクを背負って生きてきたなんて思ってもみなかった。

「もっとも今まで風邪を引くか熱を出すくらいで、妖しい薬を飲まされるなんて事態が無かったからの」

　教授は深い溜息を吐く。

「そりゃ、そうだろうけど……何か、方法はないのか？　今の彼女の、その、体を正常にするための方法は」

　ふたりの間に重苦しい沈黙が落ちる。

　その間にも、サシャの苦しそうな呼吸が聴こえていた。頬は紅く火照り、汗も引かない。しかし指先だけは冷たい。何とか水だけでも飲ませようとしたが、受け付けないらしく吐いてしまう。この状態が続けば、いずれ薬の効果が切れるとしても彼女の体力がもつかどうか……。

　そもそもが、飲まされた薬の量が彼女にとって多すぎる可能性は高かった。クリフは小さい生き物ほど自然で出会う脅威に対して無防備である事実を思い出し、その命の儚さに背筋がぞっとする。

「……………方法は、ない」

　長過ぎる、とも思える沈黙の末、教授は答えを絞り出した。

「あるんだな？」

　逆に妙なその沈黙の長さが、クリフに疑念を抱かせる。

「あるんなら言えよ！」

　顔を逸らす教授を、体ごと捕まえて揺らす勢いでクリフは迫った。

「察しが良過ぎるのも厄介じゃのう。聞けば後悔するかもしれんぞ？」

「しない」

　あまりにもきっぱりとした声に、教授は毒気を抜かれる顔になった。と言ってもカラスなので表情筋は大して動かないのだが。しかしここぞとばかりにクリフは教授に肉迫する。

「サシャを助けられる方法があるかもしれない？」

　ずずいと迫られて、教授は逃げるように顔を逸らす。

「……お前、次第じゃ」

　いかにも重たい口を開くように、くちばしが呻いた。

「俺……？」

　意外な答えにクリフが知らず握りこんでいた拳の力が緩んだ。

「要は、今薬によって崩されている内臓器官平衡ホルモンバランスを正常に戻してやればいい、と言えば分かるか？」

「……？　よく分からない」

　内臓器官平衡なんて単語自体が一種の専門用語である。医学に精通している者にしか通じない類の単語で、当然クリフにはピンとこない。

「だから……サシャの体が今欲している官能を与えてやれば、薬の効果は切れやすくなる、かもしれんと言う事じゃ。まあ、あくまで一般論的推測だがな」

「………え!?」

　クリフの頭の中が一瞬真っ白になった。

　え？　え？　ええ～～～!?

　夫婦間の営みや娼館などでもその手の薬は使われると言うから、そこからの蓄積データなのだろう。とは言えだがしかし。

「でも何で俺……？」

「鳥形態の儂にできるわけなかろう」

　いや、そりゃそうなんだけど！

「いや！　でも、俺だって大きさが違いすぎるし！」

　クリフとてその手の経験値が無い訳ではない。むしろ、義姉との苦い関係の後、自棄になっていたので、不健全に過ごしていた時期もある。しかし人形サイズのサシャを、どうやって愉しませることができるか、正直皆目見当がつかない。指先で触れるにしても、彼女にとっては当たる表面積が多すぎるだろう。

「だから……お前を、小さくならできるぞ？」

「え!?」

　更に爆弾発言を投下されて、クリフは完全に混乱した。そもそもこの旅はサシャを人並みの大きさにするためのものであって、教授の魔法で大きさが変えられるならそれで彼女を大きくすればよかったのでは？　という当然の疑念が湧きあがる。

　クリフの顔に貼りついた疑問符を正確に読み取って、教授は大きく溜息を吐いた。

「詳しい理屈をお前に唱えたところで難しすぎて理解できんだろうから省くがの、同じものを同じ密度で大きさを変えるなら、膨らませるより縮める方がまだ容易なのじゃ。物の質量が大きくなるほど全体の均衡バランスの微調整が難しくなるからの。サシャが探していた『ウチデノコヅチ』はそのための自動安定値測定オートバランサー及び定着術具なのだと儂は睨んでおる」

　漠然と分からなくはないが、それでもクリフの日常的な理解範疇を充分に超え、彼は目を白黒させている。

「これでも錬金塔ではそれなりに研鑽は積んでおるからの、お前に術をかけて一時的に小さくできる程度の腕はある、と言うておる。ただし…再度元の大きさに戻れるかは分からんがの」

　クリフはとりあえず理解できる範囲で話を噛み砕く。

　教授の実は高度に使えるらしい魔道の術で、クリフの体をサシャと同サイズにしてもらい、彼女を抱けばいいのだろうか。

「実際に結合までする必要はない。あくまで性的絶頂を感じさせれば薬の効力は切れるじゃろう」

　淡々と事実だけを述べようとする教授の声にも、どこか苦味が滲んでいた。

「でも、それじゃあサシャが……」

　いくら本番はなしとは言え、結局相手が変わっただけで、彼女にとっては凌辱されるに等しいのではないだろうか。もちろん傷付けるつもりなんて全くないけれど。

「だから……方法はないと言ったじゃろう」

　教授が言ったのは、あくまで薬に対する対処法でしかない。そこに伴うであろう精神的な影響は全くの別問題なのである。

　クリフは寝台の上で苦しそうに身もだえしているサシャに目をやった。

　このまま様子をみる方がいいのかもしれない。もしかしたら一両日で薬の効果は切れるかもしれないし、そこまで体力がもてば、あとは回復するまで看病すればいい。

　けれど、サシャの体が何度か小さく痙攣し、その唇から血の気が失われてきていた。

「サシャ？」

「なんか…からだ、へん…きも、わる……」

　目を閉じたまま朦朧とした声でサシャが言う。その合間にも小さな痙攣を繰り返し、彼女は胎児のように体を丸めていた。自分を抱く形で掴んでいる二の腕には爪が立てられている。かなり辛そうなのは火を見るより明らかだ。

「ク、リフ……」

　少女の声が無意識に彼の名を呼んで、クリフ中の何かががつんと押された。

「わかった。俺を、小さくしてくれ」
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　ぼんやりとする意識の中で、その声を聴いた。

　──サシャ、俺を信じるか？

　懐かしい声。陽だまりのように温かくて、安心する声。同時にいつの間にか嗅ぎ慣れた、野原に寝ころんだ時と似た清々しい匂い。信じる？　何を？

　──信じてくれ。君を傷付けるような真似は絶対しない。だから──。

　どこかせつなさの沁みる声に、胸が痛くなった。

　知ってる。もちろん分かってる。彼は自分を絶対傷付けたりはしない。やさしいひと。

　肌の内側を這いまわる不快に籠もった熱をやり過ごそうと、必死で自身の二の腕を掴んでいた手がそっと開かれ、サシャの掌に何かが重なる。指に絡まるそれは……人の手、だろうか。

　でもおかしい。人間の指ならたとえ幼児のそれでもサシャの指よりかなり大きい筈なのだ。それなのに。

　今重なり絡んでくる手と指は、サシャより二回り大きい程度だった。昔、試しに自分と同じくらいの大きさの人形と、手を繋いでみたのとそう変わらない。もっともあの時の人形の手はもっと固くて冷たかったけれど。

　うっすらと瞳を開く。

　見慣れたクリフの顔がそこにあった。けれど、いつもの彼より全然小さい。

　仰向けに横たわるサシャに覆い被さり、見下ろす形で彼は言った。

「俺を──信じてくれるか、サシャ？」

　ああ、そうか。その時やっとサシャは気付く。これは夢だ。だって、そうじゃなきゃ彼と自分が同じ大きさの筈がない。

　きっと、大きくなりたいとばかり願っていたから、そんな夢を見てしまっているのだ。

　そう思ったら何も怖くなくなった。そもそもクリフを怖いなんて思うはずがない。

　けれど、彼はまだどこか不安を残した顔で、でも限りなく優しい笑顔を浮かべる。

「俺を信じてくれ」

　だからゆっくりと肯いた。クリフが、自分を傷付けるなんて絶対にない。

　クリフは僅かに安堵の笑みを浮かべると、サシャの額にキスを落とした。頬と、唇にも。

　びっくりして目を大きく見開いてしまう。

「嫌だった？」

　心配そうな顔で、それでもサシャを不安にさせまいと笑っている。

　──イヤ？　分からない。分からないから答えようがない。

「嫌じゃなかったら、目を瞑ってて」

　嫌、かどうかは分からないけど、言われるがまま目を閉じた。

　再び唇が重ねられる。柔らかい感触に啄ばまれて、ぼうっとしてくる。それは今までの朦朧としたぼんやり感とは異質のものだった。気持ちいい、かもしれない。

　どこかうっとりとする感触に、サシャは絡められていた指をぎゅっと握り返してしまった。

　骨ばった長い指が握り返してくる。すごく嬉しい。

　触れるだけのキスを何度か繰り返すと、彼の唇は首筋へと落ちる。ちゅ、ちゅ、と何度も啄ばみながら唇は少しずつ下へ降り、鎖骨をなぞった。

　何をしているんだろう。

　よく分からないけど、先程まで不快で堪らなかった内側の熱が、少し遠くなった気がする。そしてその分、からだのどこか芯の部分がほんのりと熱くなるのを感じた。胸元にキスを落とされ、背中がびくりと跳ねた。

「ちょっと、ごめん」

　彼はそう言うと、繋いでいた手をそっと外して、サシャの胸元を優しい手つきでくつろげた。なぜかよく覚えていないが、サシャは下着姿だったのでさほど難しい作業ではない。

　いや、それより。ふたつのささやかな膨らみがクリフの眼前に晒され、恥ずかしくて泣きそうになった。

「そんな顔、するな」

　苦しそうな笑顔でクリフが囁く。

　そう言われても、なんでこんな行為をしているのか分からない。

　染みひとつないきめ細かな双丘を、彼はゆっくり揉み始めた。

「あ……」

　初めて、声が出る。それは自分の声とは思えない鼻にかかった甘い声だった。

　クリフの大きな手はサシャの胸をすっぽりと包み込み、そのまま円を描くように回し始める。

　あまりの恥ずかしさに彼の腕を掴んで抗おうとするが、うまく力が入らなかった。

　下腹がぎゅっと凝縮したような気がして重くなる。

「やぁ……」

　泣きそうな声はやはりか弱いものだった。目尻に涙が滲む。それに気づいたクリフがそっと唇で拭った。

　そのままサシャの額に自分のそれをそっと重ねると、限りなく優しい声でささめく。

「薬のせいで敏感になってるんだ。サシャのせいじゃない」

「ふぇ……？」

　薬？　敏感て何が？　クリフが何を言っているのかよく分からない。

　クリフはそのまま頭部を下にずらすと、胸の端にそっと口付けた。

「ひゃっ！」

　体がびくびくと跳ねる。恥ずかしくて堪らない。

　ほんのり赤くそまったその体をクリフの手は優しく拘束し、あやすように軽い口づけを胸のあちこちに落とした。サシャは歯を食いしばってそのくすぐったさに耐えている。

　やがてあちこちをさまよった唇は、固く立ち上がっていた紅い実を含んで吸った。

　そのとたん、体の奥底で感じた強い刺激に全身が燃え上がる。

「やっ……やだ、クリフ駄目…っ」

　初めての、目眩がするような快感に慄き、サシャの閉じた瞳からは涙が溢れだす。そんな彼女をあやすように、再びクリフの掌がサシャの手と重なり指を絡められた。命綱にしがみつくように、その手をぎゅっと握りしめる。

　胸の先端が舌で転がされ、何度も丹念にきゅっと吸われて、サシャの意識はバラバラになって堕ちた。

　自分の体の下で、サシャの体が大きく戦慄いた様子に気付き、クリフは彼女の乳首から唇を離す。

（イった、か…？）

　サシャは胸を大きく上下させ、泣きながら目を閉じて呆然としていた。

　サシャの体の反応も、泣きじゃくっていた時の顔も、あられもなく扇情的で、クリフは必死でありったけの自制心をフル活動させている。

　女性経験はそれなりにあるつもりだが、サシャのいたいけな仕草と表情は、思った以上にクリフを興奮させていた。可愛くて、いとおしい。

　しかし今は自分の欲望は二の次である。

「ちょっとだけ、ごめん」

　生まれて初めての経験に、弛緩しているサシャの足を割って左右に開く。

　自分の膝を入れて閉じられないようにすると、クリフはペチコートの下に手を潜り込ませて、足の付け根を探った。

「や、やめて、いやぁ…」

　本能的に恐怖を感じたサシャが必死でクリフの下から逃れようとするが、もう一方の手で押さえられていて逃げられない。その間にも、足の付け根からはくちゅくちゅと水音が聴こえてきて、サシャは自分の耳を疑った。

　何で濡れてるのだ？　自分は知らぬ間に粗相したのだろうか。

　羞恥のあまり、頭の中が真っ白になった。

　クリフの指が下着をずらして亀裂を探り、サシャ自身の知らなかった敏感な個所を探り出す。花唇の奥の芽をぎゅっと押し潰されて、痛いほどの快感にサシャは我を忘れた。体中がぎゅっと硬直する。

　そんなサシャの様子に気付いて、クリフは不安気な顔でサシャを覗きこんだ。

「サシャ…」

　怯えたような声がサシャの耳に届く。

　その時、ふと先程の声を思い出した。

　──俺を信じて。絶対に傷つけたりしない。

　ああ、そうだ。クリフを信じなければ。恐らくはサシャ以上に、サシャを傷付けまいと思っているのはクリフなのだ。だから。彼は絶対サシャを傷付けたりはしない。

　そう思い至ると、強張っていた体中の力が少し抜けた。

　サシャはクリフの腕をぎゅっと掴む。それは本能的な行為だった。

「わらわは……だいじょうぶじゃ」

　何とか笑ってみせると、クリフの顔が切なげに緩む。

「もう少し、だから」

　掠れた声でそう言うと、クリフの顔がサシャの足の間に沈んだ。

　何をしているのか、何をされているのかなんてわからなかったが、それでも信じようと思った。クリフがサシャを苦しめたりはしない筈なのだから。

　膝を持ち上げられ、大きく足を割られると、濡れた粘膜が亀裂を舐めた。

「あ……っ」

　それでも声は漏れる。何もかもが初めてでありながら薬が効いているサシャにとって、快感が強すぎるのだ。

　しかし何かを吹っ切ったのか、クリフは行為をやめず、臆することなくその亀裂を割って更に舌を奥へと潜り込ませた。

「あ、や、あぁ……っ」

　サシャの啼き声は止まらなかった。まるで声を出せば少しでも快感が和らげられるとでも思っているように。

　しかし波はどんどん強くなっていく。何度も甘噛みされ、強く吸われて、サシャはとうとう限界に達するとそのまま意識を失った。
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　できれば行為が終わった時点で離れたかったのだが、体の大きさがそれを許さなかった。

　クリフは仕方なく自分の処理を済ませ、用意しておいた布で彼女の体を清めてから着衣を整える。その間、サシャが目覚める気配はなかった。

　けれど呼吸は穏やかなものになり、肌も血の気を取り戻している。薬の効果が無事切れたと思っていいのだろうか。

　とは言えクリフもかなり限界だった。ロイドのいた酒場に行ってから、ほぼ飲まず食わずで動き回っていたのだ。精神的なダメージも多く受けた。しかもダメ押しとして、慎重に慎重を重ねてサシャに絶頂を与えた。己の欲望を抑制しながらのその行為で、神経も体力も使い果たしていた。

（小さくなることはできる。しかし元に戻れる保証はないがな）

　教授の遠い声を思い出したが、今はどうでもいい気がする。

　少なくとも彼女を救えた兆候は見えたし。

　ささやかな満足感に身を浸しながらクリフはサシャの横に身を寝ころぶと、そのまま一瞬で意識を手放していた。






８．事後






　目覚めの鳥が鳴く頃、寝室には淡い朝日が差し込み、クリフはゆっくりと目を覚ました。

　ぐったりと疲労を感じ、体が鉛のように重い。魔術の後遺症だろうか。

　そっと傍らに目をやると、肘から腕の先程の小さな小さな少女がやすらかな寝息を立てている。

（俺の体、元に戻ってる──）

　クリフは横たわったまま自分の体とサシャを交互に見比べた。




　昨夜、何本かの蝋燭の灯りの下で、クリフに術をかける前に、教授は何と言ったんだか。

『元に戻れる確率は、…五分五分というところじゃな』

　喉がごくりとなったが、怯みはしなかった。

　今までのようにはサシャを守れなくなるかもしれないけれど。それ以上に失われるだろう普通の日常生活もちらりと頭をかすめたが、眼前のサシャの危局を何とかする方が先だった。

　彼女が寝ているベッドに腰掛け、カラスが放つとは思えない抑揚のない古語呪文の詠唱に、軽い眩暈を覚えて目を閉じたのを覚えている。

『……なあ、あんた、実は一体何者なんだ？』

　意識を失う直前に、そんな疑問が湧き出て声を放ったが、教授から答えが返ったかどうかは覚えていない。

　あっという間に意識が遠くなり、どれだけ経ったのか気付かぬまま、目を開けたら世界は果てしなく広くなっていた。

　エントランスの吹き抜けより高い天井。向こう端までが地平の果てのように遠い部屋の壁。自分と変わらぬ大きさに見えるカラスが、卓上でじっとクリフを見つめている。

　…ああ、これが普段サシャの見ている世界なのか。何もかもが大きくて、押し迫ってくるようなこの部屋が。異世界に迷い込んでしまったような、軽い恐怖に肌が粟立つ。

『儂は席を外そう』

　感情の籠もらぬ声で教授はそう言うと、僅かに開いていたバルコニーの隙間から飛び立って行ってしまった。

　そして、クリフはサシャを抱いた。




（……そうか、戻っちまったか）

　広すぎる世界に確かに戸惑いと恐怖を覚えたはずなのに、そして実際小さくなったままだったとしたらどう旅を続ければいいのか見当もつかなかったくせに…それでも、元に戻れたことに安堵しつつも彼女と違う大きさになってしまった現状に軽い落胆を覚え、クリフはそんな自分に苦笑した。
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　サシャ──。

　誰かが自分の名を呼んでいる。

　父でも母でもない。大好きだった祖母でもなく、唯一の友人であるカラスの声でもなかった。

　誰だろう……？

　聞き覚えのある声だった。懐かしいような、胸を締め付けられるような。

　気が付けば、サシャは花畑の中にいた。淡い色の野の花が一面に咲き乱れている。

　どこ？

　声の主を探して辺りを見回す。

　その時、左手の小指が何かに引っ張られた。

　え？　と不思議に思って下ろしていた手を見ると、小指の先に赤い絲が巻き付いている。そしてその糸の先が、すっと空中にのびていた。

　顔を上げると、糸の先に誰かがいる。

　光の射す方向に、誰かが立っているのが見える。

　逆光になっているから顔が良く見えないが、彼が、微笑んでいるのが分かる。『彼』。

（サシャ）

　……ああ、やはり『彼』だ。

　ふと気が付いた。

　知っているあの人が、ずっと探していた運命の──。





◇






　香ばしい匂いが鼻をくすぐる。

　途端にぐーとお腹が鳴って目が覚めた。見慣れぬ部屋には光が射していて明るい。ここはどこだろう。自分は一体……？

「お。起きたか。盛大な腹の音だったなあ」

　些かからかうような口調にムッとしたが、相手の顔を見た途端に言葉が喉の奥で緊急停止した。

「焼きたてのパンがあるけど……どした？　まだ寝ぼけてるのか？」

　何故か彼を目にした途端に反射的にかーっと顔が熱くなる。

「おーい、サシャ？」

　なんでそんな反応をしたのか考えるより先に、彼と顔を合わせるのが無性に恥ずかしくて慌てて布団に潜り込んでしまった。

「熱でもあるのか？」

「ぎゃ、何をする!!」

　元から力の違いでは抗いようもなく、サシャの被った布団は簡単に剥がされ、小さな額にクリフの指先がひょっと当てられる。

「熱くはなさそうだけど……」

「ない！　熱なんてない！」

「その割には顔が赤いんだよなー」

「それは…っ、おぬしが『腹の音が』なんて言うから……っ」

　無理矢理理由をこじつけた。

「……ああ、ごめんごめん。でも腹減ったろ？　飯にしようぜ」

　見れば、卓上にはいかにも焼きたてのパンや新鮮な果物、湯気の上がっているスープやお茶のセットが置かれていた。たちまちサシャは自らの空腹を思い出す。

　考えてみたら昨日は殆ど何も口にしなかったような。最後に何かを口にしたのは、侯爵の晩餐に招かれて……。

「ここは、どこじゃ？」

　侯爵の屋敷の一部屋、にしてはクリフがいるのは不自然な気がする。

「えーと、情報屋由来の隠れ家ってとこかな。詳しくはあまり知らない方がいいと思う」

「？　そうなのか？」

　布団から出てみたらちゃんと寝間着だった。良く見たら広いベッドの端にサシャの旅の荷物がちょこんと置いてある。

　布団で陰を作り、手早く着替えた。頭の中でいくつもの疑問符がダンスパーティを開催していたが、とりあえず空腹を優先にして目を逸らした。何故か直視したらまずい気がしたのだ。

　支度ができたところでいつものようにクリフに卓上に運んでもらい、小さくちぎってくれてあったパンに齧り付く。

「美味じゃ！」

　空腹の手伝いもあってか、パンもスープも果物もとても美味しかった。思わず無言でバクバク食べる。

「あーーー、大変美味であった！！！」

　世にも満足そうな溜息を吐くサシャに、クリフと教授が顔を見合わせる。

「元気、そうだな？」

「うむ。この上なく正常のようじゃ」

　ふたりともなぜか深い安堵の溜息を洩らしたのが、サシャの脳に奇妙なひっかかりを覚えさせた。

　改めて、目を逸らしていた昨日の記憶を引っ張り出す。

　情報屋で倭国沈没を告げられ、傷心のまま宿に戻ったら侯爵の使いが現れ、侯爵の別荘に向かったものの母の手紙を渡しては貰えず……。

「あ、母様の手紙！」

「手紙？」

「うむ。わらわの出奔で床に臥せってしまった母様の手紙を、侯爵が預かっていると言うからわらわは……」

「あー……」

　それであんな急にいなくなったのか、とクリフは改めて得心する。と同時に、教授に向かってどうなの？　と目で訊ねた。教授は首を横に振る。

「それ、嘘だと思うぜ？」

「え？」

「サシャをあの屋敷に連れ込むために、証拠の品とか捏造したんじゃないか？」

「あ……」

　ならばあのペンダントは精巧な偽物だったのだろうか。

「見た目は思ったよりまともそうだったからな、あの男。よっぽど周到に策を練ったんだと思うぜ？」

「でも何のために？」

　サシャはきょとんとした顔で訊き返した。どうやらいかがわしい行為をされそうになったのは、薬の作用で覚えていないらしい。

「それはつまり……サシャの事が好きで手に入れたかったんだろうな」

　適当に言葉を濁した。一応歪んだ愛情の発露とも言えるだろうか。だからと言って肯定する気にはならないが。

「ふーん……」

　些か要領を得ぬ顔でサシャは頷く。

「でも……あの男の嫁にはなりたくなかったんだろ？」

　クリフに問われた途端、ヨーナスに抱き上げられていた時の不快感が蘇る。体がぞわぞわして、サシャは思わず自分の体を抱き締めた。

「うむ。彼を申し分のない相手として候補に入れて下さった父には申し訳ないが……」

　いかにも気持ち悪そうにサシャの顔がゆがむのを見て、クリフは愁しゅう眉びを開いた。

「じゃあ俺は？」

　挨拶でもするように軽い声で言った。

「………は？」

　クリフに何を問われたのか分からず、サシャはぽかんと口を開ける。

「俺を、運命の相手としては考えられないか？　と聞いている」

　あくまで平静を装って訊ねたが、その実、指先は緊張していた。

「…………え～～～～～っ!?」

「何もそんなに驚かなくても……」

　突然発せられた奇声に耳を押さえつつ、クリフは真面目な顔でサシャを見つめ返す。

「儂は外そうか？」

　状況を冷静に察して教授が気を利かせようとしたのを、クリフは片手をあげて差し留めた。

「いや、教授にも聞いといてもらいたい。その為のお目付け役だろ？」

「あ、それは言わん約束……！」

「してねーよ、約束なんて」

「この卑怯者！」

「お目付け役って何の事じゃ？」

　寝耳に水のサシャが問い質す。教授は沈黙していたが、クリフはあっさりと内情を暴露した。教授が立場を隠すのもそろそろ潮時だろう。

「つまりこの怪しいカラスはサシャの実家の計らいで、ずっとサシャを見守ってたってぇこった」

「……そうなのか？」

　サシャはじっとカラスを見つめた。カラスはふいと目を逸らす。

「色々とその方が好都合だったからの」

　不意にサシャの瞳が大きく開かれ潤んだが、彼女は泣かなかった。

「そう、であったか……」

　喋れるカラス、尚且つ元魔道士なんて、サシャ同様に稀有な存在だ。幼い頃に知りあったとは言え、心のどこかで人為的な何かを感じていたのかもしれない。サシャは冷静な自己分析で、生じた哀しみを飲み下す。

　重苦しい沈黙を振り払うように、クリフは会話を元に戻した。

「だから……今はサシャの後見人的立場として教授にも聞いておいてもらいたい。俺はこんな風来坊だけど…このままサシャといて、一緒に幸せになりたいと思ってる」

　クリフのいつになく真剣なまなざしが、サシャを落ち着かなくさせた。

　クリフは嫌いじゃない。寧ろ一緒にいるととても安心できる。とは言えそれが恋愛と結びつくかと問われればよく分からない。運命の相手を夢見ていても、サシャ自身、恋愛経験は皆無だった。

　とにかく大きくなってから、というのが当面の目標だったので、小さいままでも誰かに愛されるかもしれないなんて、完全に想定外だったのだ。

　そもそもクリフの好意が、サシャに対する同情や憐れみではないと、誰が言い切れるだろう。

　と言うか、クリフは自分を好き、なのだろうか……？　今の彼の言葉は愛の告白と受け取って良いのだろうか？

　サシャは完全に混乱し、戸惑いの表情を浮かべていた。しかし、教授が発した一言が彼女を嵐の渦中に放り込む。

「若造、それは昨夜の責任をとって、とかそう言う事か？」

「え？」

　クリフが答えるより早く、サシャの耳が反応した。──昨夜？

「どう言う意味じゃ？」

　サシャの疑問に、クリフは動揺を隠せない。

「え？　それはその……余計な事言うな！　この鳥類！」

「なんだと！　鳥類を愚弄する気か、貴様!?　悔しかったら飛んでみるがいい！」

「今はそんな話じゃないだろ!?」

　話がずれている。そもそも本来教授は人類ではなかったか。

　変な方向で争い始めたふたりを尻目に、サシャは昨夜の記憶を探った。

　モウルの別邸で夕食に誘われ、途中で気分が悪くなり客間の寝室に運ばれた。そして……どうもそこから記憶が曖昧になっている。

　たぶんその後、クリフにここに連れてこられた気がするが……ざわざわと気色悪い感触に意識は朦朧とし、必死に耐えていた。

　そんな時に夢の中でクリフが現れ……。

　あ？

　あれは夢、だったよな？　クリフがサシャと同じくらいの大きさになり……でもそんな筈ないし、だからあれは夢だと……。

「昨夜……何かあったか？」

　サシャの低い呟き声に、一羽とひとりがびくりと固まる。

「わらわに……何かしたのか？」

　クリフの顔から血の気が引いた。

　あれは夢の筈。あんなことある筈がない。あんな…あの時自分は……

　生々しく蘇る肌触りと快楽の感触に、サシャの顔に血が上った。その様子を見て、クリフはぎくりと肩を強張らせた。

「……思い出したのか？」

　恐る恐る訊ねる。何を、とは怖すぎて聞けなかった。

「クリフは……小さくなれるのか？」

「！！！！」

　クリフは思わず音を立てて椅子から立ち上がり、勢いで手にしていたティカップを取り落した。カップは床に落ちて、絨毯に染みを作る。しかしクリフはそれどころではない。

「違うんだ、あれは──！」

　釈明しようとするが、狼狽のあまり言葉が続かない。

「夢……、ではなかったのじゃな？」

　ぽつりと呟くサシャの瞳から大きな雫が流れ落ちた。

「サシャ、聞いてくれ！　あれは………っ！」

「出てけーーーーー！！！」

　サシャは手にしていたお茶のカップをクリフに向かって投げつけた。

　そのまま辺りにあるものを手当たり次第に投げつけようとするが、サシャの大きさでは投げられる大きさのものなどそうなかった。悔しさのあまり、手をぶんぶん振って泣き叫ぶ。

「出てけ！　誰の顔も見たくない！　出ていかぬのならわらわが出てく！」

　そのままテーブルから飛び降りようとするのを、クリフが慌てて止めた。

「わかった！　出てく！　出てくからそんな高さから飛び降りるな！」

　抱き上げて安全な場所に移動させようとするのも叶わず、やむを得ず教授共々部屋を飛び出した。

「逃げるのか！　若造！」

「だったらあんたが残れよ！」

「イヤじゃ！　怒ったサシャは怖い！」

「情けない事言うんじゃねえ！」

　言い争いながら、それでもサシャの前から姿を消したのは、彼女の気持ちを慮ったからだった。

　どんな理由があったにせよ、自分の意志とは関係なく肌に触れられたのだから、動揺し混乱し、怒りを覚えても当然である。それ以上にショックだって大きいだろう。当面、相手の顔なんて見たくない筈だ。

「……時間が経って、少しでも落ち着いたら、また話す」

「落ち着く、かの」

　共犯の教授も苦渋の声を出した。

　クリフは上着のポケットに手を突っ込んで答えた。手の中に、市場で買ったものが握られている。彼は目を閉じて壁に凭れ、室内にいるサシャの胸中を想った。基本的に前向きな少女だ。よもやショックのあまり自害なんてしないだろうが。

「祈るしか、ないだろ」

　今の自分にはもう何もできない。それだけが事実だった。
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「ふ、ふえ～～～ん……っ」

　誰もいなくなった室内で、サシャはその場にうずくまって泣き出す。

　信じたくなかった。

　夢だと信じていた行為の中で、彼は限りなく優しくて、サシャは信じられないほど気持ち良くうっとりとしていた。

　そんな恍惚の表情を、あられもない仕草を、現実に見られていたと思うと猛烈に恥ずかしい。この世から消えてなくなってしまいたい。

　嵐のような羞恥と動揺の後、改めて教授の言葉が蘇ってきた。

（それは昨夜の責任を──）

　そう、なのだろうか。

　何らかの事情によって、何らかの手段を用いてサシャとあんな行為に至ったから、それでクリフはあんな事を言い出したのだろうか。

（ずっと一緒にいて──）

　嬉しかった。そうできればどんなにいいだろう。だけど……。

　それが責任感や思いやりに起因するならば、話は別である。

　そこまで考えて、新たな謎が湧いて出た。

　クリフはどうやって小さくなったのだろう。それとも、自分が一時的に大きくなったのだろうか。

　だとしたらどうやって？

　ここにきてようやく浮かんだ、至極真っ当な疑問である。

（まずは、聞かねばならぬ、か……）

　今でも考えれば顔から火が噴きそうになるが、彼がそんな行為に至るにはそれなりの事情もあったのだろう。

『信じてくれ。君を傷付けないと約束する』

　夢だと信じていたあの時、彼は真剣な顔でそう言った。

　彼としても切羽詰まった状態だったのかもしれない。

　それに、両親と通じていたと言われた今でも、まだサシャは教授を信じていた。

　どんな事情があってサシャの傍にいたとしても、彼と過ごした数年間は、教授を信じるに足ると思うのに十分な時間だった。騙されていたとは言え、サシャにとって彼はまだ友人だった。

　そんな教授が、クリフと共謀してまでサシャに害を為そうとする筈がない。

「まずは彼らの言い分を聞く。話はそれからじゃ」

　未だ叫びだしたくなるような衝動を胸に抱えているとはいえ、どこまでも真っ直ぐな気性のサシャであった。
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　数時間後、サシャの泣き声や叫び声が途絶え、静かになったのを確認しながら、クリフと教授はそっと部屋の中を窺う。

　卓の上では狂暴な目つきをしたサシャが待っていた。

「遅い！」

「は？」

「さっさと釈明に来んかと言っておる！　わらわは待ちくたびれたわ！」

　とりあえず、ショックのあまり自傷行為に走るような少女ではなかったと知って、クリフは胸を撫でおろす。更にどんなにショックなことがあっても、自力で立ち直ろうとする姿に感動した。

　彼女は、強い。

　簡単に踏みつぶされてもおかしくない風情なのに、簡単には折れない強い心を持っている。

　その事実が、クリフの胸を熱くする。

　とは言え瞳はまだ赤く充血し、クリフの顔をまともに見ようとしないのは、年頃の娘として当然だろう。強くあろうとしているだけで、決して図太い訳ではないのだ。

「つまり……」

　クリフは躊躇いながらも大まかな経緯いきさつを説明する。

　一緒に来た教授は、自分が口を挟んでは却ってややこしくなると悟ったのか、だんまりを決め込んでいた。

「……というわけだ」

　一通りの説明を聞き終え、サシャは俯いたまま「わかった」と一言だけ答えた。

「サシャ……？」

　彼女の肩が震えているのに気付き、クリフは思わず声をかける。

「わかった、と言っておる」

　しかし彼女はそんなクリフの言葉を振り払うように言った。

「不可抗力だったのじゃろう？　だったらわらわは何もなかった思って忘れる。だからクリフも忘れてくれ」

　サシャにとってはそれが精一杯だった。

　しかしクリフにとっては違う。

「サシャが……忘れてほしいと言うならそうする。だけどそれとは関係なく、俺はサシャといたい」

「どうして？」

　俯いたまま泣きそうな声が問いかける。その時初めてクリフは自分が肝心な言葉を伝え忘れている事実に気付いた。

「サシャが好きだからに決まってるだろ！」

　つい大声になってしまったのは、気付いて貰えないもどかしさだったかもしれない。

　ずっとずっと、クリフ自身はそれを大前提に話してきたのだから。

　しかしサシャは納得しなかった。

「嘘じゃ！」

「なんで嘘なんだよ!?」

「だって……こんなわらわを好きになるものがいるわけないではないか！　何一つまともにできんのだぞ!?　今回だってたまたまうまくいったかもしれんが、今後子作りだってできるとは限らん！」

「だーーーーっ！！！　誰もそんな風に言ってないだろうが！」

　売り言葉に買い言葉。その場にいる教授が口を挟む余裕さえなく、ふたりの会話は険悪になっていく。

「……そうか。コルトーの財産狙いか」

　クリフと話を続けるのが苦しくて、思ってもみなかった言葉が転がり出た。

「本気で、そう思っているのか？」

　怒りに満ちた声がサシャの胸を締め付ける。違う、本気でそんな風に思った訳じゃない。

「わらわは……」

　何かを言おうとしたが言葉は出てこなかった。そんなサシャの体に覆いかぶさるように、クリフの苦しげな声が降ってくる。

「そんな、自分を卑下するような言い方するな。確かに俺達は大きさが違うかもしれないけど……俺はサシャと旅していて楽しかった。あんたが嬉しそうにすると俺まで嬉しくなったし、泣きそうな顔を見ているのは辛かった。あの変態野郎に触れられそうになったかと思うと、今でも腸が煮えくり返るよ。それじゃ駄目か？　一緒にいたい理由にはならないか？」

「………」

「サシャを、不可抗力だったとは言え傷付けたのは謝る。だけど俺は──」

「あれは！　忘れろと言った筈じゃ！」

　それに嫌だったわけではない。むしろ嬉しかったのが恥ずかしくて、でもそんな事、口が裂けても言えなかった。

「と、とにかく！　わらわは大きくなって、それから運命の相手と結婚するのが夢なのじゃ！　大きくなるまで誰とも約束なんかせん！」

　だから必死で駄々を捏ねた。しかしクリフは堪えない。

「じゃあこうしよう。このままサシャが大きくなる方法を探す。で、大きくなれたら俺と結婚する。どうだ？」

「そんな……！　大きくなんていつなれるか分からんのじゃぞ？」

「いいよ、俺は。七十歳になっても百歳になったとしても、あんたと一緒にいられるならそれでいい」

　さすがにこの言葉には呆気にとられる。

「そなた……そんなに気の長い男じゃったのか？」

「ああ、俺も結構驚いている」

　クリフは何故か嬉しそうに笑った。実際、嬉しかったのだ。またこんな風に誰かを好きになれるなんて、思ってもみなかった。

「サシャは勇気があって純粋で、生を楽しむ術を知っている。俺はそんなサシャといるのが幸福なんだ」

　そう言われて初めて気付いた。

　確かに彼は「一緒にいたい」とか「幸せになりたい」とは言った。けれど「サシャを幸せにしたい」とは言っていないのである。

　聞きように寄っては不誠実とも取れるかもしれないが、あくまでサシャを対等に扱っている証拠でもあった。

　再び泣きそうになって、サシャは長年の友であるカラスに目をやる。

　どうしよう。

　カラスは静かな声で言った。

「いいんじゃないか？　これでなかなか便利な男じゃ。傍に置いておいても損はあるまい」

　教授にそう言われて、サシャの胸の中の頑なな気持ちがぐらついた。

　本当にいいんだろうか。こんな体のまま、幸せを望んでしまったとしても。

（幸せにおなり）

　耳の奥で祖母の声が反響した。

　クリフと一緒にいたい。幸せになりたい。

　そんな気持ちがあるのを自覚し、サシャは頬を染めながら呟いた。

「……少し屈め」

「え？」

「いいからそなたの顔を貸せと言っている！」

「顔？」

　不得要領の顔をしながら言われるまま、屈んでサシャに顔を近付けると、サシャはふわっとクリフに近付き、彼の唇に自分の小さなそれを押し当てた。

　ほんの一瞬触れたそれは、あっという間に遠のき、目の前には顔を真っ赤にして唇を腕で隠したサシャが立っている。

　キスされたのだ、と三秒後に気付いて、クリフはこの上なく幸せそうな顔になった。

「婚約成立、だな」

　そのまま浮かれた顔でサシャを抱き上げると、自分の胸元に抱きしめて踊り出す。

「バカ！　何をしておる！　離せ、離さんか!!」

　振り回されるサシャは堪ったものではない。目が回りそうになって、彼の胸にしがみ付いた。

　その頬に、こつりと固いものが当たる感触がする。

「クリフ、痛い……」

「ああ、ごめんごめん」

　そう言って、クリフは首にかけてあった曾祖父の形見の服の中から取り出した。

「それは曾祖父殿の……」

　情報屋のいる酒場で見た、銀製の変形十字クロス。

「ちょっと待て！　それは～～～～～っ」

　その時素っ頓狂な声を出したのは、その場に取り残されていた教授だった。

「あ？　これがどうかしたか？」

　クリフはサシャをそっとテーブルの上に戻すと、怪訝そうに教授に向き直る。

「どうしたかではない！　お前、そのクロスをどうした！」

「どうしたって、曾爺さんの形見だけど。なんか冒険の戦利品だとか言って死ぬ間際に寄越したんだ」

　何の迷いもなく目の前に突きだされて、教授の声が低く震えた。




「それが…ウチデノコヅチじゃ……」






９．ハッピーエンド






　教授の衝撃の言葉に、今度はサシャとクリフの目が丸くなる。

「う、嘘だろ？」

　クリフの額を冷や汗が流れた。この数ヶ月、散々探し回った物が目の前にあったとは。

「こんな事、嘘や冗談で言えるか！　そもそもおぬしがとっととそれを儂らに見せておれば……！」

「だって、曾祖父ひいじいさんからは滅多に人に見せるなって言われてたし！」

　これはお守りだと思え。人に見せたら効力はなくなるぞ、とか何とか。いつも本気で冗談を飛ばす人だったから、どこまで本気だったかは定かではないが、それでも一応遺言付きの形見として、人に見せず身に着けていた。

　しかし元々初めて『倭国』の名を聞いたのは曾祖父の口からだった気がする。大体、クリフの周りでそんな荒唐無稽な話をするのは曾祖父くらいしかいなかったのだから。

（って事は何か？　じーさん、実は沈む前の倭国に忍び込んでたのか？）

　ありそうな話だった。

　鎖国している魔道の国なんて、いかにもあの曾祖父が飛びつきそうな話ではないか。

「ならば……わらわは大きくなれるのか？」

　震える声に、クリフは我に返った。

　そうだ、今肝心なのはこれがサシャにとって有益かどうかだ。

「試す価値はあるじゃろう」

　重々しい教授の声がそう宣言する。

　サシャの体が緊張で固くなり、声は失われたままだった。

「試してみるか、サシャ？」

　もちろんだ。その為に家を出て旅をしてきたのだから。そう思うのに声が出ない。

　そんな彼女の背中に、クリフの温かい手が当てられる。

「サシャ」

　名を呼ばれて、サシャはクリフを見上げた。

　いいのだろうか。今、こんな形で夢がかなうなんて──。

「自分でお茶を、淹れるんだろ？」

　優しい瞳が微笑む。

「ひとりで……グラシーにも乗ってみたい。あと、木に登ったり川で舟を漕いだり…」

「なかなかワイルドだなあ」

　クリフが笑い声を上げた。

　夢見ていたひとつひとつが次々と浮かんでは消えていく。

「──クリフと、手を繋ぎたい。ちゃんと手を繋いで、並んでゆっくり歩きたい」

　そう言って、彼の顔を見上げた。子供っぽいと笑うだろうか。

「ああ、そうしような」

　目の前の幸運に、怖じ気づきそうになるサシャを、包み込むようなクリフの笑顔が支えた。

「決まり、じゃな」

　教授の声に、サシャは強く肯く。

「幸い三日後が満月じゃ。魔力が最も高まりやすいその日の真夜中に術を行う。場所はこの部屋で充分じゃろう。それまで儂は体力を温存しておくから、おぬしらはいくつか必要なものを準備しておけ」

　そう言うと、教授は魔術に使うのに必要な石や香木の名をクリフにメモさせた。バディアックは交易の要都市であり、様々なものが集まる場所だから、エルに訊けば入手は難しくないだろう。

「あんたの方こそ大丈夫なのか。その、立て続けに大きな術を使って」

　魔術を行うには相応の集中力や気力体力を要する。ふと心配になってクリフは教授の顔色を窺うが、当然カラスなので黒い色しか分からない。

「侮るな、若造」

　それが彼の答えだった。

　表情が変わらぬカラスの、不敵な笑みが見えた気がした。
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　それまでの数日、サシャとクリフはふわふわと足元の覚束ない状態で過ごした。

　大きくなれれば何をしよう。そんな話をしたいものの、期待しすぎてうまく行かなかった場合を考えると、怖くなって何も言えなくなってしまう。

　モウル侯爵の追手に見つからぬようにと敷地内を散策しながら、ぽつりぽつりと他愛ない話をするが、何となく言葉は途切れがちだった。

　クリフはそんなサシャを見つめては、胸にとどめてある言葉を告げようかどうしようか迷っている。

「サシャ」

「なんじゃ？」

「実は渡しておきたいものがあって……」

「ん？」

　草むらで馬に草を食ませながら、ふたりは林檎の木の根元に腰かけていた。

「ロイドんとこから戻って、俺、市場に行ったろ？　その時買ったものなんだけど」

　そう言いながらポケットから紙袋を取り出す。

　彼は小さな紙袋を開けると、純白の繊細なレースリボンを取り出した。

「それは……」

　問いかけるサシャの頭に、ふんわりとそのレースをかける。

「あー、花嫁衣裳？　その、戻ったらその場で求婚するつもりだったからさ」

　照れくさいのか、人差し指で鼻の頭を掻きながらそっぽを向く。

　市場で売っていたくらいだから決して高いものではないが、細い絹糸を使ったラッセル織に小さな薔薇のモチーフが散らされいて、とても美しい。

　サシャは真っ白なレースに包まれて、甘い幸福感に酔いそうになる。

「でも、大きくなったら必要なくなるな。リボンにするにしても小さいだろうし」

「そんな事ない！　大事にする！　だから……これはもうわらわのものじゃ」

　サシャの真っ直ぐな声に、クリフは照れたように笑った。

　草むらに置かれたクリフの指先を、サシャはきゅっと握る。

「どうした？」

「いや、あの……」

　何故かもじもじしながらサシャは答えた。

「やっぱり、指を絡めて手をつなげる方が良いな」

　一度だけ、経験してしまったからこその望みだった。

　その言葉が件の夜の経験から生じたのだと気付き、クリフは沈黙する。

　正直触れたいとは思う。できれば最後まで彼女を自分のものにしたい。

　けれど、サシャは……自分の意に染まず行為に及んだことで、知らず精神的拒否感トラウマができているのではないだろうか。

　そんな不安がクリフの心に苦い染みを作る。もちろんあれは彼女を助けるためだけにやったのだし、それ自体は後悔していないのだが。

「あの、さ、サシャ」

「ん？」

「俺に触れるの……っていうか触れられるの、イヤじゃないか？」

　あらぬ方向を見て言った。

　サシャに、好かれているとは思う。でも年頃の少女にとって、精神的な好意と直接的な行為とは別かもしれない。

「？　別に？　嫌ではないが？」

「そ、そうか」

　とりあえず嫌がられてはいないらしい。さしあたりホッとする。たとえそこに性的意味が含まれていないとしても。

　しかし、クリフの複雑そうな表情に、サシャは自分の言葉を疑われたととったらしい。

「本当じゃぞ？　あの侯爵に触れられた時は正直悪寒が走ったが、クリフに抱かれるのは最初から全然平気じゃ」

「触れられたって……！」

　嫌な想像をしてクリフの顔が気色ばんだ。

「クリフが訪ねてきて階下に降りる際な。仕方ないじゃろう。用意された装飾過剰のドレスを着せられていたし、自分で階段を下りるわけにもいかん。扱いは丁寧ジェントルじゃったがどうにも……」

「ああ、そう言う意味か」

　鬼の形相が安堵に解ける。

　悪戯されかけた事は覚えていないらしい。思い出したらそれも嫌な記憶として残るだけだろうから、そこには触れないようにしておく。

「クリフこそあの時……」

「あ？　あの時って？」

「倒れた侍女を助け起こしていたではないか」

　思い出すとむかむかしてきた。

「あれは俺が急に立ち止まったから」

「分かっておる！」

　分かっていたけど我知らず声は尖った。そんなサシャを見て、クリフはあっさりその意味を看破する。

「……もしかして、妬いてたのか？」

「な！　そんなわけあるか！！！」

　真っ赤になって否定したが無駄だった。サシャは横を向いてそれ以上何も言わなかった。

　クリフは額に手を当てて笑いだす。

「俺もだよ。あの男に抱かれてたサシャを見て、頭に血が上ったんだ。しょうがないなあ、俺達」

「わらわは違うといっておるではないか！　一緒にするな！」

　ムキになって言いかえしたが、所詮は同じ穴のムジナである。クリフも妬いていたのかと思うとちょっと頬が緩んだ。

「もしサシャが大きくなれて、晴れて恋人同士になれたとしたら──」

「ん？」

「すぐにじゃなくていいんだ。サシャがそうしたいと心から思えた時、俺はサシャに触れたい。その──男として」

　クリフの言わんとするところが、じんわりと耳から胸に沁み込んできて、サシャの全身が熱くなる。

「いいか？」

　あくまで気負わない声でクリフは訊いた。

「……うん」

　蚊の鳴くような声が答える。

　そのまま、クリフが自然に体をかがめると、サシャは何も言わずに彼の手の平に乗り、木漏れ日が降り注ぐ中、ゆっくりとキスをした。
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　満月が天空の一番高い位置に達した時、教授の詠唱はクライマックスを迎える。

　サシャは環状に置かれた鎖の、トップに着いたウチデノコヅチを正面にして寝台の真ん中に立っていた。他にも香木や魔力を帯びた石が彼女を囲むように、円とそれに内接する五芒星の形で並べられている。

　並べられた石からは金色の光が立ち上がり、彼女を包むように螺旋を描いていた。

　磨かれたウチデノコヅチも銀色の細い光を発し、ゆるりと光の幕を織り上げている。

　さまざまなアイテムの真ん中に立ったサシャは、静かに目を閉じていた。唇が僅かに開いている。

　やがて抑揚をつけた詠唱呪文に倣うように、光の線はその隙間を埋め、中のサシャを隠し始めた。

　光の幕がゆっくりと膨張し始める。

　ウチデノコヅチが発する銀の光は、その膜の周りをグルグル回りながら明滅していた。

　カラスが発するとは思えない、低く重低音の呪文が部屋中に響き渡り、いつしか光の塊がちょうど普通の人間の少女が入れるくらいの大きさになると、金の光が薄れ始め、代わって銀色の光が強く点滅を繰り返し、一瞬爆発のような閃光を発して消えた。

　光の中にはクリフと同じサイズの少女が横たわっている。

「お前も経験しているからわかるじゃろうが、固体質量変換の術は本人の体にもかなり負担をかける。しばらく休ませてやるがいい」

　そう言いながら、教授自身も力を使い果たしたのか、止まっていたテーブルの上に倒れ伏した。

「おい！　教授！」

　邪魔にならないよう、部屋の端で待機していたクリフは慌てて駆け寄る。

　しかし体は温かいし、胸部に触れると微かに鼓動も感じる。疲労困憊で倒れただけのようだ。

　クリフはカラスをそっと抱き上げると、ソファのクッションの上に彼を置いて布をかけた。

　そうした後で、いささか緊張しながら大きくなったサシャに近付く。

　裸体で術に臨んだ彼女は、しどけない恰好で目を閉じたままだった。

　教授の言う通り慣れぬ大きさの体に負荷がかかっているのだろう。

　十分な重さを伴った彼女の体を、クリフはぎゅっと抱きしめて「おめでとう」と耳元に囁く。

　クリフは用意してあった寝間着を彼女に着せると、ベッドの上を片付けて彼女をシーツの中に横たわらせた。

　ウチデノコヅチは粉々に砕けていた。

「あはは、使い捨てか」

　もっとももう必要はないだろう。幸運のアイテムを残してくれた曾祖父に、改めて感謝する。

「ああ、綺麗な月だな」

　窓の外には天を下ってきた満月が煌々と煌めいていた。

　クリフは音ひとつしなくなった静かな部屋で、ひとり、この上ない喜びを噛み締めていた。
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　サシャはなかなか目覚めなかった。

「大丈夫じゃ。体が今の状態に慣れるまで、時間がかかっておるだけじゃ」

「それならいいけど……」

　さすがに三日を超えると不安も湧いてくる。とは言えサシャの顔は血色もよく、呼吸も安定していた。目覚めないだけだ。

　こういう状況になると、この別宅に隠れていられるのは有り難い。

　食事などは管理人の老人が準備してくれるし、それ以外は放っておいてくれるから第三者に煩わされる心配もない。

　エルは時々様子を見に来てくれたが、何も言わなかった。

　突然現れたように見える眠り姫に、着替えや身の回りの物を用意してくれたあたりはやはり気が利いている。

　更に五日経ち、さらさらと音のない細い雨が降る日、クリフはさしたる用事もなく、飽きもせず眠るサシャを見ていた。

　傍らでは先に回復した教授が、クリフ経由でエルに調達させた古語文献を読み耽っている。

「なあ……」

「なんじゃ」

「あんた、実はそんなに年寄りじゃないよな」

「……歳の話はした覚えはないが」

「ああ。でもその話しぶりで何となく年寄りだと思い込んでいた。でも年の割には元気だし滑舌もいい。サシャが小さい頃からその姿だったとしても…まだ五十には届かないんじゃないか？」

「……おぬしは本当に変なところだけ聡いのう……」

　教授は呆れたように溜息を吐く。

「聡いついでに聞いちまおう。本当は、あんた自身がサシャの誕生にかかわっているんじゃないのか？」

「………」

「答えたくなきゃそれでもいいけどさ」

　鳥類の外見をもつ教授の顔に変化は見られない。

　しかしどこか苦い空気が流れている事に、クリフは気付いていた。

「おぬしはいつ自分の素性をサシャに話すのじゃ、クリフォード・ランドール・ヴィ・レティエ？」

「お、おまっ！　なんでその名前を！」

「当たり前じゃろう。大事なコルトーの娘の相手じゃ。素性ぐらいコルトーに調べさせたわ。もっともランドール家の出奔中の王子を探すより冒険家エーレンフリートの身内で探る方が早かったがな」

「あー……」

　クリフは右の手の平で顔を覆う。レティエは母の旧姓である。旅のさなかで身分を晒しても何一つ利点はないので、母の旧姓をそのまま使っていた。

「ずっと黙っておる気だったのか？」

「勘当中の身だ。言えるわけないだろう」

「表向きにはそう聞いておらんが。故あって行方不明とかなんとか」

「当たらずとも遠からず？　『旅をして暮らしたい』って言ったら反対されたから縁を切って出てきた。事実上はもういない人間だよ」

　王族が旅暮らしなど以ての外である。真実を隠して城を出るにはもってこいの理由だった。旅に出てみたいのは本当だったから、地位や身分は自由と引き換えの代償だ。特に後悔もしていない。クリフ自身は王族と言う立場にまったく関心がなかったし、兄は夫としてはともかく王としては申し分なく有能だった。

「そうは言ってもサシャの父親はお前の名を知っておったぞ？　高地のランドールと言う国には鎮静剤や呼吸器系に効く良い薬草が採れるそうじゃの」

「商えるものと言えばそんなもんくらいしかないからな」

　コルトーより南西に位置する小さな山間の故郷を想い出し、クリフは気が重くなる。確かにサシャと結婚するなら肩書きを使うのは有利だが、正直それは気が重い。人知れず許されぬ罪を犯して、もう二度と戻らないと決めた故郷だった。

　よしんば帰ったとしても、義姉は嬉しくないだろう。クリフとて誰も知らないとは言え、罪の意識がないわけではない。

　もっとも一応王族の一員の義務として、完全に縁を切る事は許されず、各地を旅してはその土地の動向などを極秘裏に送っている。小国にとって、情報は何よりの自衛手段に繋がるからだ。

　そんな複雑な自分の立場を、コルトー家にどう説明したらいいものか。もちろんすべてをバカ正直に伝える必要はないだろうが。

「おぬしが今に至るいきさつはこの際置いておくとして、コルトー家の係累に交わる可能性があるのなら、それなりに基礎教養があるのは損ではないと思うがの」

「まあ、楽観できる材料はそれくらいだな」

　一応小さいながらも一国の王子である。幼い頃から礼節に則った立ち居振る舞いや最低限の知識は叩き込まれている。……旅の日々でどれだけ抜け落ちているかはともかく。

「まあ、そういうな。儂はおぬしを買っておるんじゃ。あのサシャに相応しい相手としてな。つまり──コルトーの娘としてではなく、あの猪突猛進で勇敢な娘の相手として、という意味だが」

　クリフは眠り続けるサシャに目をやり、改めて教授に向き直った。

「あんたの正体が何であれ、サシャの本当の友達だってことには感謝してるよ」

「ふん。おぬしに言われるとは儂もみくびられたもんだな」

　喧嘩腰のやりとりはもうふたりの間での定型デフォルトだった。

　音のない雨が、室内に心地のいい沈黙を運び込む。

　クリフは再び眠る少女の枕元に立って、その顔を覗きこんだ。

「おーい、早く起きろよ。たとえ何があっても、あんたとなら乗り越えて見せるからさ」

　ふたりで話したい事もやりたい事もいっぱいあった。コルトーの家にも一旦は帰らなければならないだろう。

　けれどそれらはすべて彼女が目覚めてからだ。

　丸みを帯びた柔らかい頬を指でつつく。

「だから、早く起きていつもみたいに笑ってくれよ」

　最後の方は囁く声になった。

　雨はやまない。




　そして、サシャが目を覚ましたのは更にその十日後の朝だった。
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「本当はね、知ってたんじゃないかと思うのよ、あのこ」

　悲しげな笑みを浮かべて、窓際に立つ人は言った。

　カラスは続きを促すように彼女を見つめる。

「……ホムンクルスなんかじゃない。本当は…正常な大きさに生まれた我が子を、私がわざわざ小さくしたんだって」

「実際に手を下したのは儂じゃ」

　自分が彼女に頼まれるまま術を施したりしなければ、あの娘が小さくなることはなかった。人として有り得ぬあの大きさで、今まで健やかに生きてきた事自体が奇跡に近い。

「あなたにも……罪を背負わせてしまったわね、カクスレート。わたしと友人だった…それだけのために」

　彼女自身、僅かではあるが魔術の素養があったため、結婚前の短い期間ではあるが、錬金塔に在籍した事がある。共通点がなさそうで、どこか馬が合ったふたりの間に友情が生まれたのは、これも奇縁の類だろう。

「関係ない。自らの魔力を過信した己のせいじゃ」

　事実、彼は幼い頃から神童と謳われ、錬金塔では類を見ない実力の持ち主であった。だからこそ、自分に不可能はないと驕っていたのだ。

　そして目の前の女性の願いを叶えたかった。

　彼女は──愛する夫との子供を何度も身籠もっては、流産と死産を繰り返していた。その度に精神的にも肉体的にも傷付き、ぼろぼろになっていった。

　年齢的に恐らくは最後になるだろうその子供を妊娠した時、何が何でも無事に産んでみせると彼女は誓う。その為なら、どんな倫理に反する手段でも使ってみせると。

　実際、彼女が腹の子を胎内で育てる力は不足していた。そのままでは遠からず酸素や栄養が不足し始めるだろう。

　腹の中にいる子は小さくされた。母親から得られる栄養や酸素が、足りずにすむように。生まれてくる時の抵抗を少しでも少なくするために。

　もちろん簡単な魔術ではない。錬金塔でもずば抜けた腕と知識を持つカクスレートがいたからこそできたわざだった。

　慎重に慎重を重ね、かくして赤子は通常より小さめの体で無事生まれた。

　しかし生まれ落ちた時点で解呪する筈の術は、なぜかそのまま赤子に作用し続ける。

　普通より少し小さめに生まれた娘は一年をかけて、人ならぬ手の平に乗る大きさまで縮んだ。

　何かに掴まって立ちはじめる頃には、ネズミほどの大きさしかなかった。

　それでも赤子は健やかに育っていた。風邪ひとつひかず、その大きさ以外はなにひとつ普通の赤子と変わらぬ成長を見せる。

　そうして娘は隠された。その大きさゆえに。

「でもね、本当はわたし、嬉しかったのよ」

「どう言う意味じゃ？」

「こどもは…いつか親元を離れて飛び立つものでしょう。でも、この大きさならずっとわたしのそばにいてくれる。ずっとどこにも巣立たず私の手の中で可愛がってあげられる。それが…心の底でとても嬉しかったの」

「………」

「ひどい母親ね」

　彼女は、すべての罪をその身に背負ったまま、笑う。

「でも……きっとあのこは知っていたんだわ。知っていて、けれど優しい子だから……自分の力でそんな母親のエゴを乗り越えるために、出ていってしまったのよ」

　それは確信だった。

　実際にサシャが事実を知っていたとしても知らなかったとしても、何も言わずに自力で未来を掴もうとしていた。それが、母親を傷付けずに済むたったひとつの方法として。

「そしてあなたにも……ずっと重い荷物を背負わせる羽目になった」

　カクスレートとて、本来赤子が生まれた時点で終わる筈の魔術がとまらなくなったのだ。彼は持てる限りの知識と魔力を総動員してサシャの縮小化を止めようとした。しかし何とか一年後には止まったものの、元の大きさに戻せなかった。

　二度と、失敗はできない。

　同時に、サシャを守らねばならない。

　そう固く決意し、今度は自身を被験体にして研究を推し進める。

　カラスという異形になったのは、その実験の一端に起因していた。

　鳥類から人に戻る術がなかったわけではない。

　しかしその外見になった時、改めて彼は決意したのだ。この姿でサシャを守ろうと。

　それから十年余の時が過ぎた。

　サシャは決断し、旅立つ。

　母親はカクスレートから娘の決意を聞いて、椅子に座りこみ、手の平で顔を覆った。

　いつかこんな日が来るかもしれないと、母親の勘が囁いていた気がする。いつだって、まっすぐ未ま来えを見つめる娘だった。

　指の間から重たい息が漏れる。母親として、止めるわけにはいかないと知っていた。無理やりにでも止めれば優しい子だから諦めるだろうが、娘の精神の一部は死んでしまうだろう。

「きっとあの子はお義母様に似たのね。好奇心旺盛で…どこまでも前向きで不屈な方ですもの。凡庸な私とは大違いだった」

　己を卑下するでなく、彼女は淡々と事実を述べる。

「そうとばかりは言えぬのではないかな」

「え？」

「何度傷付いてぼろぼろになっても愛する夫の子を産もうとしたのは誰じゃった？　サシャのあの果敢な無謀さはそなたそっくりじゃ」

　実際あの妊娠と分娩で、母体が無事である確率は限りなく低かった。胎児の縮小化は母体を守る為でもあったのだ。

　彼女は僅かに目を見開いてカラスを見つめると、目尻に皺の出来た顔で、静かに微笑んだ。

「ありがとう、カクスレート」





◇






「かあさま…？」

　目覚めた時、何故か分からぬまま、目尻に涙が滲んでいた。

　夢を見ていたのだろうか。何も覚えてはいないけれど。

　目に映るのは光。まだ夜が明けたばかりの、淡い陽が彼女に射している。

　目だけを動かして傍らに目を向けると、愛しいひとがベッドの淵に頭を伏して眠っていた。

　サシャはこれ以上なく幸福な気分に包まれて、彼の頬に手を伸ばした。






10．エピローグ・語られない秘密






　その日は朝から屋敷中がばたばたと大騒ぎだった。

　何せ病弱で使用人の前にもほとんど顔を見せなかったコルトー家の息女が、突然婚約を発表したのが二年前、そしてとうとう婚礼の日となったのである。

　できる限り身内のみの簡素なもの、の予定だったが、コルトー家と言えば薬商都市では屈指の名家なのである。当然祝いの品はどんどん届くし、一言でもお祝いを、と事前に訪ねてくる者も後を絶たなかった。

　それでも国を挙げてとまでならなかったのは、ひとり娘とその婿は後継外と発表され、コルトーの跡継ぎとして縁戚筋の優秀な青年が養子として迎えられたからだ。娘夫婦は相応の財産は相続するものの、それはあくまで病弱な娘を支えるための処置とされた。

　莫大な財産と、ギルドに深い人脈を持つコルトー家に、娘婿とは言えどこの馬の骨とも分からぬ青年が参入すれば当然周囲は黙っていない。肝心の娘とて病弱を理由にずっと表には出てきていないのだ。突然親交の薄い娘夫婦が後継者として現れた場合、上辺は歓迎しても不満や不安を抱く者は多いだろう。それならいっそ、初めから後継者問題と財産相続は切り離しておいた方が余計な混乱を招かずに済む、と当人たちを交えて話し合った結果だった。

　花婿の素性は詳らかにされなかったが、公表できぬ事情をもつ高貴な血を引く一族の者、という噂だけが駆け巡っていた。もちろん事実を知りたがる者は後を絶たなかったが、現当主であるコルトー公爵に「察して下され」と一言微ふ笑くまれたら、それ以上追及するわけにはいかない。薬商ギルドの要でもあるコルトー家は言ってみればレダにおいて有数の実力者で、逆らえる者はそういなかった。

　せいぜいが物わかりのいいふりをして、いかにも知ったかぶりの推測を披露するのが関の山である。

　立場上、クリフは一度だけ社交界の一端でモウル侯爵と顔を合わせる羽目になったが、侯爵は何も言わなかった。ただ、大きくなったサシャを見てこの上なく哀しそうな顔をしただけだ。

　そんなこんなで多くの参列希望者を断って、結婚式はコルトーの邸内でささやかに行われた。

　天候に恵まれ、花嫁は一点の曇りもない輝くばかりの笑顔で花婿に寄り添う。

　花婿の関係者はいなかったが、花嫁の成長を見守ってきた使用人たちを含め、心から祝福するものだけが参列した、清々しい式だった。
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　コルトー家の広い敷地内には、何本もの欅がその枝を広げ、青々とした葉を茂らせている。その中のひと際高い一本の木の枝に、漆黒のハシブトガラスが止まって眼下を見下ろしていた。

　明るいさざめきの下、繰り広げられているのは結婚式だった。

　正装をまとった花婿が、美しく着飾った花嫁の手を取っている。うら若き花嫁は頬を染め、この上なく幸せそうな顔で微笑んでいた。

　ようやっと、自分は贖いを終えたのだと、魔導師カクスレートは細い息を漏らした。あの娘がこの世に生を受けて早十八年。決して短いとは言えないその時間、彼は少女を見守り続けていた。

　他者がそうと知れば重い荷物を背負うように見える日々、しかしその実彼は幸福だった。なぜなら見守るべき少女は思いがけず闊達で、非凡な存在だったからだ。

　自らの姿を悲観することなく、素直に受け入れ、その上で常に未来を夢見ていた。カクスレートの背に乗って空を飛んでみせた時の、彼女の興奮した姿は忘れられない。

『なんて世界は広いんじゃ！　ワクワクするのう！』

　鳥が飛ぶ高さに微塵も恐怖を見せず、未知の世界に臆することなく憧憬を抱いていた。こんな勇敢な魂を持つ者がそうそういるだろうか。

　彼は少女の友人であることを楽しんでいた。苦い記憶は常に心の底にあったが、それでも好奇心に満ちた彼女に様々な知識を授ける日々は、刺激に満ちて彼を退屈させなかった。

　そうして、彼女は自身の力で一番欲しているものを手に入れた。

「……まあ、潮時かの」

　カラスの姿をした魔導師はひとりごちる。

　彼は黒い翼を大きく広げ、澄み渡った青空へ羽ばたいていった。
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「今日はずっとはしゃぎっぱなしで疲れたろ」

　漸ようやくふたりきりになれた夫婦の寝室で、花嫁を気遣って、夫となったクリフが問いかける。

「大丈夫じゃ。この日のためにしっかり体力はつけておいたし、ばあやにリクエストした料理もたんと食べられたしな」

「……ああ、バクバク食ってたよな。俺、婚礼当日に御馳走をかっこむ花嫁って初めて見たよ」

　何かを諦めた笑顔でクリフは遠い目をする。

「何じゃと!?　せっかく用意してくれたのに、手を付けねば勿体ないではないか！　大体ようやく人並みにワンホールのケーキが食べられる体になったのだから……！」

　ケーキワンホール食せるのは果たして人並み以上ではなかろうか、という疑問は賢明にも胸中におさめておく。実際、小さい体の頃はドングリ大のパンを食べるのだってやっとだったのだ。サシャが幸せならなんら問題ない。

　それより大事なのは、今宵が新婚初夜だという事であろう。

　思いを通じ合わせてからサシャの実家を訪ね、結婚の許可を得て実現するまで二年。それでもさまざまな根回しが必要だった事を考えれば充分早い方なのだが、愛する少女を前に禁欲を保つのはなかなか厳しかった。

　正直、理性が飛びそうにな状況は何度もあった。しかし最初のフライングが枷となり、クリフに歯止めをかけていた。

　初めての時は、あくまで双方合意の上で。

　それが彼としての暗黙のルールとなっていたのだった。




　クリフは待った。時に修行僧のような忍耐力を駆使して自分を制した。

　実際、この二年間、キスしかしていない。

　ほぼコルトーの実家で同居生活、チャンスはいくらでもあったと言うのにだ。

　よく我慢したものだと、自分で自分をほめてやりたい。

　もっともサシャは〝大きくなれたらやりたい夢リスト〟を片っ端からやりはじめ、それどころじゃなかった気もする。人の気も知らないで、とぼやきたくもなるが、充実した日々に幸せそうな彼女を見ていると、まあいいかとも思えるのだった。

　そして晴れて夫婦である。

　今日、花嫁衣装を身に着けたサシャは、身が震えるほど綺麗だった。思わず抱きしめてそのままでいたかったくらいだ。クリフの顔を見上げて幸せそうに笑うのを見るたびに、天にも昇る心地になる。

　何があっても一生離さないと決めた、宝物だった。

「何か飲むか？」

　小さな丸テーブルに用意されたナイトキャップを手に取って、クリフは訊ねる。

「んん、今は充分じゃ」

　並んだ壜の中には、医学留学生を預かる遥か北方ガルダ国から贈られたカルヴァドスや、バディアックの王子からの贈答品の珍しいブランデーも混ざっていた。

　バディアックの世継ぎの王子であるイエルトは今年で十四歳だったろうか。バディアックは交易が盛んでレダの薬も多く取引しているから、レダの名家にお祝いがあってもおかしくはない。しかし成人前の王子からの祝いは少々妙でもあって、受け取った家令は要領を得ぬ顔でそれをクリフに渡した。奇妙な贈り主からの手紙には「無添加なのでご心配なく」としたためてあり、クリフはひとり吹き出す。

　正式な騎士の剣の型を知っていて、王所有の別荘を平気で使う少年が、例えばその国の王子だというのならば色々説明はつく。どんな経緯で情報屋と縁を繋いだかは分からぬが、国利が絡むのは確かだろう。砂色の髪をした、いかにもしたたかそうな少年の顔を思い浮かべ、あのやんちゃな王子の近侍も苦労が絶えぬだろうな、と忍び笑いを漏らす。

　そんな夫の元にとてとてと近寄り、サシャはクリフの顔を覗き込んだ。

「それよりこれ、覚えておるかの？」

　寝間着の上に羽織ったナイトガウンの袖を捲り、サシャは悪戯っぽい笑顔を浮かべる。

　その手首には、小さなレースのリボンが結びつけてあった。

「それ……」

　バディアックの市場で買い、サシャにプレゼントしたレースのリボンだった。

「うふ」

　嬉しそうにサシャが笑う。

「今日のこの日のために、大事にとっておいたんじゃ。だって…わらわの花嫁衣裳なんじゃろう？」

「サシャ……」

「絶対、身に着けようと決めておった」

　きっぱりと言い切る初々しい笑顔に、思わずサシャを抱き締める。共に旅していた時は、両手で掴めるサイズだったのに、今しっかりと抱きしめられる大きさと質感が嬉しい。

「ずっと……この日を待ってた」

　くぐもった声が、サシャの耳元で囁く。

「うん」

　サシャも嬉しさと恥ずかしさがないまぜになって小声になる。

「サシャ、愛してる」

　婚礼の儀式で言った言葉を、改めて告げた。

「うん。わらわもじゃ」

　サシャの手が、クリフの胸にしがみ付いた。

　レースが巻かれたその手首を取って、クリフはその内側に口付ける。押し当てられた唇から、じんわりと温かな熱が生じてサシャの体中に広がった。

　そのまま瞳を合わせて見つめ合う。クリフの目に欲望の熱が生まれていた。

　ゆっくり押し当てるだけのキスをする。

「いや、じゃないか？」

「当たり前、じゃろう？」

　こんなキスなら何度でもしている。しかしクリフが訊きたかったのは別の意味だった。

「じゃあ、これは」

　押し当てられた唇から、舌が現れて彼女のそれを割った。クリフの舌が、彼女の口腔内に侵入してくる。

　ゆっくりと侵入してきたそれは、サシャの舌を捕まえるとからかうように絡み始めた。

「ん、……っ」

　息の仕方が分からなくなって、サシャは思わず口を開いてしまう。息を吸いこもうとした口は更にクリフにふさがれて吸い取られた。彼の舌が貪欲にサシャを欲し始め、彼女の体の芯が火を灯した蝋燭のように熱く、溶けていく。

　ニアミスでキスが深くなったことも、今までなくはなかった。でもこれほど激しくはなかったように思う。

　サシャは怖くなってクリフの胸をどんどん叩いてしまった。

　つ、と細い唾液の糸を引いて、ふたりの唇が離れる。

　クリフの目元は紅く染まっていた。

「イヤじゃなかった？」

　どこか余裕のない声に、何故か泣きそうになった。

「バカ……！」

　怖いなんて認めたくなくて、今度はサシャから唇を重ねる。彼にされたように、拙い舌がクリフのそれを求めた。どくどくとクリフの心臓が早鐘を打ち、幸せすぎて目眩がしそうになる。

　ようやく体を離した時には、ふたりとも息が上がっていた。

「嫌な、筈なんか、ない。クリフにされることだったら…いつだって──本当は、あの時だって……」

　うっかり本音を漏らしてしまったのは、やはりいたく緊張しているのかもしれない。

「え……？　そうだったのか!?」

　クリフも思わず聞き返してしまう。

　だったら今までの罪悪感に苛まれていた禁欲生活は一体…！

「それ、もっと…早く聞きたかったなー……」

「バ、バカ！　恥ずかしくて言える筈ないじゃろう！」

　クリフの顔がまともに見られなくて、サシャは彼の胸に顔を埋めてしまう。顔から火が噴き出しそうだった。

「ごめん、そりゃそうだよな」

　クリフは苦笑して、花嫁の焦げ茶色ダークブラウンの髪をを優しく撫でた。

「色々あって婚礼が今日になってしまったが…初めて触れられたあの時から……わらわはずっとクリフの妻じゃ」

　恥ずかしげな震える声に、クリフの脈も疾走し始める。

「ベッドに……？」

　掠れた声でクリフに促されて、サシャは無言で肯いた。
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　その夜、花嫁の母は夫と共に秘密の客人を迎えていた。

「まあ！　カクスレート！」

　唐突に部屋の中に現れた魔導師の名を叫び、彼女はそのまま言葉を失う。彼女が人の姿をした友を見るのは、十五年ぶりだった。

「この姿では久しぶり、リィシャ。クラウス殿も壮健そうで何よりです。この度は御息女の御成婚、まことに祝着至極に存じます。わたくしも陰より祝福しておりました」

　魔導師独特の長衣ローブをまとった長身の男は、そう言って屋敷の主人に深々と頭を下げる。人の姿に戻ったせいか、その喋り方も彼本来のものに変化していた。

「魔導師殿、そなたには本当に世話をかけた。心より礼を申し上げる」

　もうすぐ七十に手が届く当主は、ソファに腰かけたまま謝意を表す。

「大したことはしておりません。すべて──サシャ殿の活発な御気性と並々ならぬ努力の賜物かと」

「そう、か──」

　当主は感慨深い目をして過去を振り返る。

「まあ……あそこまでじゃじゃ馬に育つとは思わなんだがな」

「クラウスったら！」

　ふぉっふぉっと声をあげて笑う夫を、リィシャは諌めるふりをする。実際、あんなに大胆な性分の娘だとは母親であるリィシャ自身思ってもみなかった。

「人間の姿のあなたを見るのも久しぶりだけど…」

　リィシャは言いかけて口ごもる。

「何か？」

「……老けたわねえ」

　こみ上げてくるくすくす笑いを隠せぬまま、彼女は言った。最後に見た彼の人である姿はまだ二十代半ばを過ぎて間もない、かなり若々しいものだった。

「そろそろ四十の坂を超えますからな」

　魔導師は憮然とした声で答える。

「もっともリィシャ殿の若々しさと人の悪さはいっこうに衰えておられぬようで、このカクスレート感に堪えませぬ」

「あなたの嫌味も充分冴え渡ったままよ」

　平然と気の置けない会話を交わし、長い時を経てもお互いの距離が変わらぬ事を確信して、部屋にはなごんだ空気が流れた。親密さが滲む沈黙の後、はじめに口火を切ったのはコルトーの当主クラウスである。

「そなたには…我が娘の為に一番充実したであろう時期を鳥の姿で過ごさせてしまった。どう詫びてよいか、言葉もない」

「詫びなど必要ありませぬ。どんな姿であろうとわたくしめの優秀な脳は健在でしたし、サシャ殿と共に過ごした日々は学究的にも得難い経験でした。同情頂くような境遇ではまったくありませなんだ。それだけを──伝えようとまかり越した次第」

　そう、それだけを伝える為に彼はここに来たのだ。

　己の魔術の過信が少女を小さくし、己もカラスの姿となり、奇異な日々を過ごす事になった。それでも彼女を見守るために常に己が為しえる最善を尽くしてきたし、未知への力量不足に歯噛みする事はあっても後悔した事はない。

　何よりカラスという異形でいたおかげで、愛する少女を傷つけずに済んだ。

　生まれ落ちたその日からずっと見守ってきた少女は、この上もなく溌剌とした、命の輝きを魅せる少女だった。もし自分が人の姿のままだったら……あるいは時折湧き上がる狂おしい情で、傷つけてしまった事もあったかもしれない。

「区切りをつけ、こうして人の身に戻りましたからには、今一度錬金塔にて研究の徒として邁進する所存、お別れを伝えに参りました」

　そうなる前にあの若造が現れた。些か無鉄砲なきらいはあるが、サシャの伴侶としてはまあ申し分ない。この感情は胸に秘め、誰にも知られぬよう深く封印し、遠くから彼らの幸福を祈るのが重ちょう畳じょうだろう。

　緩くウェーブのかかった黒髪を背に垂らし、闇より深い漆黒の瞳を持つ魔導師は、不可思議な運命を背負った少女と長きにわたり係わった者として、ようやく暇いとまを告げに来たのだった。

　もう、少女に自分は必要ない。

「サシャが…寂しがるわ」

　リィシャ自身が少しさみしそうにそう告げる。

「魔導師殿ご自身の生活に戻れるのだ。佳き門出と祝福して見送るのが我らの務めであろう」

　クラウスは淡々と妻を諭す。

「恐れ入ります」

　魔導師は目礼した。

「あなたの人生を邪魔するつもりはありません。でもカクスレート、…これだけは覚えておいて。あなたはサシャのよき友であると共に、私達のよき友でもあるのだという事を」

　リィシャの真摯な言葉に、顰め辛しい顔をしていたカクスレートの口角が、僅かに上がる。

「記憶力には些か自信がございます。とくと刻んでおきましょう」

　僅かに笑みを浮かべながら、魔導師の輪郭が薄くぼやけ始めた。

「あともうひとつ！　今度訪ねてくる時はちゃんとドアからになさって」

　軽く睨みつけるようなリィシャの声は、それでも消えかかった彼の耳に一応届いたらしい。

「あたう限り」

　遠く、苦笑を含んだ低い声を残し、魔導師の姿は宙空へと消えていった。





◇






　リネンのアッパーシーツを一枚めくると、クリフは静かに新妻を抱き上げて、ベッドに横たわらせた。

　自分も羽織っていたガウンを脱いで彼女の上に覆いかぶさる。

　少し怯える瞳に欲情して、額にキスを落とした。思わず閉じてしまった目蓋と頬にも口付け、ようやく唇に辿りつく。

　待ちきれなくなったサシャの唇が開いてクリフの舌を誘い込む。クリフの舌はサシャの口の中へ潜り込み、それ自体が生き物のように歯列を探り、口蓋を舐めあげ、彼女の柔らかい舌と絡まりあった。それだけで、幸せすぎて息がとまりそうになる。

　唇を離すと、息を震わせ、お互いの潤んだ目元に欲情の色を見つけた。

　クリフはサシャのガウンの合わせを開き、前をはだけさせる。

　中には白いレースで縁取られた、薄いシルクの寝間着を身に着けた肢体があった。

　二年前よりもその質量を増した胸が、弾む息に合わせて上下している。

　尖りかけた先端がシルクの生地を押し上げ、その下に何も付けていないと知らせていた。

　丸い膨らみに手を当て、優しく揉みしだく。

「……っ」

　声にならない呻きを上げ、サシャは体を強張らせた。

　そんな彼女を宥めるように、クリフは彼女の双丘を両手で揉み上げながら頬にキスをした。

　手のひらに、固く当たる感触が生まれる。

「大丈夫だから」

　クリフはサシャの耳元にそう囁くと、固く尖った先端を指先できゅっと摘まんだ。

「ひゃん…っ」

　怖くない、怖くないと唱えながら、クリフは唇を重ね、彼女の首筋へと唇を落としていく。

　唇は鎖骨を越えてゆっくりと下がりながら、やがて指で摘まんだ硬い蕾に辿りつく。

　広げた手で胸全体を撫で上げながら、薄い唇が蕾を吸った。

「ゃ……あっ」

　途端にサシャの四肢が跳ねる。

　しかし覆い被さるクリフの体に縫い止められて、サシャは逃げ出す事は出来なかった。

　怖い。クリフに胸を吸われた途端に下腹の奥に熱い塊が生まれ、緩やかな波となって体中に広がった。深いキスをしている時よりも、顕著な刺激に襲われる。本当は一度経験している筈なのに、意識がある分、自分の中の快感の輪郭がサシャに恐怖を与えていた。

　そんなサシャを見て、クリフはできる限り優しい声で言った。

「俺を、信じて。サシャ」

「あ……」

　過去の記憶が浮かび上がってくる。

　あの時も、彼はそう言ったのではなかったか。

　曖昧な記憶の中で、なぜかそれだけが耳の奥に残っている気がする。

　──俺を、信じろ。

　うん、信じてる。嘘じゃない。

「クリ、フ……」

　その気持ちを伝えようと、涙が滲む瞳で彼の目を見た。

「いいこだ」

　クリフは切なげに微笑む。

　そして胸への愛撫を再開した。

　布越しだった愛撫は、肩紐を解かれて露わになった肌に直接与えられ始める。

　紅く染まった先端に舌を巻き付けられ、何度も吸われたかと思うと軽く甘噛みされた。その度に下腹の熱が塊となって足の付け根へと落ちていく。

　ワインに酔ったように、サシャの意識は朦朧としてきていた。彼の手や舌がもたらす甘くくすぐったい感触に、とても平静でいられる筈がない。

　思う存分柔らかい胸を味わうと、クリフはサシャの肩や二の腕、手の平にも舌を這わせ、ちゅっと音を立ててキスを落とす。その度にサシャの酩酊は深くなる。キスされた右手を伸ばし、彼の左手を求めると、クリフは心得たように指を絡めて握り返した。彼自身の右手はサシャの寝間着の裾を探り、太腿までめくり上げている。

　クリフの手は何度も彼女の太腿を撫でながら、ゆっくりと膝を立たせる。

　そして下着を着けていないサシャの足の付け根へと潜り込んできた。

　ぴちゃという水音がサシャの耳に届いて、恥ずかしさのあまり四肢に力がこもる。

「や、そこ、ダメぇ…っ」

　何とか足を閉じようとしたが、間に置かれたクリフの膝がそれを許さなかった。

　いつの間にか甘い蜜をこぼしていた陰唇を、クリフの指がつぅと撫でる。

「あぁ…んっ」

　自分の物とは思えぬ声を上げて、サシャの背が反り返った。

　却ってそれがサシャの秘所をクリフの指に押し付ける結果となる。

　濡れそぼった蜜の谷間を長い指が何度か往復した後、蜜源へと指が沈められた。

「や、ダメ、や、いやぁ……っ」

　いやいやと頭を横に振りながらサシャは哀願するが、却ってそれがクリフを煽る結果となる。

　亀裂の浅い部分を彷徨っていた指は、彼女の陰唇の中に隠れていた欲望の芽を見つけ出し、そっと押し潰した。

「あああああぁ……！」

　思い切り背中を反らして、サシャは熱波の渦にのみこまれた。四肢を何度かビクビクと振るわせた後、ゆっくりと弛緩する。

　泣きじゃくる目がクリフを求めて彷徨う。

　彼はすぐに気付いて、慰めるように頬に口付ける。

「サシャ、すごく可愛い」

「や、でも、こんなのやぁ……」

　気持ち好すぎて怖い。自分が自分じゃなくなってしまう気がする。

　クリフは困ったような目で微笑んだ。

「どうしても怖ければ……怖くなくなるまで待つよ。残念ながら諦めてあげるわけにはいかないけど……」

「待てる、の……？」

　今でも苦しそうな顔をしているのに。

　正直、クリフ自身辛かった。しかしサシャを傷付けたくはない。

　そんな彼の優しさが皮膚を通して伝わり、サシャは恥ずかしくなる。信じるって決めたのに。

「待たなくて、いい」

　辛うじてそれだけ言う。それ以上はどう言っていいか分からない。

　そんな彼女の気持ちに胸が詰まり、クリフは再び彼女の体を愛し始める。唇と舌を滑らせて、臍を探り、下腹へと落ちていく。くすぐったさの中に、期待する何かを感じてサシャはぎゅっと目を瞑った。

　やがてクリフは大きく割った膝の間に頭を埋め、今も尚蜜を滴らせてひくついている秘所に舌を這わせる。

「あぁん……っ」

　自分でも信じられないほど鼻にかかった甘い声が漏れた。

　尖らせた舌が亀裂を探り、蜜源の奥へ潜っていく。

　その合間にも彼の親指がぷっくりと膨らんだ愛らしい芽を弄っていた。

「ひゃ、…あぁ…ん、あ、やぁ……」

　与えられる快楽に、絶え間なく喘ぎ声が漏れる。

　やがて再び彼の指が、そっと蜜源に沈められた。

「………っ！」

　ひりつくような痛みに、サシャの爪先がピンと伸びる。

「痛いか？」

「…へ、き……」

　強がる声が愛おしかった。

　初めて異物を受け入れるそこは、せまくてとてもきつい。

　しかし溢れる蜜をしるべに何度も抜き差しすると、やがて柔かく溶けてくる。

　ちゅぱちゅぱと淫靡な水音が寝室に響いていた。

「ごめん、俺がもう限界だ……」

　食いしばった口元から息を漏らすと、クリフはサシャにそう告げる。

「クリフ……」

「挿れたい。サシャの中に入りたい」

　狂おしい彼の声に、胸が締め付けられる。

「うん」

　だから応えた。クリフになら、なにをされても平気だった。

　蜜口に、手を添えてクリフの先端があてられる。

　サシャが息を呑んで緊張を高めると、熱い塊がそこに入ってきた。

「…………！」

　声にならない叫びをあげて、サシャは体中の皮膚がざわざわと反転する錯覚に捕らわれる。内側にある細胞のすべてが表に出て彼自身を迎え入れようとしているかのようだった。

　無意識に必死で腰を浮かせて彼を受け入れた。

　めりめりと軋むような音を立てながら、サシャの蜜道にクリフの雄が差し込まれていく。

　痛みと共に、一体化する悦びがサシャの体中を駆け抜けた。

　僅かに行きつ戻りつしながら、突き立てられた塊はサシャの一番奥深くへと墜ちていく。

　擦られた内側が熱くて溶けそうだった。

「クリフ、クリフ……あぁ」

　うわごとのように彼の名を呼ぶ。

　ようやくすべてが納められた時、サシャは初めて自分の胎内に底があると知った。

「少し、動く」

「うん」

　クリフの腰が律動を刻み始める。焼けるような痛みと共に、サシャは彼から与えられる熱に溶けた。

　じゅぶじゅぶと音を立てて彼の熱隗が何度かサシャの中を往復した後、吐き出された精液に満たされて、サシャは意識を失った。







　気が付いた時には、彼がすべてを清めてくれていた。

　一糸まとわぬサシャの体は力強い腕に抱きしめられている。

「気が付いたのか？」

　優しい声が耳元を擽る。

「まだ痛い。じんじんする……」

　拗ねた様な声になったのは、恥ずかしかったからだ。

「あー、ごめん。しばらくはそんな感じかも」

　困ったような声でクリフが呟く。

　一応手加減したつもりだったんだけど…などと言い訳する口調がおかしくて、サシャは小さく吹きだした。その声に、クリフは安堵の息を吐く。

　思いを遂げた幸福感に満たされているのはクリフだけではないらしい。

　クリフの腕の中で、サシャは仰向けになって空中に手を伸ばした。

　枕元の壁にしつらえられたランプの灯が、彼女の指の輪郭を浮かび上がらせている。

「サシャ？」

　小指を中空に立てたサシャはぽつぽつと語りだす。

「昔……お祖母様に聞いた。運命の相手は小指同士が赤い絲で繋がっておるのだと」

「うん」

　その類の話ならクリフも聞いた覚えがある。迷信の類だとは思っているが。

「だけど、運命の糸は一本じゃないのかもしれん」

「え!?」

　妻になった少女の、突拍子もない言葉にクリフは慌てた。無理をさせて怒っているのだろうか。自分のほかにも運命の相手がいるかもしれないと？

　しかしサシャはクリフのそんな動揺に気付かず、ぽつぽつと言葉を紡ぐ。

「本当は何本もあって……父上や母上やお祖母様や……友や、今まで出会った色々な人と本当は繋がっていて、複雑に絡み合いながら生という布を織り上げているのかもしれん」

「ああ、そういう意味か」

　クリフは安堵の息を漏らした。改めてサシャの心地よい声に耳を傾ける。

「わらわが、もし元々普通の大きさだったら、コルトーの家から飛び出したりせず、両親の進める穏当な相手と結婚してクリフと出会わずに終わったかもしれないじゃろう？」

　言われてみれば確かに。クリフとて苦い罪の上に故く郷にを離れなければ、あの時、何もない道端でサシャと出会っていたかどうか。

（そこの青年！　そう、そなたじゃ！　ちと人助けをしてみたくはないか？）

　唐突に出会った時の様子が蘇る。奇蹟の集大成のような、小さな小さな少女。

「真実も嘘も取り混ぜて、時にはめちゃくちゃに織られたかもしれんその織物タペストリーを、恐れずまっすぐ見据える覚悟のある者が、本当の運命に辿りつく、そんな気がしたのじゃ」

　柔らかな声を受けて、クリフは彼女の下に回していた手で、栗色の巻き毛を撫でる。

「俺の花嫁は……思ったより哲学的だったようだな」

　畏敬の念を込めて囁く。サシャは微笑んで彼の裸の胸に頬を寄せた。

「クリフと……出会えてよかった。だから……誰も恨まずにすむ」

「……」

　しみじみと呟く声が、少しだけ濡れていた。

　クリフと同じように、彼女の中にもまだ語られない秘密があるのだろう。例えば不自然過ぎる彼女の誕生にまつわるような。

　それを無理に聞こうとは思わない。ただ、ずっと寄り添って生きていければそれでいい。その日々の中で、語りたくなれば語ればいい。彼女のすべてを、受け止める覚悟はできている。

「いつかまた、ふたりで旅をしないか？」

「え？」

　唐突なクリフの誘いに、サシャは頭を上げて彼を見る。

「ここでの暮らしも悪くないけど……めぐる糸を探しに知らない場所に出かけるのも楽しそうだろ？」

　元々冒険家の血が流れているクリフである。安寧な生活は、悪くはないが少々刺激に欠けるのも事実だった。

「行く！」

　迷う素振りも見せずにサシャは頷いた。

「いいのか？　もうカラスに乗ったり人形のふりはできないぜ？」

　クリフの瞳がからかうように煌めいた。

「構わぬ！　クリフとなら……どこにでも行ってみたい」

　クリフの顔に満面の笑みが広がる。それでこそ、クリフが愛した少女だ。彼女は恐れずに巡るだろう。人を知り、世界を知り、自分を知るために。

　いとおしさが募り、クリフはもう一度、なにものにも代え難い彼女のからだをしっかりと抱きしめた。

「──もう一度、抱いてもいいか？」

　柔らかな声で囁く。

　サシャの首筋がほんのりとピンク色に染まった。

「あ、当たり前じゃろう。ふ、夫婦なんだから……っ」

　サシャの照れ隠しの声に笑み崩れながら、クリフは再び、愛する命をいとおしみはじめた。
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